
学科課程カリキュラム 

及び 

授 業 計 画  
 

【工学部 環境エネルギー工学科】 

 

[履修にあったての遵守事項] 

 我が国の大学教育は単位制度を基本としており、１単 

位あたり45時間の学修を要する内容をもって構成する 

ことが標準とされている。ここでいう１単位あたりの学 

修時間は、授業時間内の学修時間だけでなく、その授業 

の事前の準備学修・事後の準備復習を合わせたものにな 

っている。この主旨を踏まえ、各教科の履修に当たって 

は、授業計画を参考に予習・復習に努め、１単位当たり 

の学修時間を確保することに努めること。 

 

２０２２年度 

第一工科大学 



②：集中講義　　○：分野必修　　◇：推奨　　

（分野名）　都市：都市環境エンジニアリング分野　　クリ：クリーンエネルギー分野

　　　　　　　　（）未開講　

中学 高校

前 後 前 後 前 後 前 後 技 工
期 期 期 期 期 期 期 期 術 業

0713 電気機器工学 2 2 ★ ★
4150 どぼく学 2 2 ○ ○ ★

6649 土木工学基礎概論 2 2 ○ ○ ★
4160 測量学Ⅰ 2 2 ○ ○ ★
4161 測量学Ⅱ 2 2 ○ ○ ★
4183 測量学実習 2 4 ○ ○ ★
4553 施工管理Ⅰ 2 2 ○ ○ ★
4554 施工管理Ⅱ 2 2 ○ ○ ★
4176 土質工学Ⅰ 2 2 ○ ○ ★
4177 土質工学Ⅱ 2 2 ○ ○ ★
4178 水理学Ⅰ 2 2 ○ ○ ★
4179 水理学Ⅱ 2 2 ○ ○ ★
4172 構造力学Ⅰ 2 2 ○ ○ ★ ★
4173 構造力学Ⅱ 2 2 ○ ○ ★ ★
4153 コンクリート工学 2 2 ○ ○
4181 製図I 2 2 ○ ○ ★ ★
4182 製図II 2 2 ○ ○ ★ ★

4452 都市計画 2 2 ○ ○ ★

4493 土木計画学 2 2 ○ ○

4494 土木行政法 2 2 ○ ○

4473 地球環境概論 2 2 ○ ○ ★

4474 エコライフ論 2 2 ○ ○ ★

4359 ランドスケープ論 2 2 　 ○ ○ ★ ★

4149 材料学 2 2 ○ ○ ★

4464 環境工学概論 2 2 ○ ○ ★

4495 エネルギー概論 2 2 ○ ○
6628 職業指導 2 2 ☆

6647 機械工学基礎概論 2 2 ★ ★

6648 電気工学基礎概論 2 2 ★ ★

6650 建築工学基礎概論 2 2 ★

6641 木材加工（含製図・実習） 1 2 ☆
6642 金属加工（含製図・実習） 1 2 ☆
6643 機械（含実習） 1 ② ☆
6644 電気（含実習） 1 2 ☆
6645 栽培（含実習） 1 2 ☆
6646 情報とコンピュータ（含実習） 2 2 ☆
6519 技術科教育法Ⅰ 2 2 ☆
6520 技術科教育法Ⅱ 2 2 ☆

6521 技術科教育法Ⅲ 2 2 ☆

6552 技術科教育法Ⅳ 2 2 ☆

6522 工業科教育法Ⅰ 2 2 ☆

6523 工業科教育法Ⅱ 2 2 ☆

6721 総合演習Ⅰ 2 2 ★ ★

6722 総合演習Ⅱ 2 2 ★ ★

4184 土木CAD演習 2 2 ◇

4352 交通工学 2 2 ★

4356 防災工学 2 2

4174 橋梁工学 2 2 ◇

4351 道路工学 2 2 ★

4311 河川工学 2 2 ◇ ◇

4360 鉄筋コンクリート工学 2 2 ◇ ★

(8)　工学部　環境エネルギー工学科科目

凡例

☆：教職必修　★：教職選択
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②：集中講義　　○：分野必修　　◇：推奨　　

（分野名）　都市：都市環境エンジニアリング分野　　クリ：クリーンエネルギー分野

　　　　　　　　（）未開講　

中学 高校

前 後 前 後 前 後 前 後 技 工
期 期 期 期 期 期 期 期 術 業

0713 電気機器工学 2 2 ★ ★
4150 どぼく学 2 2 ○ ○ ★

6649 土木工学基礎概論 2 2 ○ ○ ★
4160 測量学Ⅰ 2 2 ○ ○ ★
4161 測量学Ⅱ 2 2 ○ ○ ★
4183 測量学実習 2 4 ○ ○ ★
4553 施工管理Ⅰ 2 2 ○ ○ ★
4554 施工管理Ⅱ 2 2 ○ ○ ★
4176 土質工学Ⅰ 2 2 ○ ○ ★
4177 土質工学Ⅱ 2 2 ○ ○ ★
4178 水理学Ⅰ 2 2 ○ ○ ★
4179 水理学Ⅱ 2 2 ○ ○ ★
4172 構造力学Ⅰ 2 2 ○ ○ ★ ★
4173 構造力学Ⅱ 2 2 ○ ○ ★ ★
4153 コンクリート工学 2 2 ○ ○
4181 製図I 2 2 ○ ○ ★ ★
4182 製図II 2 2 ○ ○ ★ ★

4452 都市計画 2 2 ○ ○ ★

4493 土木計画学 2 2 ○ ○

4494 土木行政法 2 2 ○ ○

4473 地球環境概論 2 2 ○ ○ ★

4474 エコライフ論 2 2 ○ ○ ★

4359 ランドスケープ論 2 2 　 ○ ○ ★ ★

4149 材料学 2 2 ○ ○ ★

4464 環境工学概論 2 2 ○ ○ ★

4495 エネルギー概論 2 2 ○ ○
6628 職業指導 2 2 ☆

6647 機械工学基礎概論 2 2 ★ ★

6648 電気工学基礎概論 2 2 ★ ★

6650 建築工学基礎概論 2 2 ★

6641 木材加工（含製図・実習） 1 2 ☆
6642 金属加工（含製図・実習） 1 2 ☆
6643 機械（含実習） 1 ② ☆
6644 電気（含実習） 1 2 ☆
6645 栽培（含実習） 1 2 ☆
6646 情報とコンピュータ（含実習） 2 2 ☆
6519 技術科教育法Ⅰ 2 2 ☆
6520 技術科教育法Ⅱ 2 2 ☆

6521 技術科教育法Ⅲ 2 2 ☆

6552 技術科教育法Ⅳ 2 2 ☆

6522 工業科教育法Ⅰ 2 2 ☆

6523 工業科教育法Ⅱ 2 2 ☆

6721 総合演習Ⅰ 2 2 ★ ★

6722 総合演習Ⅱ 2 2 ★ ★

4184 土木CAD演習 2 2 ◇

4352 交通工学 2 2 ★

4356 防災工学 2 2

4174 橋梁工学 2 2 ◇

4351 道路工学 2 2 ★

4311 河川工学 2 2 ◇ ◇

4360 鉄筋コンクリート工学 2 2 ◇ ★

(8)　工学部　環境エネルギー工学科科目

凡例

☆：教職必修　★：教職選択
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教科番号 0713 授業科目：電気機器工学（Electric Machine  Engineering）  
開講時期 後期 （情報 4年・環境・建築 3年） 2 単位     
【授業の到達目標】 
変圧器は、ファラデーの電磁誘導の法則を原理とし、同一の交番磁束と鎖交する 2 組のコイルに発生す

る起電力はコイルの巻数に比例することを理解する。さらに電流と磁束と力の関係を学習し、この知識を

応用して発電機並びに電動機の原理と構造について理解する。併せて近年の省エネ技術に欠かせない電力

用半導体を用いたパワーエレクトロニクスについて理解する。 
【授業の概要】 
 電気機器の中心をなす変圧器や電動機・発電機等の原理はすべて電流と磁界の相互作用であることを説

明する。電気機器工学の基本原理であるアンペールの「右ねじの法則」及びファラデーの「電磁誘導の法

則」について電流と磁気及び力の関係を学ぶ。さらにこれら 3 者の関係を分かり易く説明した「フレミン

グの右手/左手の法則」を実際に手でを動かして適用し、発電機や電動機の動作原理を体得させる。以上の

講義を通じて、進歩の速い現代の電気工学・電子工学の進展に的確に対応できる能力を養う。 
【授業要旨】  
回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・演習・復習） 時間(分) 
１ ガイダンス 授業の進め方の説明（オリエンテ

ーション）、気工学の基礎を作

った天才たちとその偉業、商

用電力システム。 

予習結果を確認。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

２ 変圧器（１） 変圧器の原理、変圧器の構造、

等価回路、演習問題。 

予習結果を確認。 
10分間 1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

６０ 
６０ 

３ 変圧器（２） 変圧器の並行運転、デルタ結

線、Y結線、V結線、三相変圧

器、単巻変圧器、計器用変成

器。演習問題。 

予習結果を確認。 
10分間 1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

４ 直 流 発 電 機

（１） 
発電の原理、発電機の構造。

演習問題。 
予習結果を確認。 
10分間 1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

５ 直 流 発 電 機

（２） 
整流子とブラシ、発電電圧の

大きさ、電機子反作用、直流

発電機の種類と特性並びに用

途。演習問題。 

予習結果を確認。 
10分間 1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

６ 直 流 電 動 機

（１） 
動作原理、直流電動機の構造。

演習問題。 
予習結果を確認。 
10分間 1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

７ １回～６回まで

のまとめ 
演習問題の解答・解説とまとめに

ついてディスカッションを行い、

理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 
グループに分けで、ディスカッ

ションの内容をまとめる。 

１２０ 
６０ 

８ 直 流 電 動 機

（２） 
逆起電力、回転速度、発生ト

ルク及び発生出力。演習問題。 
予習結果を確認。 
10分間 1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

９ 直 流 電 動 機

（３） 
直流電動機の種類と特性。演

習問題。 
予習結果を確認。 
10分間 1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

10 同期発電機 同期発電機の原理、交流電圧

の発生、磁極と同期速度、同

期発電機の種類、同期発電機

の特性、同期発電機の並行運

転。演習問題。 

予習結果を確認。 
10分間 1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 



11 同期電動機 同期電動機の原理と構造、同

期電動機の特性、同期電動機

の始動と運転。演習問題。 

予習結果を確認。 
10分間 1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

12 三相誘導電動

機（１） 
三相誘導電動機の原理と構

造、すべり、誘導電動機と変

圧器とのアナロジー。演習問

題。 

予習結果を確認。 
10分間 1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

13 三相誘導電動

機（２） 
等価回路、単相誘導電動機、

入力・出力・損失の関係、ト

ルクと同期ワット、速度特性

曲線、トルクと比例推移、最

大トルク、出力特性曲線、始

動と運転。演習問題。 

予習結果を確認。 
10分間 1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

14 ８回～１３回ま

でのまとめ 
演習問題の解答・解説とまとめに

ついてディスカッションを行い、

理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 
グループに分けで、ディスカッ

ションの内容をまとめる。 

１２０ 
 
６０ 

15 パワーエレク

トロニクス、ま

とめ 

半導体整流器、電力用サイリ

スタ、整流回路、静止レオナ

ード方式。まとめと総括。小テ

ストの実施 

期末テストの準備。 
ノートの整理とまとめ。 

６０ 
１２０ 

【テキスト】  
「電気機器」 飯塚成男・沢間照一 共著、オーム社 
【参考書・参考資料等】  
「電験三種 よく分かる機械」 新井信夫、 早川義春 共著、 

「よくわかる電気機器」、」森本 雅之（著）、森北出版 
【成績評価基準・方法】 出席率＋宿題レポート提出状況（50%）、小テスト（30%）、試験（20%）で総合的な評

価を行う。 

【実務経験内容】 

 



教科番号 4150 授業科目
開講時期 前期 担当者：

回数 時間（分）

1 90

2
60
30

3
60
30

4
60
30

5
60
30

6
60
30

7 90

8
60
30

9
60
30

10
60
30

11
60
30

12
60
30

13
60
30

14
60
30

15 90

【実務経験内容】 なし

【テキスト】 ようこそドボク学科へ！
【参考書・参考資料等】 適宜配布する
【学生に対する評価】 レポートおよび発表

調べるⅡ
土木及び周辺分野で興味のある企業や研
究施設を調べ、まとめる

テキストを読んで復習
まとめと演習課題を解く

発表するⅡ 調べるⅡの内容を発表・質疑
調査成果発表準備をする
発表結果について復習する

職業について①
土木分野及び関連分野における職業につ
いて解説する

テキストを読んで復習
まとめと演習課題を解く

職業について②
土木分野及び関連分野における職業につ
いて解説する

テキストを読んで復習
まとめと演習課題を解く

地域と土木① 地域における土木工学の役割
テキストを読んで復習
まとめと演習課題を解く

地域と土木② 地域における土木工学の役割
テキストを読んで復習
まとめと演習課題を解く

環境と土木① 環境分野における土木工学の役割
テキストを読んで復習
まとめと演習課題を解く

環境と土木② 環境分野における土木工学の役割
テキストを読んで復習
まとめと演習課題を解く

調べるⅠ
これまでの授業を踏まえて興味・関心のある
分野や事柄について調べ,まとめる

テキストを読んで復習
まとめと演習課題を解く

発表するⅠ 上記内容について発表・質疑
調査成果発表準備をする
発表結果について復習する

土木工学について③ 土木技術者に関連する資格
テキストを読んで復習
まとめと演習課題を解く

土木工学について④ 土木構造物
テキストを読んで復習
まとめと演習課題を解く

土木工学について① 土木工学の主要分野
テキストを読んで復習
まとめと演習課題を解く

土木工学について② 土木工学の周辺分野
テキストを読んで復習
まとめと演習課題を解く

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

ガイダンス 講義の位置づけ、概要について説明する
授業の概要を予習
テキストを読んで復習

【授業の要旨】

：　どぼく学（Civil Engineering)
　　環境エネルギー工学科　　　１年　　　２単位 本田　泰寛

【授業の到達目標】
・土木工学及びその周辺分野の概要を把握する。
・本学科における学生生活、卒業研究、就職に向けた道筋を理解する

【授業の概要】土木工学の入門として位置づける。土木工学やその関連分野等の全体像を把握し、今後４年間本学科にて学
生生活を送る上での道筋を立てられるよう、関連する職種や就職先の大まかな全体像について学ぶ。自らも興味・関心のあ
る分野について調べ、発表する。



教科番号 6649 授業科目
開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
30
60

2
30
60

3
30
60

4
30
60

5
30
60

6
30
60

7
30
60

8
30
60

9
30
60

10
30
60

11
30
60

12
30
60

13
30
60

14
30
60

15
30
60

【実務経験内容】 建設業（施工監督・一級土木施工管理士）

【テキスト】 プリント配布
【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布 する
【学生に対する評価】 出席状況・課題・レポートで総合的な評価を 行う。

社会基盤工学（6） i-Construction ～建設業
資料を読みまとめる。
授業の復習。

9回～14回までのまとめ
内容についてディスカッションを行
い、理解を深める。

演習問題を解き理解を深める。
ディスカッションの内容をまとめる

社会基盤工学（4） 土木法規
資料を読みまとめる。
授業の復習。

社会基盤工学（5） 施工管理
資料を読みまとめる。
授業の復習。

社会基盤工学（2） コンクリート工
資料を読みまとめる。
授業の復習。

社会基盤工学（3） 土木施工
資料を読みまとめる。
授業の復習。

１回～６回までのまとめ
演習問題の解答・解説とまとめについてディ
スカッションを行い理解も深める。

演習問題を解き理解を深める。
ディスカッションの内容をまとめる

社会基盤工学（1） 土工
資料を読みまとめる。
授業の復習。

測量（2） 空間情報工学基礎概論
資料を読みまとめる。
授業の復習。

測量（3）
UAV（ドローン）とディープラーニ
ング

資料を読みまとめる。
授業の復習。

土木基礎力学(3) 土木構造力学の基礎
資料を読みまとめる。
授業の復習。

測量（1） 測量学概説・種類
資料を読みまとめる。
授業の復習。

土木基礎力学(1) 水理学基礎
資料を読みまとめる。
授業の復習。

土木基礎力学(2) 土質学基礎
資料を読みまとめる。
授業の復習。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

序論(1) 社会基盤整備について
資料を読みまとめる。
授業の復習。

【授業の要旨】

：　土木工学基礎概論　（Introduction to Civil Engineering）
全学科教職課程・環境エネルギー工学科2年2単位 岩元　泉

【授業の到達】
・土木技術と社会基盤整備の関連について学習し、土木に関する基礎・基本を理解する。
・土木工学の概要について理解し、工学分野における他学科との関連を理解する。

【授業の概要】土木技術者を目指す学生の目標がより具体的で、意欲的となるように、土木工学の概要を建設事業と関連づ
けて説明・解説する。また工業教員をめざす学生には、自分の専攻学科の専門と同時に必要な土木の分野に関する基礎的・
基本的な知識と技術を習得させる。



教科番号 4160 授業科目
開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
３０
６０

2
３０
６０

3
３０
６０

4
３０
６０

5
３０
６０

6
３０
６０

7
１２０
６０

8
３０
６０

9
３０
６０

10
３０
６０

11
３０
６０

12
３０
６０

13
３０
６０

14
１２０
６０

15 ９０

【授業の要旨】

：　測量学Ⅰ　（英名：SurveyingーⅠ）
環境エネルギー工学科　1　年　2　単位 田中　龍児

【授業の到達目標】
・測量の基礎事項を理解できる。
・距離測量・水準測量・角測量の観測方法と理論、計算が理解できる。

【授業の概要】
　測量は、地球上にあるいろいろな点の位置を決める技術であって、各点間の距離や高さ、方向を測定し、その成果を地図
として表現する技術である。測量の基礎知識（定義・用語・分類）、使用器具、測量法を重点的に講義し、演習問題により
理解を深める。測量に関する基礎事項と距離・水準・角測量といった地上測量の基本を習得する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

測量学概説（１） 測量の定義、測量の基準
「１.測量学概説」を読みまとめる。
授業の内容を復習する。

測量学概説（２） 投影、座標系
「２.測量学概説」を読みまとめる。
授業の内容を復習する。

距離測量（１） 測量で扱う距離の定義、測量器具
「２.距離測量」を読みまとめる。
授業の内容を復習する。

距離測量（２）
光波・電波を使った距離測量、距離測量
の誤差と精度

「３.距離測量」を読みまとめる。
授業の内容を復習する。

水準測量（１） 概要、必要な器械
「３.水準測量」を読みまとめる。
授業の内容を復習する。

水準測量（２） 水準測量の方法と誤差
「４.水準測量」を読みまとめる。
授業の内容を復習する。

１回～６回までのま
とめ

演習問題の解答・解説とまとめについて
ディスカッションを行い、理解を深め
る。

演習問題を解き理解を深める。
ディスカッションの内容をまとめる

角測量（１） 概要、必要な器械
「４.角測量」を読みまとめる。
授業の内容を復習する。

角測量（２） 水平角の測定方法、観測角計算法
「４.角測量」を読みまとめる。
授業の内容を復習する。

角測量（３） 鉛直角の測定方法、観測角計算法
「５.角測量」を読みまとめる。
授業の内容を復習する。

角測量（４） トラバース測量
「６.トラバース測量」を読む。
授業の内容を復習する。

角測量（５） トラバース測量
「７.トラバース測量」を読む。
授業の内容を復習する。

面積・体積計算 面積・体積計算法
「８.面積体積」を読みまとめる。
授業の内容を復習する。

８回～１３回までの
まとめ

演習問題の解答・解説とまとめについて
ディスカッションを行い、理解を深め
る。

演習問題を解き理解を深める。
ディスカッションの内容をまとめる

まとめ まとめと総括 測量学Ⅰのまとめ。

【実務経験内容】 政府機関（GPS測量、GIS解析、測量アプリの開発等）

【テキスト】 測量学Ⅰ　堤隆ら共著　コロナ社
【参考書・参考資料等】 公共測量作業規程の準則　日本測量協会、測量学Ⅱ　岡林巧ら　コロナ社
【学生に対する評価】 定期試験（70%）、レポート(30%)に基づき総合的に評価する。



教科番号 4161 授業科目
開講時期 前期 担当者：

回数 時間（分）

1
３０
６０

2
３０
６０

3
３０
６０

4
３０
６０

5
３０
６０

6
３０
６０

7
１２０
６０

8
３０
６０

9
３０
６０

10
３０
６０

11
３０
６０

12
３０
６０

13
３０
６０

14
１２０
６０

15 ９０

【実務経験内容】 政府機関（GPS測量、GIS解析、測量アプリの開発等）

【テキスト】 測量学Ⅰ　堤隆ら共著　コロナ社、　測量学Ⅱ　岡林巧ら共著　コロナ社
【参考書・参考資料等】 公共測量作業規程の準則　日本測量協会
【学生に対する評価】 定期試験（70%）、レポート(30%)に基づき総合的に評価する。

８回～１３回までの
まとめ

演習問題の解答・解説とまとめについて
ディスカッションを行い、理解を深め
る。

演習問題を解き理解を深める。
ディスカッションの内容をまとめる

まとめ まとめと総括 測量学Ⅱのまとめ。

写真測量（２） 空中写真の撮影
「６.写真測量」を予習する。
授業の内容を復習する。

写真測量（３）
航空レーザ測量、リモートセンシング、
UAV写真測量

「６.写真測量」を予習する。
授業の内容を復習する。

地形測量（３）
地理情報システム（GIS）、数値標高モ
デル（DEM）

「５.地形測量」を予習する。
授業の内容を復習する。

写真測量（１） 写真測量とは、写真の性質
「６.写真測量」を予習する。
授業の内容を復習する。

地形測量（１） 平板測量一般（電子平板も含む）
「５.地形測量」を予習する。
授業の内容を復習する。

地形測量（２） TSとRTK-GNSSによる地形測量
「５.地形測量」を予習する。
授業の内容を復習する。

多角測量（２） 多角測量の計算
「２.多角測量」を予習する。
授業の内容を復習する。

１回～６回までのま
とめ

演習問題の解答・解説とまとめについて
ディスカッションを行い、理解を深め
る。

演習問題を解き理解を深める。
ディスカッションの内容をまとめる

誤差学（４） 観測方程式による平均
「７.誤差論」を予習する。
授業の内容を復習する。

多角測量（１） 多角測量の原理、多角測量の主要機器
測量学Ⅱ「２.多角測量」を予習する。
授業の内容を復習する。

誤差学（２） 誤差の３法則と確率曲線
「７.誤差論」を予習する。
授業の内容を復習する。

誤差学（３） 最小二乗法、誤差伝播の法則
「７.誤差論」を予習する。
授業の内容を復習する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

誤差学（１） 誤差の取り扱い方、誤差の種類
測量学Ⅰ「７.誤差論」を予習する。
授業の内容を復習する。

【授業の要旨】

：　測量学Ⅱ　（英名：SurveyingーⅡ）
環境エネルギー工学科　2　年　2　単位 田中　龍児

【授業の到達目標】
・測量技術を幅広く応用するために必要な、最小二乗法の理解と観測方程式による計算法を習得する。
・地形測量、写真測量そして地図編集といった測量技術全般を習得する。

【授業の概要】
　テキストの解説だけでなく実務に応用できるように、演習問題を解くことにより理解させる。また、測量実習に必要な事
項も含める。



教科番号 4183 授業科目
開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
30
60

2
30
60

3
30
60

4
30
60

5
30
60

6
30
60

7
120
60

8
30
60

9
30
60

10
30
60

11
30
60

12
30
60

13
120
60

14 60

15 60

【実務経験内容】 政府機関（GPS測量、GIS解析、測量アプリの開発等）

【テキスト】 実習要領を配布する。
【参考書・参考資料等】 測量学Ⅰで使用したテキストおよび公共測量作業規程の準則
【学生に対する評価】 実技試験（30%）、レポート(70%)に基づき総合的に評価する。

実技試験（１）
各測量実技試験
器械の据え付け、観測

器械の据え付け、観測を復習し、練習する。

実技試験（２）
水準測量実技試験
観測方法

観測を復習し、練習する。

水準測量（５） 空中写真の撮影
配布実習要領を読みまとめる。
実習の内容を復習し観測練習する。

８回～１２回までの
まとめ

実習内容や計算についてディスカッショ
ンを行い、理解を深める。

測量計算整理で理解を深める。
ディスカッションの内容をまとめる。

水準測量（３）
地理情報システム（GIS）、数値標高モ
デル（DEM）

配布実習要領を読みまとめる。
実習の内容を復習し観測練習する。

水準測量（４） 写真測量とは、写真の性質
配布実習要領を読みまとめる。
実習の内容を復習し観測練習する。

水準測量（１） 平板測量一般（電子平板も含む）
配布実習要領を読みまとめる。
実習の内容を復習し観測練習する。

水準測量（２） TSとRTK-GNSSによる地形測量
配布実習要領を読みまとめる。
実習の内容を復習し観測練習する。

トラバース測量（３） 多角測量の計算
配布実習要領を読みまとめる。
実習の内容を復習し観測練習する。

１回～６回までのま
とめ

実習内容や計算ついてディスカッション
を行い、理解を深める。

測量計算整理で理解を深める。
ディスカッションの内容をまとめる。

トラバース測量（１） 観測方程式による平均
配布実習要領を読みまとめる。
実習の内容を復習し観測練習する。

トラバース測量（２） 多角測量の原理、多角測量の主要機器
配布実習要領を読みまとめる。
実習の内容を復習し観測練習する。

トランシット測量（１） 誤差の３法則と確率曲線
配布実習要領を読みまとめる。
実習の内容を復習し観測練習する。

トランシット測量（２） 最小二乗法、誤差伝播の法則
配布実習要領を読みまとめる。
実習の内容を復習し観測練習する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

距離測量 誤差の取り扱い方、誤差の種類
配布実習要領を読みまとめる。
実習の内容を復習し観測練習する。

【授業の要旨】

：　測量学実習　（英名：Surveying Practice）
環境エネルギー工学科　2　年　2　単位 田中　龍児

【授業の到達目標】
・各種測量器材の取り扱い、調整法及び測量手簿の記録並びに測量成果・図面等を作成する。特に、トランシット及びレベ
ルを用いる測量技術を習得する。
【授業の概要】
　トランシットについては水平角測量及びトラバース計算の要領を、レベルについては直接水準測量の要領を重視した実習
とする。また、数人単位の班を編成して組織的に行動し、班の中の一員としての役割と測量の共同作業を習得させる。



教科番号 4553 授業科目

開講時期 前期 担当者：

回数 時間（分）

1
60
30

2
60
30

3
60
30

4
60
30

5
60
30

6
60
30

7
60
30

8
60
30

9
60
30

10
60
30

11
60
30

12
60
30

13
60
30

14
60
30

15
60
30

【授業の要旨】

：　施工管理Ⅰ（Construction  management Ⅰ）

　　環境エネルギー工学科　　　3年　　　　2単位 岩元　泉
【授業の到達目標】
建設工事は､ﾀﾞﾑ､ﾄﾝﾈﾙ､道路､鉄道､上下水道､港湾工事等 工事の種類が多岐にわたり､地形､天候等の野外条件に直接関連する
ため､工事のﾌﾟﾛｾｽが複雑である｡各種論理や技術を取り入れ､工事のﾌﾟﾛｾｽを合理的に計画し､土木工事の施工管理に適用され
る管理手法の概要を理解する｡
【授業の概要】
 2級土木施工管理技士試験に沿う内容とする｡｢施工管理Ⅰ｣では､土木一般および専門土木に分け､施工管理技術を学ぶ｡さら
に､小ﾃｽﾄやﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝも取り入れて理解を深めさせて、ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞについても実施していく｡

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

土木一般(1) 土質調査
ﾃｷｽﾄ(P11~19)を読みまとめる｡
授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

土木一般(2)
土工事の計画
建設機械の選定と適応作業

ﾃｷｽﾄ(P20~39)を読みまとめる｡
授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

土木一般(3) 土工事(切土･盛土)の留意点
ﾃｷｽﾄ(P40~47) を読みまとめる｡
授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

土木一般(4) ｺﾝｸﾘｰﾄの性質･構成材料
ﾃｷｽﾄ(P51~60) を読みまとめる｡
授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

土木一般(5)
ｺﾝｸﾘｰﾄの配合･設計
ｺﾝｸﾘｰﾄの品質検査

ﾃｷｽﾄ(P70~81)を読みまとめる｡
授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

土木一般(6)
基礎の掘削､直接基礎工､くい打ち基
礎､ｹｰｿﾝ基礎

ﾃｷｽﾄ(P85~99) を読みまとめる｡
授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

1回~6回までのまとめ
演習問題の解答･解説とまとめについ
てﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを行い理解も深める｡

演習問題を解き理解を深める｡
ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの内容をまとめる

専門土木(1) 土木構造物
ﾃｷｽﾄ(P105~115) を読みまとめる｡授業の
内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

専門土木(2) 河川･砂防
ﾃｷｽﾄ(P118~127) を読みまとめる｡授業の
内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

専門土木(3) 道路･舗装
ﾃｷｽﾄ(P133~147) を読みまとめる｡授業の
内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

専門土木(4) ﾀﾞﾑ･ﾄﾝﾈﾙ
ﾃｷｽﾄ(P149~171) を読みまとめる｡授業の
内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

専門土木(5)
海岸･港湾･鉄道･地下構造物､上下水
道

ﾃｷｽﾄ(P175~207) を読みまとめる｡授業の
内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

専門土木(6) 都市公園整備･造園土木
別途ﾃｷｽﾄを読みまとめる｡
授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

8回～13回までのまとめ 施工方法による不適合の原因
不適合の原因を調べ､その対策の内容をま
とめる

まとめ まとめと総括｡
2級土木施工管理の過去問題
ﾉｰﾄの整理とまとめ｡

【実務経験内容】 建設業（施工監督・一級土木施工管理士）

【テキスト】  図解 2級土木施工管理技士試験 三訂版  浅賀 栄三著 実教出版

【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布する｡

【学生に対する評価】 出席状況(10%)､課題(10%)､試験(80%)で総合的な評価を 行う｡



教科番号 4554 授業科目
開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
60
30

2
60
30

3
60
30

4
60
30

5
60
30

6
60
30

7
60
30

8
60
30

9
60
30

10
60
30

11
60
30

12
60
30

13
60
30

14
60
30

15
60
30

【実務経験内容】 建設業（施工監督・一級土木施工管理士）

【テキスト】 【ﾃｷｽﾄ】 図解 2級土木施工管理技士試験 三訂版 浅賀 栄三著  実教出版
【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布 する
【学生に対する評価】 出席率(10%)､課題(10%)､試験(80%)で総合的な評価を 行う｡

現場での労働災害について
現場での事故ついてﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝによ
り理解を深める｡

現場事故の原因を調べ､その対策を考えﾚ
ﾎﾟｰﾄにまとめる｡

まとめ まとめと総括｡
2級土木施工管理の過去問題
ﾉｰﾄの整理とまとめ｡

施工管理(5) 安全管理
ﾃｷｽﾄ(P175~207) を読みまとめる｡授業の
内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

施工管理(6) 品質管理
別途ﾃｷｽﾄを読みまとめる｡
授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

施工管理(3) 施工計画
ﾃｷｽﾄ(P133~147) を読みまとめる｡授業の
内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

施工管理(4) 工程管理
ﾃｷｽﾄ(P149~171) を読みまとめる｡授業の
内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

施工管理(1) 測量
ﾃｷｽﾄ(P105~115) を読みまとめる｡授業の
内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

施工管理(2) 設計図書･機械･電気
ﾃｷｽﾄ(P118~127) を読みまとめる｡授業の
内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

法規(6) 環境保全関係法規と対策
ﾃｷｽﾄ(P277~289) を読みまとめる｡授業の
内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

1回~6回までのまとめ
演習問題の解答･解説とまとめについ
てﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを行い理解も深める｡

演習問題を解き理解を深める｡
ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの内容をまとめる

法規(4) 道路関係法･河川法･建築基準法
ﾃｷｽﾄ(P241~259) を読みまとめる｡授業の
内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

法規(5)
火薬類取締法･騒音規制法･振動規制
法･港則法

ﾃｷｽﾄ(P261~276)を読みまとめる｡授業の
内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

法規(2) 労働安全衛生法
ﾃｷｽﾄ(P225~233)を読みまとめる｡授業の
内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

法規(3) 建設業法
ﾃｷｽﾄ(P234~240) を読みまとめる｡授業の
内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

法規(1) 労働基準法
ﾃｷｽﾄ(P213~224)を読みまとめる｡授業の
内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

【授業の要旨】

：　施工管理Ⅱ　（Construction  management Ⅱ）
　　環境エネルギー工学科　　　3年　　　2単位 岩元　泉

【授業の到達目標】
・施工管理者としての土木法規の種類を把握し，それら法規の概念を理解する。
・施工管理の4大管理である工程管理、品質管理、原価管理、安全管理の考え方や手法を理解する。

【授業の概要】
2級土木施工管理技士試験に沿う内容とする｡｢施工管理Ⅱ｣では､｢施工管理Ⅰ｣に引き続き､法規および施工管理法に分け､施工管理技術を
学ぶ｡さらに､小ﾃｽﾄやﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝも取り入れて理解を深めさせる｡また､ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞについても実施していく｡



教科番号 4176 授業科目
開講時期 前期 担当者：

回数 時間（分）

1
30
60

2 90

3
30
60

4 90

5
30
60

6 90

7 90

8
30
60

9
30
60

10
30
60

11
30
60

12
30
60

13
30
60

14
120
60

15 90

【実務経験内容】 政府機関（GPS測量、GIS解析、測量アプリの開発等）

【テキスト】 絵とき 土質力学　 安川 郁夫 (著)　オーム社
【参考書・参考資料等】 土木基礎力学１ 井上和也他編 実教出版
【学生に対する評価】 定期試験（70%）、レポート(30%)に基づき総合的に評価する。

９回～１３回までの
まとめ

演習問題の解答・解説とまとめにつ
いてディスカッションを行い、理解
を深める。

演習問題を解き理解を深める。
ディスカッションの内容をまとめる。

まとめ まとめと総括 ノートの整理と定着テストの準備。

土のせん断強さ(1)
せん断破壊、クーロンせん断強さ、
モールの応力円

「土のせん断」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

土のせん断強さ(2) せん断試験（内部摩擦力、粘着力）
「土のせん断」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

土の圧密(1)
土の変形圧縮、圧密現象、圧密試
験、圧密沈下量計算

「土の圧密」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

土の圧密(2)
圧密沈下時間、圧密時間係数、沈下
時間計算

「土の圧密」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

土の透水(1) 土中の水の流れ、ダルシーの法則
「土の透水」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

土の透水(2) 透水量、透水係数、クイックサンド
「土の透水」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

土の工学的分類
工学的分類（統一分類法、AASHTO
法）

「分類」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

１回～６回までのま
とめ

中間試験

土の構造、基本的
性質(2)

土の状態を表す諸量の計算・相互計
算

「土の状態」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

土の粒度とｺﾝｼｽﾃﾝ
ｼｰ(1)

粒度試験と粒径加積曲線、均等係数
「粒度試験」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

土の構造、基本的
性質(1)

土の構造、土の状態を表す諸量等
「土構造」を読みまとめる。
授業の内容を復習する。

講義の内容を復習
する。

土の種類や、構造、状態を表す諸量
配布資料について調べる。
授業の内容を復習する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

土の生成
風化土、風積土、残積土、運積土、
火山灰土

「風化土」を読みまとめる。
授業の内容を復習する。

【授業の要旨】

：　土質工学Ⅰ　（英名：Soil EngineeringーⅠ）
　環境エネルギー工学科　2　年　2　単位 寺村　淳

【授業の到達目標】
・土の構造、土の基本的性質について理解する。
・土中の地下水の関係・影響について理解する。
・土のせん断力強さ・圧密等について理解し、基礎的な土質力学の計算ができる。
【授業の概要】
　土木構造物を設計・施工する技術者は、その構造物に適した地盤の選定・地盤対策等をする知識・技術が必要である。土
圧、圧密、土のせん断強さ、地盤の支持力等に関する土質力学の知識と基本的対応を理解させる指導学習を行う。



教科番号 4177 授業科目
開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
30
60

2 90

3
30
60

4 90

5
30
60

6 90

7 90

8
30
60

9
30
60

10
30
60

11
30
60

12
30
60

13
30
60

14
120
60

15 90

【実務経験内容】 政府機関（GPS測量、GIS解析、測量アプリの開発等）

【テキスト】 絵とき 土質力学　 安川 郁夫 (著)　オーム社
【参考書・参考資料等】 土木基礎力学2 井上和也他編 実教出版
【学生に対する評価】 定期試験（70%）、レポート(30%)に基づき総合的に評価する。

８回～１３回までの
まとめ

演習問題の解答・解説とまとめにつ
いてディスカッションを行い、理解
を深める。

演習問題を解き理解を深める。
ディスカッションの内容をまとめる。

まとめ まとめと総括 ノートの整理と定着テストの準備。

圧密の時間的経過と
その理論

圧密試験に関する諸量、圧密降伏応
力を知っている。

配布資料「圧密」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

主働土圧・受働土圧
塑性平衡状態での極限土圧を理解で
きる。

配布資料「土圧」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

クイックサンドパイ
ピング

限界動水勾配によって生じる現象を
理解できる。

配布資料「動水勾配」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

圧縮と圧密
弾性変形と土の圧縮、圧密と締固め
が理解できる。

配布資料「圧密」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

飽和地盤の水の流れ

浸透流、室内・現場透水試験、地盤
の透水係数、流量計算が理解でき
る。

「土の透水」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

土の透水
流線網 流線網を使って流量計算がで
きる。

配布資料「流線」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

不飽和地盤の水の流れ 毛管作用、凍上現象が理解できる。
配布資料「水の流れ」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

１回～６回までのま
とめ

演習問題の解答・解説とまとめにつ
いてディスカッションを行い、理解
を深める。

演習問題を解き理解を深める。
ディスカッションの内容をまとめる。

主応力とモールの
応力円

全応力と有効応力の関係が理解でき
る。

配布資料「主応力」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

土のせん断特性
ダイレタンシー、破壊条件式が理解
できる。

配布資料「せん断」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

土の締固め
土の締固め特性と工学的利用が理解
できる。

配布資料「締固」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

土の破壊と強さ
せん断応力とせん断破壊が理解でき
る。

配布資料「強度」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

土の物理量
土の定義、土の調査、土の生成と土
層を知っている。

配布資料「物理量」を読みまとめる。
講義の内容を復習する。

【授業の要旨】

：　土質工学Ⅱ　（英名：Soil EngineeringーⅡ）
　環境エネルギー学科　2　年　2　単位 寺村　淳

【授業の到達目標】
　土質工学に関する演習問題を通じて、就職試験、大学院入学試験、各種資格試験などの学力外部評価に対応できる学力を
涵養する。
【授業の概要】
　土質工学に関する演習を十分実施することにより、応用力をしっかり定着させる。



教科番号 4178 授業科目
開講時期 前期 担当者：

回数 時間（分）

1
３０
６０

2
３０
６０

3
３０
６０

4
３０
６０

5
３０
６０

6
３０
６０

7
１２０
６０

8
３０
６０

9
３０
６０

10
３０
６０

11
３０
６０

12
３０
６０

13
３０
６０

14
１２０
６０

15
６０

１２０

【授業の要旨】

：　水理学Ⅰ　（Hydraulics）
　　環境エネルギー工学科　　　2年　　　２単位 難波　礼治

【授業の到達目標】
土木工学系の基礎科目としての重要性（土木三力の一つ）を認識し、基礎知識・水の物理的性質から始めて、静水・流水に
関する基本的な原理及び定理を学習し、水理学の基礎事項を習得する。

【授業の概要】
水によって生起する各種状態を提示し、イメージ・図形等活用するとともに演習を通じての理解を深める。特に、静水学習では「静水圧の基本式の誘
導」を通して各種水圧計算が幾何学と力学の応用であることを学ぶ。また、流水の学習では層流・乱流等流れの種類や連続の法則・流れの基本式（エネ
ルギー式やベルヌーイの定理等）により、流水の基本的性質を理解する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

基礎知識
水の性質（空気力学・風工学との違
い）、単位・次元

テキスト(P2~5)を予習する。
授業の内容を復習する。

水の物理的性質
密度・単位重量、圧縮性・粘性、表
面張力、毛管現象

テキスト(P5~10)を予習する。
授業の復習をする。

静水圧（１）
静水圧の性質、圧力の測定、パスカ
ルの原理

テキスト(P10~14) を予習する。
授業の内容を復習する。

静水圧（２）
水平・鉛直平面及び傾斜面/
曲面に作用する水圧

テキスト(P14~26) を予習する。
授業の内容を復習する。

静水力学（１）
浮力、浮体の安定（安定条件、傾心
高計算）

テキスト(P26~35)を予習する。
小テストの準備。授業の復習をする。

静水力学（２） 水面形（絶対静止・相対静止）
テキスト(P35~47) を予習する。
小テストの準備・授業の復習をする。

１回～６回までの
まとめ小テスト

・演習問題の解答・解説
・まとめ

小テストの準備をする。
演習問題を解き理解を深める。

流水の性質（１）
流れの概要（現象、用語）、流れの
種類、層流と乱流

テキスト(P40~46) を予習する。
授業の内容を復習する。

流水の性質（２）
流れの連続性、ベルヌーイの定理、
損失水頭

テキスト(P48~51) を予習する。
授業の内容を復習する。

流水の性質（３）
管水路・開水路の流速分布、平均流
速実用公式

テキスト(P51~56) を予習する。
授業の内容を復習する。

流水の性質（４）
ベルヌーイの定理の応用例（オリ
フィスなど）

テキスト(P56~59を予習する。
小テストの準備。授業の復習をする。

流水の性質（５） 運動量の方程式（式の誘導と応用）
テキスト(P60~67) を予習する。
授業の内容を復習する。

水理実験研修
管水路、開水路に関する各種実験紹
介

実験考察ノートを準備する。
小テストの準備・授業の復習をする。

8回～13回までのま
とめ小テスト

・演習問題の解答・解説
・まとめ

小テストの準備をする。
演習問題を解き理解を深める。

まとめ 修学のまとめと総括
まとめ講義の準備
まとめと総括

【実務経験内容】 なし

【テキスト】 解いてわかる水理　　　近畿高校土木会　　　Ohmsha
【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布する。
【学生に対する評価】 ノート取得状況と受講態度（30%）、レポート（10%）、試験（60%）で総合的な評価を行う。



教科番号 4179 授業科目
開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
３０
６０

2
３０
６０

3
３０
６０

4
３０
６０

5
３０
６０

6
３０
６０

7
１２０
６０

8
３０
６０

9
３０
６０

10
３０
６０

11
３０
６０

12
３０
６０

13
３０
６０

14
１２０
６０

15
６０

１２０

【実務経験内容】 なし

【テキスト】 解いてわかる水理　　　近畿高校土木会　　　Ohmsha
【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布する。
【学生に対する評価】 ノート取得状況と受講態度（30%）、レポート（10%）、試験（60%）で総合的な評価を行う。

8回～13回までのま
とめ小テスト

・演習問題の解答・解説
・まとめ

小テストの準備をする。
演習問題を解き理解を深める。

まとめ 修学のまとめと総括
まとめ講義の準備
まとめと総括

地下水の流れ ダルシーの法則、井戸、提体浸透流
配布プリントを予習する。
授業の内容を復習する。

波の性質 波の性質と運動の基本量
配布プリントを予習する。
授業の内容を復習する。

開水路の流れ（３） 河川の流量計算（単断面、複断面）
テキスト(P116~121) を予習する。
授業の内容を復習する。

開水路の流れ（４）
常流・射流、比エネルギー、限界水
深と限界流速

テキスト(P122~128)を予習する。
小テストの準備。授業の復習をする。

開水路の流れ（１）
流速分布、水路断面の形状要素、流
量計算要領

テキスト(P104~111) を予習する。
授業の内容を復習する。

開水路の流れ（２）
水路の設計（水理特性曲線、水理学
上の最良断面）

テキスト(P112~115) を予習する。
授業の内容を復習する。

管水路の流れ（５）
網状管水路（ハーディクロス法によ
る流量配分計算）

テキスト(P100~103) を予習する。
授業の内容を復習する。

１回～６回までの
まとめ小テスト

・演習問題の解答・解説
・まとめ

小テストの準備をする。
演習問題を解き理解を深める。

管水路の流れ（３） サイフォン、水車、ポンプ
テキスト(P88~92) を予習する。
授業の内容を復習する。

管水路の流れ（４）
枝状管水路（分岐・合流管の流量計
算）

テキスト(P96~99)を予習する。
小テストの準備。授業の復習をする

管水路の流れ（１） 形状損失、損失水頭と損失係数
テキスト(P72~74)を予習する。
小テストの準備。授業の復習をする。

管水路の流れ（２）
単線管水路の損失水頭（径一定管、
異径管）

テキスト(P82~87) を予習する。
授業の内容を復習する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

水理学基礎の復習
物理量の基本、静水の力学、流れの
基礎原理

テキスト(P2~70)を予習する。
授業の内容を復習する

【授業の要旨】

：　水理学Ⅱ　（HydraulicsⅡ）
　　環境エネルギー工学科　　　2年　　　２単位 難波　礼治

【授業の到達目標】
水理学基礎の知識をさらに拡充して、管水路及び開水路の損失水頭、水路設計に関する基本事項とともに水理構造物を取り
扱い、これらに関連する専門知識と問題解決能力を習得させる。

【授業の概要】
各学習事項の概要と原則を理解させた後、演習例題等を通じて理解を深めさせる。特に、管水路の流れでは「圧力・損失水頭」で変化する諸量の計算、
開水路の流れでは「水路断面と動水勾配」で変化する諸量の計算により、水理学上の理論と実態を理解させる。



教科番号 4172 授業科目
開講時期 前期 担当者：

回数 時間（分）

1 90

2
60
30

3
60
30

4
60
30

5
60
30

6
60
30

7
60
30

8 90

9
60
30

10
60
30

11
60
30

12
60
30

13
60
30

14
60
30

15
60
30

【授業の要旨】

：　授業科目：構造力学Ⅰ（　Strength structures　Ⅰ）
　　環境エネルギー工学科　　　2年　　　２単位 難波　礼治

【授業の到達目標】
土木構造物の設計にあたって必要となる、どこに力が作用して、どのような反力や応力が生じるかという点について理解す
る。

【授業の概要】
【授業の概要】静定構造物の練習問題を多用して，講義内容を理解させる構造力学に自信をつけさせるように講義を進める。
そのためにアクティブアラーニングを取り入れ，理解の進捗状況に合わせて解法について体感する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

構造力学を学ぶにあたって
構造力学を学ぶにあったっての数
学・物理の復習をする。

構造力学を学ぶにあたって

構造力学の体系
確認テストの復習
次回以降の内容について把握する

構造力学の体系

静定構造物（１）
配布講義資料を再読
小問題を解いておく

静定構造物（１）

作用する力
配布講義資料を再読
小問題を解いておく

作用する力

静定構造物（２）
配布講義資料を再読
小問題を解いておく

静定構造物（２）

反力計算
配布講義資料を再読
小問題を解いておく

反力計算

静定構造物（３）
配布講義資料を再読
小問題を解いておく

静定構造物（３）

反力計算
これまでの問題の復習とノートの整
理

反力計算

静定構造物（３）
配布講義資料を再読
小問題を解いておく

静定構造物（３）

種々のはり
配布講義資料を再読
小問題を解いておく

種々のはり

静定構造物（４）
配布講義資料を再読
小問題を解いておく

静定構造物（４）

影響線
配布講義資料を再読
小問題を解いておく

影響線

復習１
配布講義資料を再読
小問題を解いておく

復習１

断面の諸係数（１）
配布講義資料を再読
小問題を解いておく

断面の諸係数（１）

断面の諸係数（２）
配布講義資料を再読
小問題を解いておく

断面の諸係数（２）

【実務経験内容】 なし

【テキスト】 解いてわかる構造力学　　　近畿高校土木会　　　Ohmsha
【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布する。
【学生に対する評価】 ノート取得状況と受講態度（30%）、レポート（10%）、試験（60%）で総合的な評価を行う。



教科番号 4173 授業科目
開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
３０
６０

2
３０
６０

3
３０
６０

4
３０
６０

5
３０
６０

6
３０
６０

7
１２０
６０

8
３０
６０

9
３０
６０

10
３０
６０

11
３０
６０

12
３０
６０

13
３０
６０

14
１２０
６０

15
６０

１２０

【授業の要旨】

：　構造力学Ⅱ　（Strength structuresⅡ）
　　環境エネルギー工学科　　　2年　　　２単位 難波　礼治

【授業の到達目標】
構造力学Ⅰで学んだ静定構造物に関する構造力学の基礎力をしっかりと身につけ不静定構造物の解法の考え方について学
ぶ。不静定構造の解析には変形の適合条件を考慮する必要があり 複雑な計算が必要となることから演算能力の向上も図る。

【授業の概要】
練習問題を多用して講義内容を理解させる。構造力学に自信をつけさせるように講義を進める。そのためにアクティブラー
ニングを取り入れ、理解の進捗状況に合わせて解法について体感する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

構造力学Ⅰの復習 構造力学Ⅰの復習
テキスト(第全章)を予習する。
授業の内容を復習する

静定構造物の復習（1） 力のつり合い
テキスト(第2章)を予習する。
授業の内容を復習する

静定構造物の復習（2） 単純ばりの計算
テキスト(第2章)を予習する。
授業の内容を復習する

静定構造物の復習（3） 支点、反力、応力
テキスト(第2章)を予習する。
授業の内容を復習する

静定構造物（4）移動荷重 影響線について
テキスト(第3章)を予習する。
授業の内容を復習する

静定構造物（5）種々のはり 張り出し、片持ちなどについて
テキスト(第2章)を予習する。
授業の内容を復習する

１回～６回までの
まとめ小テスト

・演習問題の解答・解説
・まとめ

小テストの準備。
演習問題を解き理解を深める。

部材断面の性質（１） 断面一次モーメントについて
テキスト(第4章)を予習する。
授業の内容を復習する

部材断面の性質（2）
断面二次モーメントについて、断面
係数など

テキスト(第4章)を予習する。
授業の内容を復習する

柱 短柱、長柱について
テキスト(第7章)を予習する。
授業の内容を復習する

梁のたわみ モールの定理、仮想変位の原理
テキスト(第9章)を予習する。
授業の内容を復習する

不静定構造物（1） 簡単な不静定構造物
テキスト(第10章)を予習する。
授業の内容を復習する

不静定構造物（2） 弾性方程式、三連モーメント定理
テキスト(第10章)を予習する。
授業の内容を復習する

8回～13回までのま
とめ小テスト

・演習問題の解答・解説
・まとめ

小テストの準備。
演習問題を解き理解を深める。

まとめ 修学のまとめと総括
まとめ講義の準備
まとめと総括

【実務経験内容】 なし

【テキスト】 解いてわかる構造力学　　　近畿高校土木会　　　Ohmsha
【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布する。
【学生に対する評価】 ノート取得状況と受講態度（30%）、レポート（10%）、試験（60%）で総合的な評価を行う。



教科番号 4153 授業科目
開講時期 前期 担当者：

回数 時間（分）

1
30
60

2
30
60

3
30
60

4
30
60

5
30
60

6
30
60

7
120
60

8
30
60

9
30
60

10
30
60

11
30
60

12
30
60

13
30
60

14
120
60

15
30
120

【授業の要旨】

：　コンクリート工学　（Concrete Technology）
　　環境エネルギー工学科　　３年　　　　　2単位 岩元　泉

【授業の到達】
（１）コンクリート用材料の性質を把握する。（２）フレッシュコンクリートの性質を理解する。（３）硬化コンクリート
の力学的性質を理解する。（４）コンクリート用材料の配合設計・製造・施工管理・品質管理が理解できること。

【授業の概要】
　一般に用いられるコンクリートの材料割合は容積の約 70％が骨材で、残りの 30％がセメントペーストである。硬化したコンクリートの性質はセメント
ペーストの品質に支配されコンクリートの容積の大部分を占める骨材の性質により大きな影響を受ける。建設技術者はコンクリート標準示方書をもとに
これ等コンクリートの知識を十分修得しておくことが必要である。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

総論
コンクリートの歴史、コンクリート
の性質等

資料を読みまとめる。
授業の復習。

セメント(1)
セメントの種類、化学反応、硬化理
論

資料を読みまとめる。
授業の復習。

セメント(2)
各種セメントの特性、JIS規格、試験
方法

資料を読みまとめる。
授業の復習。

混和剤 混和材量、混和材
資料を読みまとめる。
授業の復習。

骨材（１） 骨材の物理的性質とその試験方法
資料を読みまとめる。
授業の復習。

骨材（２） 特殊骨材、人口軽量骨材、PC鋼材
資料を読みまとめる。
授業の復習。

１回～６回までのまとめ
演習問題の解答・解説とまとめについてディ
スカッションを行い理解も深める。

演習問題を解き理解を深める。
ディスカッションの内容をまとめる

フレッシュコンクリート(1）
ワーカビリチ、コンシステンシ、ス
ランプなど

資料を読みまとめる。
授業の復習。

フレッシュコンクリート(2）
各種管理試験、材料分離などについ
て

資料を読みまとめる。
授業の復習。

硬化コンクリートの性質(1)
圧縮強度、施工方法、曲げ・引張強
度、耐久性

資料を読みまとめる。
授業の復習。

硬化コンクリートの性質(2) 劣化について
資料を読みまとめる。
授業の復習。

コンクリートの施工管理(1)
製造、検査、管理、施工、型わくな
ど

資料を読みまとめる。
授業の復習。

コンクリートの施工管理(2) 特殊条件下でのコンクリート
資料を読みまとめる。
授業の復習。

8回～13回までのま
とめ小テスト

・演習問題の解答・解説
・まとめ

小テストの準備をする。
演習問題を解き理解を深める。

まとめ 修学のまとめと総括
まとめ講義の準備
まとめと総括

【実務経験内容】 建設業（施工監督・一級土木施工管理士）

【テキスト】 絵ときコンクリート　著者粟津　清蔵　監修／浅賀　榮三・渡辺　共著　Ohmsha
【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布 する
【学生に対する評価】 出席状況(10%)､課題(10%)､試験(80%)で総合的な評価を 行う｡



教科番号 4181 授業科目
開講時期 前期 担当者：

回数 時間（分）

1
30
60

2 90

3
30
60

4 90

5
30
60

6 90

7
60
30

8
30
60

9 90

10
30
60

11 90

12
30
60

13 90

14
60
30

15 90

【授業の要旨】

：　製図Ⅰ　（英名：DrawingーⅠ）
環境エネルギー工学科　１　年　2　単位 田中　龍児

【授業の到達目標】
・土木工事における計画、設計、施工、保守管理などを行う場合に意図することを図面として正しく表現し理解する。

【授業の概要】
土木学会制定の「土木製図基準」を基本に測量製図、および構造物の各種製図を縮尺に応じて適確に描く実習を通じて、図
面に表現し判読する技術を習得させる。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

測量製図１ 閉合誤差の配分
配布実習要領を読みまとめる。
実習の内容を復習し観測練習する。

測量製図２ 閉合誤差の配分 内容を復習し作図する。

測量製図３ 面積測量図
「面積測量図」を読みまとめる。
内容を復習し作図する。

測量製図４ 面積測量図 内容を復習し作図する。

構造物製図１ L型側溝、から石積み工
「L型側溝」を読みまとめる。
内容を復習し作図する。

構造物製図２ L型側溝、から石積み工 内容を復習し作図する。

１回～６回までのま
とめ

実習内容についてディスカッション
を行い、理解を深める。

作図を完成し、理解を深める。
ディスカッションの内容をまとめる。

構造物製図３ マンホール一般図
「マンホール」を読みまとめる。
内容を復習し作図する。

構造物製図４ マンホール一般図 内容を復習し作図する。

構造物製図５ 高速道路横断面図
「高速道路」を読みまとめる。
内容を復習し作図する。

構造物製図６ 高速道路横断面図 内容を復習し作図する。

構造物製図７ トンネル断面図
「トンネル」を読みまとめる。
内容を復習し作図する。

構造物製図８ トンネル断面図 内容を復習し作図する。

８回～１３回までの
まとめ

製図内容についてディスカッション
を行う。

CAD成果を完成し理解を深める。ディス
カッションの内容をまとめる。

総括 まとめ及び整理 全ての作図を完成させ提出する。

【実務経験内容】 政府機関（GPS測量、GIS解析、測量アプリの開発等）

【テキスト】 プリント
【参考書・参考資料等】 基礎土木講座１６　「改訂新版土木製図」　友永　和夫ほか著　コロナ社
【学生に対する評価】 図面成果品（80％）、製図取組み状況（20％）で総合評価を行う。



教科番号 4182 授業科目
開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1 90

2
60
30

3
60
30

4
60
30

5
60
30

6
60
30

7
60
30

8 90

9
60
30

10
60
30

11
60
30

12
60
30

13
60
30

14
60
30

15 90

【授業の要旨】

：　製図Ⅱ（Drawing Ⅱ）
　　環境エネルギー工学科　　　１年　　　２単位 本田　泰寛

【授業の到達目標】
・土木工事における計画、設計、施工、保守管理などを行う場合に意図することを図面として正しく表現し、理解することができる。
・３次元CADの基本的な操作を身に着ける。

【授業の概要】
土木分野における情報のデジタル化が進められている。こうした状況に対応できる素養の育成を目的として、２次元及び３
次元CADソフトを用いて土木構造物のモデリング技術を習得する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

ガイダンス 授業の概要説明地形図の読み方 概要を予習する演習内容を復習する

測量製図 ソフトウェアの基本的な使い方を学ぶ
テキストを読んでおく
演習内容を復習する

２次元製図 測量平面図製図演習
テキストを読んでおく
演習内容を復習する

２次元製図 測量平面図製図演習
テキストを読んでおく
演習内容を復習する

２次元製図 測量平面図製図演習
テキストを読んでおく
演習内容を復習する

２次元製図 測量平面図製図演習
テキストを読んでおく
演習内容を復習する

課題演習① 中間課題の説明・演習
テキストを読んでおく
演習内容を復習する

課題演習② 中間課題成果の発表・講評 成果発表準備をし、結果について復習する

３次元モデリング ソフトウェアの基本的な使い方
テキストを読んでおく
演習内容を復習する

３次元モデリング 土木構造物のモデリング演習
テキストを読んでおく
演習内容を復習する

３次元モデリング 土木構造物のモデリング演習
テキストを読んでおく
演習内容を復習する

３次元モデリング 土木構造物のモデリング演習
テキストを読んでおく
演習内容を復習する

３次元モデリング 土木構造物のモデリング演習
テキストを読んでおく
演習内容を復習する

課題演習③ 最終課題演習の説明・演習
テキストを読んでおく
演習内容を復習する

課題演習④ 最終課題演習成果の発表・講評 成果発表準備をし、結果について復習する

【実務経験内容】 なし

【テキスト】 友永和夫ほか：『基礎土木講座１６　改訂新版土木製図』、コロナ社
【参考書・参考資料等】 適宜配布する
【学生に対する評価】 レポートおよび発表



教科番号 4452 授業科目
開講時期 前期 担当者：

回数 時間（分）

1 90

2
60
30

3
60
30

4
60
30

5
60
30

6
60
30

7 90

8
60
30

9
60
30

10
60
30

11
60
30

12
60
30

13
60
30

14
60
30

15 90

【実務経験内容】 なし

【テキスト】 谷口守：『入門　都市計画』、森北出版
【参考書・参考資料等】 適宜配布する
【学生に対する評価】 レポートおよび発表

都市の防災 都市災害の種類、地震、防災対策
講　義
まとめと演習課題

まとめ② 演習
講義内容に関するディスカッションとま
とめ

市街地整備と地域開発
都市区画整理事業、市街地再開発事
業

講　義
まとめと演習課題

都市環境と景観 都市の郊外と環境対策、都市景観
講　義
まとめと演習課題

都市交通計画(1)
都市交通の定義・構成と分類、公共
輸送の計画

講　義
まとめと演習課題

都市交通計画(2)
都市内道路の計画、短距離交通シス
テム

講　義
まとめと演習課題

土地利用計画(1) 都市計画区域
講　義
まとめと演習課題

土地利用計画(2) 用途地域、その他の地域地区
講　義
まとめと演習課題

都市施設
都市交通施設、広場、自動車駐車場
など

講　義
まとめと演習課題

まとめ① 演習
講義内容に関するディスカッションとま
とめ

都市計画の内容と法体系(1)
計画決定、マスタープランと住民参
加

講　義
まとめと演習課題

都市計画の内容と法体系(2) 霧島市の都市計画
講　義
まとめと演習課題

都市計画の歴史(1)
古代都市、中世の都市、近世・近
代・現代の都市

講　義
まとめと演習課題

都市計画の歴史(2) わが国の都市計画
講　義
まとめと演習課題

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

都市と都市計画
都市化と都市問題、都市の定義、都
市計画の目的

講　義
まとめと演習課題

【授業の要旨】

：　都市計画（Town Planning)
　　環境エネルギー工学科　　　３年　　　２単位 本田　泰寛

【授業の到達目標】
・世界・日本の都市の歴史について理解する。
・都市の施設と土地利用計画について理解する。
・都市交通を含む都市環境についての課題・対応策等について理解する。

【授業の概要】都市計画は、都市の空間や都市施設、開発保全に関する分野の思想と技術であり、幅広い知識と深い専門性を要求され
る。具体的には都市の規模や土地利用計画ならびに都市交通・都市景観・都市環境計画について検討し、街づくりのあり方や計画策につ
いて基礎知識を学習する。また、都市の問題について理解を深め歴史的転換期を迎えている都市計画について学習する。



教科番号 4493
開講時期 後期 　２単位

回数 授業内容 時間（分）

1 講義の位置付け土木計画学とは
60
30

2 社会資本の定義社会資本の分類と特徴
60
30

3
土木計画の種類、土木計画の形成段階、土
木計画の作成過程

60
30

4
価値基準と計画目的、土木計画の最終目
的、計画目的と計画目標の違い

60
30

5
土木計画学における需要予測の必要性と具
体的手法

60
30

6 効果を受ける主体、効果の分類
60
30

7 計画代替案の作成法
60
30

8
評価プロセス、評価主体と評価項目、評価
方法

60
30

9 建設プロジェクトの特徴、工程計画・管理
60
30

10 演習 90

11
事象と確率の定義、標本空間と事象、ベイ
ズの定理

60
30

12
確率変数と確率分布、離散型・連続型確率
変数

60
30

13
理論確率分布、正規分布、ｔ分布、χ２乗
分布、F分布

60
30

14 データの分類と性質
60
30

15 演習 90

なし

題目

授業科目：　土木計画学（Infrastructure Planning and Management）
　　環境エネルギー工学科　　　　2年

土木計画の計量的分
析手法（４）

まとめ①

谷口守：『入門　都市計画』、森北出版
適宜配布する
レポートおよび試験

プロジェクトのマネ
ジメント手法

まとめ①

土木計画の計量的分
析手法（１）

土木計画の計量的分
析手法（２）
土木計画の計量的分
析手法（３）

計画目的と計画目標

計画の必要性の検
討・需要予測

講義
まとめと演習課題

講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題

【授業の到達目標】
土木技術者が施設計画の立案・策定に直面した時、どのように計画を進めたらよいかが理解できる。

社会基盤整備の効果

計画代替案策定の支
援手法

土木計画の評価法

【授業要旨】

【授業の概要】
計画、設計、施工、管理の流れの中で施設を造り、実用に供してきたが、学問や社会の進歩に対処するため、土木工学の中の計画部門を一体化し、合理
化して土木技術の発展・向上を進めなければならなくなった。土木技術者が計画策定に直面したとき、どのような考え方で、計画を進めるべきか、土木
技術をどのように実社会に役立たせ、応用するかなどの基礎知識を学ぶ。

ガイダンス

社会資本とその特徴

土木計画の策定過程

担当者：本田　泰寛

講義内容に関するディスカッショ
ンとまとめ

【実務経験内容】

【テキスト】
【参考書・参考資料等】

【学生に対する評価】

学習課題（予習・復習）
講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題

講義
まとめと演習課題
講義内容に関するディスカッショ
ンとまとめ



教科番号 4494
開講時期 前期 ３年　２単位

回数 授業内容 時間（分）

1 行政主体、行政組織（国・地方）
60
30

2 行政立法、自治立法、行政行為
60
30

3
行政救済の体系、国家賠償、行政
訴訟

60
30

4
土木基本法、国土利用計画法、都
市計画法ほか

60
30

5 道路法、道路構造令ほか
60
30

6 河川法、海岸法、砂防法、ほか
60
30

7 港則法、港湾法、都市計画法ほか
60
30

8 演習 90

9
土地収用法、土地区画整理法、都
市再開発法ほか

60
30

10
測量法、建設業法、火薬類取締法
ほか

60
30

11 労働基準法
60
30

12 労働安全衛生法
60
30

13 環境基本法、自然環境保全ほか
60
30

14
振動・騒音規則法、水質汚濁防止
法ほか

60
30

15 演習 90

授業科目：　土木行政法（Civil Engineering Regulations）
環境エネルギー工学科　

まとめ②

【テキスト】
【参考書・参考資料等】

工事の施工に関する
法律(1)
工事の施工に関する
法律(2)
工事の施工に関する
法律(3)
環境保全に関する法
律(1)
環境保全に関する法
律(2)

公共物の設置に関す
る法律(1)
公共物の設置に関す
る法律(2)
公共物の設置に関す
る法律(3)

まとめ①

事業の実施に関する
法律

題目

【学生に対する評価】
【実務経験内容】

講義資料を配付する
適宜配布する
レポートおよび試験
なし

土木行政と法律

行政救済

計画に関する法律

【授業要旨】

講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題

担当者：本田　泰寛
【授業の到達目標】
・土木に関係する法律・法規の目的を理解し、基礎的知識を高める
・社会構造の変化、国民の立場に立った実践的な土木行政法の基礎について理解する。
【授業の概要】土木工学と土木行政・法規は車の両輪のようなものである。有能な土木技術者になるためには、土木に関す
る専門的知識・技術と同時に、土木に関する法律・法規等についても知識を身につけなければならない。法規の詳細については、専門家
にゆだねることとして、土木技術の実務者として、土木に関する必要な法規の知識・運用をねらいとして、その基礎を習得する。

学習課題（予習・復習）
講義
まとめと演習課題

行政主体

講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題
講義内容に関するディスカッションとま
とめ
講義
まとめと演習課題

講義内容に関するディスカッションとま
とめ

講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題



教科番号 4473 授業科目
開講時期 前期 担当者：

回数 時間（分）

1
30
30
30

2
30
30
30

3
30
30
30

4
30
30
30

5
30
30
30

6
30
30
30

7
30
30
30

8 90

9
30
30
30

10
30
30
30

11
30
30
30

12
60
30

13 90

14
30
30
30

15 90

【授業の要旨】

：　地球環境概論　（Introduction to geoscience）
　　環境エネルギー工学科　1年　2単位 村尾　智

【授業の到達目標】
土木建設作業の対象となる大地、地盤、地層について理解を深める。
【授業の概要】
鉱物、岩石、地盤、地層、地質構造など、地球科学の基礎を学ばせるとともに、石材や液状化など、現場で役立つ実用面を
教授する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

工学材料 原子と元素
原子の構造
元素と周期表
講義内容の復習と理解度テスト

化学結合
共有結合
イオン結合
金属結合

鉱物
鉱物の特徴
鉱物の分類
講義内容の復習と理解度テスト

地層
地層の形成
塁重の法則
講義内容の復習と理解度テスト

地盤

鉱床
金属鉱物
工業原料鉱物
講義内容の復習と理解度テスト

岩石
鉱物と岩石
火成岩、堆積岩、変成岩
講義内容の復習と理解度テスト

野外巡検 実際の地層を観察、記載。

人口地層
人口地層の特徴
人口地層の問題点
講義内容の復習と理解度テスト

火山と災害 マグマと火山
マグマと溶岩
火山の構造
講義内容の復習と理解度テスト

さまざまな火山活動
玄武岩質溶岩
安山岩質溶岩
流紋岩質溶岩

雲仙火山の歴史
雲仙火山の地史と災害
感想文執筆

九州のカルデラ 姶良カルデラについて小論文作成

【実務経験内容】 国内外研究機関、、国際機関

石材
岩石と石材
石材の種類
九州の石材

【テキスト】 毎回教材を配布する。
【参考書・参考資料等】 浜島書店　「ニューステージ、新地学図表」（受講者は購入する事）
【学生に対する評価】 理解度テスト（または宿題）に40点、期末テストに60点を配分し、さらに出席率を係数として乗ずる。

地震と災害 日本列島のテクトニクス
プレートテクトニクス
地震・津波の発生メカニズム
災害としての地震・津波

総括 ミクロからマクロへ 学習内容の復習と質疑応答



教科番号 4474 授業科目
開講時期 前期 担当者：

回数 時間（分）

1
３０
６０

2
３０
６０

3
３０
６０

4
３０
６０

5
３０
６０

6
３０
６０

7
３０
６０

8
３０
６０

9
１２０
６０

10
３０
６０

11
３０
６０

12
３０
６０

13
３０
６０

14
３０
６０

15
６０
１２０

【授業の要旨】

：　エコライフ論　（Principles of Environment）
環境エネルギー工学科　　１　年　　２　単位 高嶋　洋

【授業の到達目標】
地球上の物質循環と資源の有限性を地球の成り立ちとシステム，およびエネルギーから理解し、エコロジーの本質を考える。
そのうえで、人々の暮らしの在り方について考察し、行動する意味を理解する。

【授業の概要】
　人々の暮らしや経済も含め、物質循環という観点から地球上で生起する諸現象や環境変動を捉えることで、資源の片寄りや
枯渇など現象の行く末が推測され、持続可能な暮らしのあり方に係る理解が促進される。身近な暮らしの中の利便と引き換え
にしている環境負荷の実態を科学的に理解する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

ガイダンス 地球の構造と成り立ち
事前配布資料を読んでおく。
授業の内容を復習する。

物質の構造とエネルギー 物質の基礎
事前配布資料を読んでおく。
授業の内容を復習する。

〃 物質の基礎と反応
事前配布資料を読んでおく。
授業の内容を復習する。

〃 反応とエネルギ―
事前配布資料を読んでおく。
授業の内容を復習する。

地球と物質循環 地球上の物質循環
事前配布資料を読んでおく。
授業の内容を復習する。

〃 水の大循環と第四紀の気候変動
事前配布資料を読んでおく。
授業の内容を復習する。

まとめと小テスト 中間試験
小テストの準備をする。
授業の内容を復習する。

〃 酸素の形成と炭素の循環
事前配布資料を読んでおく。
授業の内容を復習する。

〃 温室効果ガスと地球温暖化問題
事前配布資料を読んでおく。
授業の内容を復習する。

暮らしと環境 資源の採掘と物質循環
事前配布資料を読んでおく。
授業の内容を復習する。

〃 典型七公害と環境問題
事前配布資料を読んでおく。
授業の内容を復習する。

〃 人類の環境課題とSDGｓ
事前配布資料を読んでおく。
授業の内容を復習する。

廃棄物とエネルギー ゴミ問題と再資源化
事前配布資料を読んでおく。
授業の内容を復習する。

〃 廃棄物問題と埋立て
事前配布資料を読んでおく。
授業の内容を復習する。

まとめ これまでの講義を総括する。
演習問題に関してグループディスカッ
ションでレポートをまとめる。

【実務経験内容】 環境省ダイオキシン対策室及び野田市環境部環境保全課勤務

【テキスト】 配布プリント
【参考書・参考資料等】 環境地質学から見た地球環境の諸問題　東海大学出版会
【学生に対する評価】 試験（60％）レポート等（40％）に出席率を乗じて算定する。総合得点が60点以上を合格とする。



教科番号 4359 授業科目
開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
60
30

2
60
30

3
60
30

4
60
30

5
60
30

6
60
30

7
60
30

8
60
30

9
60
30

10
60
30

11
60
30

12
60
30

13
60
30

14
60
30

15
60
30

【実務経験内容】 環境系コンサルタント・造園

【テキスト】 配布プリント
【参考書・参考資料等】 環境デザイン講義　内藤廣著　王国社、造園計画　文部科学省，他別途適宜紹介する。
【学生に対する評価】 課題に対するレポートの内容、グループ調査・まとめ・発表・討論４０％，定期試験６０％

グループ発表 調査結果まとめ グループ発表

まとめ 調査結果の発表 ディスカッション

地域のランドスケープ
各論3

里山の森林、構造物のランドスケープの
調査

グループ調査

地域のランドスケープ
各論4

樹木、神社仏閣のランドスケープの調査 グループ調査

地域のランドスケープ
各論1

自然景観（森林）、田園景観、農業景観
の成り立ち

ランドスケープの理解

地域のランドスケープ
各論2

霧島市の施設と自然のランドスケープ グループ調査

世界遺産と文化的景観
日本及び世界の貴重な世界遺産とその価
値、文化的景観

東洋造園史の理解

ランドスケープ概論 ランドスケープの捉え方 世界遺産の理解

西洋の造園史
古代欧州、イスラムから近代米国におけ
る造園思想の変遷

自然との共生の理解

東洋の造園史
古代中国から近代日本における造園思想
の変遷

西洋造園史の理解

都市緑化
壁面緑化、屋上緑化、防災と緑化、都市
緑地法、都市公園法

都市緑化の理解

生態系とビオトープ
ビオトープ、都市の緑地と生態系、里
地・里山、里川、里海

ビオトープの理解

風土と地域特性
地域の風土（地形・気候・信仰・文化・
植生）

地域性や風土の理解

自然と暮らし、風習、
地域文化

美しい自然とともにある暮らし、歴史文
化、宗教文化

日本と世界の自然と文化の理解

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

環境概論
地球環境、自然環境、地域環境（森林・
水辺）、生物多様性

環境概論の理解

【授業の要旨】

：　ランドスケープ論　（Theory of landscape design）
　環境エネルギー工学科　1　年　2　単位 寺村　淳

【授業の到達目標】
　専門基礎科目として、都市景観、自然景観と公園、造園、環境などのランドスケープに関する基本的内容を幅広く総合的
に学び、地域のランドスケープでは霧島市の森林と建造物のランドスケープの考え方を学習する。
【授業の概要】
ひとつの分野に特化した知識のみならず、幅広く多様な知識を習得することが、都市・農山村ランドスケープにおける本質
的な課題解決力を養うことにつながる。
本授業では、ランドスケープに関する歴史的な思想の変遷、現在の先端事例における考え方、自然の環境・風土や暮らしか
ら表出するランドスケープ、地域のランドスケープ各論では霧島市の自然を生かした施設を調査研究し、ランドスケープの
手法を学習する。



教科番号 4152 授業科目
開講時期 前期 担当者：

回数 時間（分）

1
３０
６０

2
３０
６０

3
３０
６０

4
３０
６０

5
３０
６０

6
３０
６０

7
１２０
６０

8
３０
６０

9
１２０
６０

10
３０
６０

11
３０
６０

12
３０
６０

13
３０
６０

14
１２０
６０

15
６０

１２０

【実務経験内容】 なし

【テキスト】 わかりやすい材料学の基礎　　菱田 博俊【著】　　成山堂書店
【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布する。
【学生に対する評価】 ノート取得状況と受講態度（30%）、レポート（10%）、試験（60%）で総合的な評価を行う。

10回～13回までの
まとめ小テスト

・演習問題の解答・解説
・まとめ

小テストの準備をする。
演習問題を解き理解を深める。

まとめ 修学のまとめと総括
まとめ講義の準備
まとめと総括

人間の材料
生体のレベル感
人間の構成材料とは

テキスト(第10章)を予習する。
授業の内容を復習する。

視聴覚の材料
光と視覚、音と聴覚
五感とは

テキスト(第11章)を予習する。
授業の内容を復習する。

無機材料
ガラス、陶磁器
セメント、コンクリート

テキスト(第8章)を予習する。
授業の内容を復習する。

有機材料
木材、紙、ゴム
プラスチックス

テキスト(第9章)を予習する。
授業の内容を復習する。

その他の金属材料
Zn、Mg
Co、Ni　など

テキスト(第7章)を予習する。
授業の内容を復習する。

１回～８回までの
まとめ小テスト

・演習問題の解答・解説
・まとめ

小テストの準備をする。
演習問題を解き理解を深める。

鉄と鋼
製鉄について
鉄鋼の種類と違い

テキスト(第5章)を予習する。
授業の内容を復習する。

アルミニウムと銅 それぞれの性質と合金
テキスト(第6章)を予習する。
授業の内容を復習する。

ミクロの構造 結合と結晶と格子
テキスト(第3章)を予習する。
授業の内容を復習する。

材料の評価
評価試験について
圧縮試験、引張試験、曲げ試験

テキスト(第4章)を予習する。
授業の内容を復習する。

身の回りの材料
材料の定義
身の回りの材料

テキスト(第1章)を予習する。
授業の内容を復習する

材料の源
原子と分子
周期律表と同位元素

テキスト(第2章)を予習する。
授業の内容を復習する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

ガイダンス
土木材料の概要、各分類、材料開発
のフロー、材料に要求される性質

テキスト(第全章)を予習する。
授業の内容を復習する

【授業の要旨】

：　材料学　（Materials science ）
　　環境エネルギー工学科　　　1年　　　２単位 難波　礼治・岩元　泉

【授業の到達目標】
ものづくり系の学生が材料の基礎について学習する。できるだけ抵抗なく、スムーズな一歩としての広範囲の知識を得られ
ることを目的とする。

【授業の概要】
材料全般を広範囲視野で取り扱い、様々な特徴を比較しながら身近な機械製品や構造物を例に講義を展開したい。今後、修
学予定である様々な専門分野へ得られた知識を役立ててもらいたい。



教科番号 4464 授業科目
開講時期 前期 担当者：

回数 時間（分）

1
60
30

2
60
30

3
60
30

4
30
30
30

5
60
30

6
60
30

7
30
30
30

8
30
30
30

9
60
30

10
60
30

11
60
30

12
60
30

13
60
30

14
60
30

15
30
30
30

【実務経験内容】 国内外研究機関、、国際機関

【テキスト】 毎回教材を配布する。
【参考書・参考資料等】 The Kimberley Process
【学生に対する評価】 理解度テスト（または宿題・課題）に40点、期末テストに60点を配分し、さらに出席率を係数として乗ずる。

紛争ダイヤ(2) キンバリープロセスについて研究
キンバリープロセスの問題点抽出

鉱業と社会 社会的責任
CSR、EITIについて学習
Due diligenceについて学習
確認テスト

製錬・精錬技術の利用 金属のリサイクルについて事例研究
確認テスト

鉱業と紛争 紛争ダイヤ(1) 紛争ダイヤについてDVDをもとに学習
感想文作成

酸性廃水 酸性廃水について学習
講義内容の復習と理解度テスト

鉱業と環境 製錬・精錬技術の利用 シュレッダーダストについて事例研究
確認テスト

製錬と精練
製錬について学習
精練について学習
講義内容の復習と理解度テスト

ズリと尾鉱 ズリと尾鉱について事例研究
講義内容の復習と理解度テスト

採鉱（2） 坑道掘削とズリ
講義内容の復習と確認テスト

採鉱（3）
専門用語解説
採鉱の方法
講義内容の復習と理解度テスト

探査
専門用語解説
探査手法の学習
講義内容の復習と理解度テスト

採鉱（1） 森林伐採について研究
講義内容の復習と理解度テスト

零細及び人力小規模金採掘
（ASGM）

海外のASGMについて研究
講義内容の復習と理解度テスト

鉱業活動の流れ 鉱床 鉱床について理解
講義内容の復習と理解度テスト

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

鉱害の実例 砒素汚染 土呂久鉱山の砒素汚染について研究
講義内容の復習と理解度テスト

【授業の要旨】

：　環境工学概論（Engineering and the Environment）
　　環境エネルギー工学科・建築デザイン学科　2年　2単位 村尾　智

【授業の到達目標】
鉱業についてフェアな視点で論ずる姿勢を身につける。企業の社会的責任を理解する。

【授業の概要】
鉱業を例にとり、企業活動と環境の関係を考える。まず、鉱害の実例に触れさせ、導入とする。次に鉱業の実態を、探査か
ら閉山に至るまで時系列で紹介し、その問題点を指摘する。最後に社会に対する企業の責任について論ずる。



教科番号 4495 授業科目
開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
60
30

2
60
30

3
60
30

4
60
30

5
60
30

6
60
30

7
60
30

8
60
30

9
60
30

10
60
30

11
60
30

12
60
30

13 90

14 90

15 90

【実務経験内容】 電力会社、商社、地質コンサルタント。

【テキスト】 　
【参考書・参考資料等】 副教材として新聞記事や統計資料を使用する。
【学生に対する評価】 授業のたびに出す課題に40点、期末テストに60点を配分し、さらに出席率を係数として乗ずる。

開発と環境（2） 開発に伴う環境問題について議論

総括 エネルギーの利用 集団討論

風力発電（2）
風力発電の問題点について講義
資料による研究

ガバナンス 開発と環境（1） 開発に伴う環境問題について議論

太陽光発電（2）
太陽光発電の問題点について講義
資料による研究

風力発電（1）
風力発電の原理について講義
小テストによる定着

天然資源（5）
メタンハイドレートの科学について講義
小テストによる定着

再生可能エネルギー 太陽光発電（1）
太陽光発電の原理について講義
小テストによる定着

天然資源（3）
地熱の科学について講義
小テストによる定着

天然資源（4）
オイルシェールの科学について講義
小テストによる定着

天然資源 天然資源（1）
石炭の科学について講義
小テストによる定着

天然資源（2）
石油の科学について講義
小テストによる定着

エネルギーとは
専門用語、概念について講義
小テストによる定着

エネルギーの分類
専門用語、概念について講義
小テストによる定着

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

基礎概念 基本単位
エネルギーを論ずるための単位について講義
小テストによる定着

【授業の要旨】

：　エネルギー概論　（Introduction to energy science）
　　環境エネルギー工学科　1年　　2単位 村尾　智

【授業の到達目標】
エネルギー科学の基礎をマスターさせる。

【授業の概要】
エネルギー科学の基礎を学ぶ。まず、天然資源について、石炭、石油、地熱、メタンハイドレートなどを扱う。次に、再生
可能エネルギーとして、太陽光発電や風力発電などを取り上げる。さらに開発に関するガバナンスの問題を取り上げる。



教科番号 6628  授業科目： 職業指導（Vocational Guidance） 

開講時期 後期 （全）学科 （４） 年 （２）単位    担当者： 大山 良一 

【授業の到達目標】 

本授業は専門高校の教職を目指す者が,学校における進路指導〔キャリア教育〕について,その概念や歴史的変遷, 

指導法等について理解し実践的な指導力を身につけることを目標としている。 

【授業の概要】 

  学習指導要領が定める進路指導〔キャリア教育〕の理念や指導内容・方法等について,学校現場の優れた実践例を

取り入れながら具体的に分かり易く解説する。 

  また、進路指導〔キャリア教育〕の在るべき姿について学生間の討議を行うことで理解を深める。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 
オリエンテーション 

授業の計画,職業指導の概念に

ついて 

自分の今までの進路選択を省みる 

授業内容を復習する 

30 

60 

２ 学習指導要領と進路

指導 

学習指導要領における進路指

導関連の内容について 

配布資料に目を通す 

進路指導関連の記述をまとめる 

30 

60 

３ 職業指導の歴史的変

遷（その1)  

草創期の職業指導と時代的背

景について 

配布資料に目を通す 

戦前の日本の国情と進路状況をまとめる 

30 

60 

４ 職業指導の歴史的変

遷（その2)  

職業指導から進路指導そして

キャリア教育への変遷  

前時の資料を再読する 

進路指導変遷についてまとめる 

30 

60 

５ 職業指導・進路指導・

キャリア教育 

キャリア教育への歴史的変遷

のまとめ 

提出課題～進路指導変遷過程まとめ 

キャリア教育提唱の背景をまとめる 

60 

60 

６ 進路指導の意義と機

能 

進路指導の機能・役割・定義 

 

進路指導に求められる「主体性」と「現実

吟味」についてまとめる 

30 

60 

７ 進路指導の組織体制

と方法 

進路指導の組織体制・教育活

動・評価について 

望ましい進路指導についてまとめる。 

授業内容の復習 

30 

60 

８ キャリア教育の意義

と機能 

職業観・勤労観、日々の教育活

動の重要性について 

キャリア教育計画立案の提出 

授業内容の復習 

60 

60 

９ キャリア教育の充実

のための方策 

カリキュラム、地域連携、組織

体制について 

望ましいと思う地域との連携を考える。 

授業内容の復習 

30 

60 

10 
キャリア教育の実践  

学校現場の優れた実践例を用

意しその資料を基に説明 

今までのキャリア教育資料再読する 

優れた実践例の内容を復習する 

30 

60 

11 キャリア教育の今後

の方向性 

要となる特別活動、推進が期待

される取組について 

学級活動で必要とされる仕掛け・配慮に

ついて考える。授業内容を復習する 

60 

60 

12 『働く』ということ

について 

『働く』ということに対する考

えを発表させ討議する 

望ましい勤労観・職業観について考察 

授業内容を復習する 

30 

60 

13 
心理検査の活用 

職業レディネステストの実際

と結果の活用法 

職業レディネスについて調べる 

集計結果を整理する 

30 

60 

14 全国調査からみる 

キャリア教育の現状 

学習の機会・内容、成果認識 

就業体験の生徒意見について 

課題～職業レディネステスト結果分析 

授業内容を復習する 

30 

60 

15 
全体まとめ 

『職業指導』の学習内容の総括

と小テストの実施 

小テスト準備[キャリア教育]の基礎 

『職業指導』の基本事項の復習 

60 

100 

【テキスト】 進路指導・キャリア教育論（望月由起 著） 

【参考書・参考資料等】 授業中に統計資料等を適宜配布する。 

【成績評価基準・方法】 提出課題内容(60%)  小テスト(10%)  授業への参加意欲(30%) 

【実務経験内容】 高校教諭（校長） 

 



教科番号 6647 授業科目

開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1 ９０分

2 ９０分

3 ９０分

4 ９０分

5 ９０分

6 ９０分

7 １８０分

8 ９０分

9 ９０分

10 ９０分

11 ９０分

12 ９０分

13 ９０分

14 ９０分

15 ９０分

【授業の要旨】

：　機械工学基礎概論　（　Introduction  of  Mechanical  Engineering　）

（航空・情報電子・機械システム・自然環境・建築デザイン）学科 ２年 ２単位 満丸　浩

【授業の到達目標】

    人間と機械は深い係わりがあり，身近にも自動車，洗濯機，パソコンなど，いろいろな機械を使っている。しかし，機械といえば「数式が多くて難し

い」などのイメージがあって，その仕組みについては興味を持っていない人が多いように思われる。ここでは，機械系以外の理工系学生が，機械の基本

的なことを学んで機械を理解し，機械に興味を持つことを主眼とする。

【授業の概要】

   機械工学の基礎科目である材料力学，機械材料，機械工作法，機構学，流体力学，制御工学，メカトロニクスなど各分野

の基本を説明する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

機械の仕組み 機械の発達，機械の定義・構成
機械の発達（例）を調べる。

授業内容の復習

機械材料（１）
機械材料の分類・性質，機械材料の製造法

（鉄鋼，アルミニウム，銅等）

テキスト（Ｐ5〜11）を読みまとめる。

授業内容の復習

機械材料（２）
鉄鋼材料の種類，非鉄金属材料の種

類，鋼の熱処理

テキスト（Ｐ12〜25）を読みまとめる。

授業内容の復習

材料力学（１）
応力とひずみの定義，応力―ひずみ

線図

テキスト（Ｐ31〜35）を読みまとめる。

授業内容の復習

材料力学（２）
はりの曲げ応力，断面係数

はりの変形（片持ちはり，単純支持はり）

テキスト（Ｐ36〜43）を読みまとめる。

授業内容の復習

１回〜５回までのまとめ
理解度確認試験実施。解答・解説

後，理解を深める
内容をまとめ，解答の見直しをする。

機械製作法（１）
工作機械（旋盤，フライス盤，ボー

ル盤など）

テキスト(Ｐ100〜105)を読みまとめる。

授業内容の復習

機械製作法（２）
加工法の種類，切削理論，特殊加工

法

テキスト(Ｐ105〜111)を読みまとめる。

授業内容の復習

機械製作法（３）
非切削加工（鋳造，塑性加工，溶

接）

テキスト(Ｐ117〜122)を読みまとめる。

授業内容の復習

機構学（１）
対偶と節，平面運動の自由度，リン

ク機構，巻掛け伝動装置

テキスト(Ｐ50〜59）を読みまとめる。

授業内容の復習

機構学（２） 歯車の基礎，各種歯車，カム テキスト(Ｐ60〜65）を読みまとめる。

流体力学 静止流体の力学，流体の運動
テキスト(Ｐ147〜154)を読みまとめる。

授業内容の復習

制御・メカトロニクス
機械的な自動制御，メカトロニクス

とは，産業用ロボット

テキスト(Ｐ166〜173)を読みまとめる。

授業内容の復習

課題研究
各工作機械の特徴（利点，欠点等）をグルー

プ毎に整理させ，発表させる

各工作機械の特徴を詳しく調べて報告書

を作成する。

まとめ 学修のまとめと総括 ノートの整理，定期試験の受験準備

【実務経験内容】 なし

【テキスト】 「わかりやすい機械工学」　第２版　森北出版

【参考書・参考資料等】 なし

【学生に対する評価】 定期試験：60％，小テスト（講義の中で適宜実施）：20％，出席状況＆受講態度：20％



教科番号 6648 授業科目：電気工学基礎概論(Introduction to Electric Engineering ) 

開講時期 後期 （航空、機械、自然、建築）学科（２）年（２）単位  担当者：大山良一  

【授業の到達目標】 

1. 電気の性質を理解する。 

2. 回路網の電位、抵抗値、静電容量、電力等の算出ができる。 

3. 電気機器の作動を理解する。 

【授業の概要】 

 本講義では取り組みやすくするために、学問的ではあるが難解な電磁気学の学習過程を追うことはせず、実際的 

な電気利用の基本である直流理論、交流理論および電磁誘導を学習し、身近な電気機器を例にその仕組みと作動の 

原理を学ぶ。 

【授業要旨】  

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 
直流回路 (1) 

電流と電圧、抵抗、オームの法

則、直流回路の計算。課題演習。 

テキスト(P1~36)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 
直流回路 (2) 

抵抗の性質、電流の作用、電力と

電力量。課題演習。 

テキスト(P37~69)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 
電流と磁気 (1) 

磁気、電流と磁界。 

課題演習。 

テキスト(P76~96) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 
電流と磁気 (2) 

電磁誘導作用、電磁力。 

課題演習。 

テキスト(P97~116) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ 
静電気 (1) 

静電現象についての現象。 

課題演習。 

テキスト(P122~133)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ 
静電気 (2) 

コンデンサーと静電容量。 

課題演習。 

テキスト(P134~142) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ 
交流回路 (1) 

正弦波交流の性質、正弦波交流

起電力の発生。課題演習。 

テキスト(P148~158) を読みまとめる 

授業/演習内容を復習する。 

１２０ 

６０ 

８ 
交流回路 (2) 

交流回路の取り扱い方交流回路

の電力、共振回路。課題演習。 

テキスト(P159~183) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ 
交流回路 (3) 

記号法による交流回路の取り扱

い。課題演習。 

テキスト(P198~207) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 
三相交流 

三相交流回路。 

課題演習。 

テキスト(P213~228) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 
電気計測 (1) 

電気計測の概要。 

課題演習。 

テキスト(P233~237)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

12 
電気計測 (2) 

基礎量の測定についての概要。 

課題演習。 

テキスト(P238~269) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 
各種波形 (1) 

非正弦波交流について、図形を

通しての理解。課題演習。 

テキスト(P274~280) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 
各種波形 (2) 

過度現象についての概要。 

課題演習。 

テキスト(P281~291) を読みまとめる 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

15 まとめ 学修のまとめと総括。 

課題演習。 

過去の演習問題のおさらい。 

ノートの整理とまとめ。 

１２０ 

１２０ 

【テキスト】  「わかりやすい電気基礎」 高橋 寛 監修 コロナ社 

【参考書・参考資料等】 

【成績評価基準・方法】 課題演習(20%)、試験(80%)で評価を行う。 

【実務経験内容】高校教諭（校長） 

  



教科番号  6650 授業科目： 建築工学基礎概論（Basics of  Architectural engineering outline） 

開講時期 前期 （ 全 ）学科（１）年（２）単位    担当 徳永 健至 

【授業の到達目標】 

 建物が人々の生活を守り、豊かな環境を創生する一端を担っていることを理解する。 

【授業の概要】 

建物には、安全・安心・快適・周囲との調和・地球環境等多岐にわたる要素に配慮することが求められている。ま

た、その対象は個々の建物のみならず、数多くの建物群を相手にした都市計画、歴史的建造物の保存や改修、脆弱建

物の耐震補強等など、実に広範囲の分野が相手である。繰り返される地震被害に対しても、様々な耐震技術が開発

適用されている。本科目によって建築分野の最新状況を幅広く学び、将来の建築エンジニアに必要な工学基礎の一

端を理解せしめる。 

【授業理解のためのポイント】 建築を構成する様々な要素（デザインと工学）の存在を知り、それらの適切な組み

合わせが建築を創ることを理解する。 

【授業要旨】  

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ ガイダンス、製図 図面の役割、製図について。 
テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 建築ＣＡＤ 
コンピュータで描く図形，三次元ＣＡＤ，Ｃ

Ｇ造形。 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

３ インテリア造形 インテリアと造形。 
テキスト を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ デザイン心理学 デザイン心理学とは。 
テキスト を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ 
インテリアとデザ

イン心理学 

インテリア分野におけるデザイン心理学の応

用。 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

６ 福祉住環境 少子高齢社会における建築 
テキスト を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ 建築の歴史 日本、世界の建築の歴史 
テキスト を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

８ 建築計画 住宅の計画、デザインについて 
テキスト を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ 建築設計 1 建築の設計とは 
テキスト を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 建築設計 2 建築デザインの変遷 
テキスト を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 建築設計 3 建築設計と発想法 
テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

12 建築と地域活性化 地域活性化の背景と事例について 
テキスト を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 建築設備 快適空間を演出する様々な装置と役目 
テキスト を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 建築構法 空間を創る様々な建築構法、建築架構計画 
テキスト を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

15 将来の進路 建築に係る様々な職業と職能 
ﾚﾎﾟｰﾄを書く。発表する。 

全講義を復習する 

３０ 

６０ 

【テキスト】 毎回配布するプリント 

【参考書・参考資料等】  

【学生に対する評価の方法】  ノート取得状況・受講態度(20％)，レポート(20％)，試験(60％)で総合的に評価す

る。 

【実務経験内容】デザイン・マーケティング会社（実務担当、教育活動） 

 



教科番号 6641 授業科目

開講時期 前期 担当者：

回数 時間（分）

1
３０

６０

2
３０

６０

3
３０

６０

4
３０

６０

5
３０

６０

6
３０

６０

7
１２０

６０

8
３０

６０

9
３０

６０

10
３０

６０

11
１２０

１２０

12
１２０

１２０

13
１２０

１２０

14
６０

６０

15
３０

６０

【授業の要旨】

：　木材加工（含製図・実習）　Wood Working（Including Drafting and Training））

　　全学科　　　４年　　　１単位 難波　礼治

【授業の到達目標】

木材の特性に応じた加工理論ならびに加工技術についての基礎知識を修得する。

具体的には，木材の切削理論，木材の塗装技術，木工具・木工機械の原理を修得する。

【授業の概要】

木材加工とは，木質系素材に道具や機械を用いて，人間にとって有用なものを作り上げていくプロセスである。主に，手加工，機械加工等の基礎的な知

識理解を通して，木材の特性に応じた適切な加工理論，製品に仕上げるまでの加工技術について学び，実際の製作実習でその確認を図る。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

学習指導要領と木材加工
学習指導要領における木材加工の位

置

テキスト(P6~16)を予習する。

授業の内容を復習する。

設計と製図
設計の概念、機能、構想、製図の規

格と図法

設計や製図について予習する。

授業の復習をする。

樹木の性質
樹木の種類、成長と組織（針葉樹・

広葉樹）

テキスト(P18~27) を予習する。

授業の内容を復習する。

木質材料の種類
素材、合板、削片板、繊維板、その

他

テキスト(P85~100) を予習する。

授業の内容を復習する。

木材の物理的性質
木材の重さ、木材中の水分と収縮膨

張

テキスト(P49~58)を予習する。

小テストの準備。授業の復習をする。

木材の機械的性質
弾性、圧縮強さ、引っ張り強さ、せ

ん断強さなど

テキスト(P63~83) を予習する。

小テストの準備・授業の復習をする。

１回～６回までの

まとめ小テスト

・演習問題の解答・解説

・まとめ

小テストの準備をする。

演習問題を解き理解を深める。

木工具
のこぎり、かんな、ゲンノウ、の

み、きりの使用法

テキスト(P103~146) を予習する。

授業の内容を復習する。

接合・組立
接合材科（くぎ、木ねじ、その他）

及び各種の接合法

テキスト(P92~100) を予習する。

授業の内容を復習する。

木工機械
丸のこ盤、糸のこ盤、かんな盤、

ボール盤

テキスト(P147~186) を予習する。

授業の内容を復習する。

木材加工実習１ 木製品の構想と設計
創意工夫する

製作時間を有効に使う

木材加工実習２ 木製品の製作
創意工夫する

製作時間を有効に使う

木材加工実習３ 木製品の製作
創意工夫する

製作時間を有効に使う

8回～13回までのま

とめ

ディスカッションにより理解を深め

る。

ディスカッション内容を整理する。

ディスカッション内容をまとめる

まとめ まとめと総括
まとめ講義の準備

まとめと総括

【実務経験内容】 なし

【テキスト】 木材の性質と加工　　　編　山下晃功　著　宮崎擴道　他　　　開隆堂

【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布する。

【学生に対する評価】 ノート取得状況とレポート（30%）、小テスト（10%）、試験（60%）で総合的な評価を行う。



教科番号 6642 授業科目

開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
６０

３０

2
６０

３０

3
６０

３０

4
６０

３０

5
６０

３０

6
６０

３０

7
６０

３０

8 60

9 60

10 60

11 60

12 60

13 60

14 60

15 60

【実務経験内容】 輸送機器メーカー（評価、技術開発、設計、試作 等）

【テキスト】 moodleに適宜掲載、自作資料提供

【参考書・参考資料等】 ・中学校学習指導要領解説－技術・家庭編－（平成２０年９月）　文部科学省　教育図書

・中学校「技術・家庭科」教科書

・機械工作要論　　大西久治　他　著　　理工学社

・図解　機械材料　　打越二彌　著　　東京電気大学出版局

【学生に対する評価】 試験(70％)、小テスト(10％)、実習課題(10％)、受講態度(10％)で総合的な評価を行う

金属加工実習４ ロー付け、仕上げ 授業の復習。

金属加工実習５ 寸法測定、レポート 授業の復習。

金属加工実習２ ケガキ、切断、切削 授業の復習。

金属加工実習３ 曲げ、穴あけ、ネジ切り 授業の復習。

製図の基礎３
軸測投影図、等角図、

キャビネット図
練習問題を解く。

金属加工実習１ 図面解読、使用工具、材料 授業の復習。

製図の基礎１
図面、製図の規格、製図用具、

図面の様式、寸法記入、平面図法
練習問題を解く。

製図の基礎２ 投影法と投影図、第三角法 練習問題を解く。

炭素鋼の種類
ＳＳ材、ＳＣ材、ＳＫ材、ＳＢ

材、ＳＭ材、ＳＰＣ材

資料を読みまとめる。

授業の復習。

炭素鋼の熱処理 全体熱処理、表面熱処理
資料を読みまとめる。

授業の復習。

材料の試験 試験法の種類
資料を読みまとめる。

授業の復習。

機械材料と熱 熱応力、熱膨張、熱伝導
資料を読みまとめる。

授業の復習。

機械材料の

機械的性質１
工業材料の種類とその性質

資料を読みまとめる。

授業の復習。
機械材料の

機械的性質２
応力とひずみ，弾性と塑性

資料を読みまとめる。

授業の復習。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

ガイダンス
授業の概要、目的、要旨、

注意点

資料を読みまとめる。

授業の復習。

【授業の要旨】

：　金属加工（含実習）　　教員免許取得のための必修科目

　全　学科　3　年　1　単位 大脇・板倉・小林

【授業の到達目標】

　金属についての基礎的な知識および金属を加工する方法と技術を習得する。さらに、加工工具および測定工具の取り扱い

方について実習を通して習得し、中学校「技術・家庭科」における「Ａ材料と加工に関する技術」に係る事項について，中

学校の教育課程に準拠した内容について実験等を通して基礎・基本を身に付けさせる。

【授業の概要】

　内容は、金属の組織と性質、熱処理、金属材料の試験法、金属の加工法、測定などについて学習する。特に、手加工と工

具については、実証的な学習をし、具体的な指導法まで習得させる。「ものづくり」の基礎として立体の表し方・製図の基

礎をあわせて学習する。



教科番号 6643 授業科目

開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
60

60

2
60

60

3
60

60

4
60

60

5
60

60

6
60

60

7
60

60

8
60

60

9
60

60

10
60

60

11
60

60

12
60

60

13
60

60

14
60

60

15
60

120

【実務経験内容】 輸送用機器メーカー（自動車車体・部品の設計・評価等）

【テキスト】 プリント配付

【学生に対する評価】 ノート取得状況＆レポート（30%）、小テスト（10%）、試験（60%）で総合的な評価を行う。

ＣＡＤ 図面を作成して提出する
授業の内容を復習する。

提出作品の点検確認

まとめ

各実習で製作した作品や体験を互いに 評価し

あい、それを基に中学生を指導する観点から

レポートさせる

小テストの準備。

ノートの整理とまとめ。

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ製図（ＣＡ
技術教育「機械」におけるコンピュータ

の有効活用の説明

配布資料を読みまとめる。

小テストの準備。授業の復習をする。

ＣＡＤ
座標の認識と数学的な取扱い及び設計問

題のプログラミング

配布資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

ガソリン機関の整備

ガソリン機関の分解、組立てに必要な工具や

その使用方法を学び、分解、組立て作業を通

して、各部装置のしくみも学ぶ

授業の内容を復習する。

製作作品の点検確認。

ガソリン機関の整
組立て、点検後、機関を始動させて機関

調整を行う

授業の内容を復習する。

製作作品の点検確認。

板金作業

製図した8角形ペンスタンドの図面を基

に、アルミ板を切断、曲げ、ハンダ付

け、仕上げ作業後、作品提出

授業の内容を復習する。

製作作品の点検確認。

内燃機関のしくみ
動力の発生、内燃機関の基本動作、4・2

サイクル機関の動作の説明

授業の内容を復習する。

製作作品の点検確認。

板金作業

製図したブックエンドの図面を基に、アルミ

板を切断、穴あけ、曲げ、リベット、仕上げ

作業後、作品提出

授業の内容を復習する。

製作作品の点検確認。

板金作業

製図したブックエンドの図面を基に、ア

ルミ板を切断、穴あけ、曲げ、リベッ

ト、仕上げ作業後、作品提出

授業の内容を復習する。

製作作品の点検確認。

旋削作業
製図した図面に基づき、平行部、曲面を

切削し、仕上げ後作品提出

配布資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

板金作業の進め方
塑性加工の一つである板金作業に際して

の諸事項の説明

配布資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

旋削作業
旋盤の主な構造、取扱い操作について説

明

配布資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

旋削作業 旋盤の基本的な取扱い
配布資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

機械工学の概論
開発環境の使い方・プログラムの作成手

順

配布資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

【授業の要旨】

：　機械（含実習） （Machine(With the practice）

　　全学科　3 年　2 単位　 板倉　朗

【授業の到達目標】

中学校の教科「技術・家庭科」の機械（含実習）に関する事項を指導できる能力を習得することを目標とする。

・運動伝達の機構（リンク装置・カム機構等）について理解できる。

・制作図をもとに作品を完成する能力を習得する。

・機械の整備及び工具の利用について理解し作業できる能力を習得する。

・エネルギーの変換方法（ガソリン機関）について理解し、分解・組立ても習得する。

【授業の概要】

中学校の「技術・家庭科」における「機械」に関する一般的な教養として必要な、製図、機構学、内燃機関、金属加工、ＣＡＤを取り入れて、中学生を

適切に指導できるように、それぞれの専門の教員ができるだけ平易に実践に即した授業を実習を中心に進めていく。



 

教科番号  6644 授業科目：電気（含実習） Teaching of Electric appliance 

開講時期    前期   （全）学科（３）年（１）単位  担当者  ：    倉元 賢一  

【授業の到達目標】  

中学校「技術・家庭科」における電気に係る事項について，中学校の教育課程に準拠した

内容について実験等を通して電気の基礎を身に付ける。さらに，エネルギー変換に関する技

術が社会に果たしている役割についても考察し，持続可能な社会を目指して，社会・環境と

エネルギーとの関わりについても学習する。  

【授業の概要】  

電力の供給需要についての概説，家庭電気機器の取り扱い，安全管理について実験等をと

おして理解を深める。また，簡単な電子回路を利用した電子機器について実験・実習を通し

て実証的に習得する。  

【授業要旨】  

回  題  目  授 業 内 容  学習課題（予習復習）  時間  

１  電気回路１  
電気回路の要素，電流と電荷，オ

ームの法則について解説する。 

予習：電気回路の要素，電流と電

荷，オームの法則について概要を

把握する。 

復習：授業の内容を復習する。 

30 

 

 

60 

２  電気回路２  

抵抗の直列接続，電圧降下，抵抗

の並列接続，電流の分流について

解説する。  

予習：直列・並列回路，電圧降下，

分流について概要を把握する。 

復習：小テストの準備。授業の復習をする。 

30 

 

60 

３  電気エネルギーの利用  

電池の内部抵抗，電池の直列接続

，電池の並列接続，について解説

する。  

予習：電気エネルギーについて概

要を把握する。 

復習：授業の内容を復習する。 

30 

 

60 

４  電気機器の構成  
キルヒホッフの法則，回路網計算

について解説する。  

予習：電気機器の構成について，

概要を把握する。 

復習：授業の内容を復習する。 

30 

 

60 

５  発電，送電，配電  

発電の種類，水力発電，火力発電，電

気を運ぶしくみ，屋内配線につい

て解説する。  

予習：発電について調べる。 

復習：授業の内容を復習する。 

30 

60 

６  
熱・光・動力への変換と

利用①照明器具  

光の正体，白熱電球，蛍光灯のし

くみについて解説する。  

（回路実験）  

予習：照明器具の仕組みについて

調べる。 

復習：授業の内容を復習する。 

30 

60 

７  
熱・光・動力への変換と

利用➁電熱機器  

ジュール熱，電熱機器等のしくみ

について解説する。  

予習：電熱機器の仕組みについて

調べる。 

復習：授業の内容を復習する。 

120 

 

60 

８  
熱・光・動力への変換と

利用③電動機 

電流と磁力線，コイルと電磁石，変圧

器，アラゴの円板，直流電動機，

交流電動機について解説する。  

（原理実験）  

予習：電動機の仕組みについて調べる。 

復習：授業の内容を復習する。 

30 

60 

９  電気機器の安全な利用  

コード，センサー，人体と感電，

感電の防止について解説する。  

（実験）  

予習：感電・漏電について調べる。 

復習：授業の内容を復習する。 

30 

60 

10 
機器の保守点検（電気の

測定）  

電流・電圧の測定，抵抗の測定に

ついて解説する。  

予習：機器の保守について調べる。 

復習：授業の内容を復習する。 

30 

60 

11 電気の測定機器  

動作原理，分流器，倍率器，可動

コイル型電流計，可動コイル型電

圧計，抵抗計について解説する。  

予習：測定機器の仕組みについて

調べる。 

復習：授業の内容を復習する。小テストの準

備。 

30 

 

60 

 

12 電子回路  
電子，半導体，トランジスタ，増

幅回路について解説する。  
予習：電子部品について調べる。 

30 

60 



 

復習：授業の内容を復習する。 

13 
電子回路を利用した電子

機器  

電子キットの製作を通じて電子回

路について学ぶ。（含実習）  

予習：授業の内容を復習する。 

復習：製作作品の点検確認。 

30 

60 

14 電気学習の指導法  

「Ｃエネルギー変換の技術」にお

ける電気の指導法についてディス

カッションする。（演習）  

予習：指導法の具体例を考える 

復習：ディスカッションした内容

を指導法の改善に活かす。 

120 

60 

15 まとめ  

「Ｃエネルギー変換の技術」の学

習と「電気」の関連を考える。（

演習）  

予習：小テストの準備。 

復習：ノートの整理とまとめ。 

60 

120 

【テキスト】日本産業技術教育学会・技術教育分科会 編 「技術科教育概論」2018 九州大学出版

会「中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 技術・家庭編」文部科学省 

【参考書・参考資料等】基本からわかる 電気回路講義ノート 西方 正司 監修 

「教師のための実践的技術科教育論」 中薗政彦 著  青葉印刷 

【成績評価基準・方法】 実習・実験レポート，授業への参加態度など総合的に評価する。 

【実務経験内容】中学校教諭 教育カウンセラー 

 



 

授業番号 6645 授業科目  栽培（含む実習）    Teaching of cultivation 

教員免許取得のための必修科目  

開講時期 ４年前 単位数 １単位 担当教員名 倉元 賢一  担当形態 単独 

科  目 教科及び教科の指導法に関する科目（中学校 技術） 

施行規則に定める科目区分又は事項等 教科に関する専門的事項 

「Ｂ生物育成の技術」（栽培を中心に） 

【授業の到達目標及びテーマ】 

・栽培と植物生理，生物の成長に即した栽培・飼育技術，栽培・飼育計画，栽培の実際，栽

培用具等について理解する。  

・中学校の「Ｂ生物育成の技術」の題材として野菜や花の栽培を実践できるようになる。  

・地球環境を保全し，持続可能な社会を築く観点から生物育成について考える。  

【授業の概要】 

中学校「技術・家庭科」における「Ｂ生物育成の技術」について主に栽培の実習を通して

栽培計画や管理作業など実践的な力を身につけ，授業設計と指導ができるようになる。  

【授業要旨】  

回  題目  授業内容  学習課題（予習復習）  時間  

１  
私たちの生活と生物

育成  

栽培と人間生活，作物の利用，作物

の性質を解説する。  

予習：作物と人間の関係について

調べる。  

復習：授業の内容を復習する。  

30 

 

60 

２  
生物育成の目的・内

容  

中学校における「B生物育成に関する

技術」の内容との関連について解説する

。 

予習：「B生物育成」の内容を整理

する。 

復習：授業の内容を復習する。  

30 

60 

３  
作物の栽培と植物生

理１  

栄養成長と生殖成長，光合成の生理

について解説する。  

予習：栄養成長と生殖成長，光合

成の生理をまとめる。  

復習：授業の内容を復習する。  

30 

60 

４  
作物の栽培と植物生

理２ 

水と養分の吸収，植物の呼吸，植物ホル

モンについて解決する。  

予習：植物生理についてまとめる。  

復習：授業の内容を復習する。  

30 

60 

５  草花の種類と品種  
草花の種類，草花の品種について解

説する。  

予習：草花の種類と品種をまとめ

る。  

復習：授業の内容を復習する。  

30 

60 

６  
作物の栽培の技術１  

種子と生育  

種子の構造と生育，発芽の条件と生

育，気象条件と生育，株分け・分球

について解説する。（実習を含む）  

予習：種子と生育をまとめる。  

復習：授業の内容を復習する。  

30 

90 

７  
作物の栽培の技術２  

土壌の性質と施肥  

土壌の構造と性質，肥料の種類とはたら

き肥料の配合と施肥について解説す

る。（実習を含む）  

予習：土壌と肥料についてまとめる

。 

復習：授業の内容を復習する。  

30 

90 

８  
作物の栽培の技術３  

定植後の管理  

除草，中耕，土寄せ，かん水，剪定，摘

心，摘芽，支柱立てと誘引について

解説する。（実習を含む）  

予習：植物の手入れについてまとめ

る。 

復習：手入れの方法を復習する。（

実習）  

30 

90 

９  
作物の栽培の技術４  

病害虫への対処 

害虫の予防 病気の予防，農薬の種類，

農薬の使い方について解説する。（一部

実習を含む）  

予習：病虫害予防駆除についてまと

める。 

復習：授業の内容を復習する。  

30 

90 

10 栽培の計画 
連作と輪作を考慮した栽培計画を立案

する。（演習）  

予習：栽培計画を考える。 

復習：授業の内容を復習する。  

120 

90 

11 
花や野菜の栽培の実

際１  

サルビアの栽培，パンジーの低温栽

培，トマトの栽培  レタスの養液栽

培について解説する。（実習を含む

）  

予習：花や野菜の栽培方法をまと

める。  

復習：授業の内容を復習する。  

30 

90 



 

12 
花や野菜の栽培の実

際２  

アサガオの遮光栽培，ゆりの低温栽培に

ついて解説する。（実習を含む）  

予習：遮光栽培，低温栽培をまとめ

る。  

復習：授業の内容を復習する。  

30 

90 

13 
栽培用具・機械，資

材・施設，  

栽培に使う道具，機械，温室の管理

，加温施設，作業の安全について解

説する。  

予習：栽培用具・機械，資材・施

設をまとめる。  

復習：授業の内容を復習する。  

30 

60 

14 

栽培学習の指導法と

社会 ・環境とのかか

わり 

「B生物育成に関する技術」の指導を

どのように行えばよいかディスカッ

ションする。  

予習：栽培学習の課題とその対策

を事前にまとめる。  

復習：授業の内容を復習する。  

120 

 

60 

15 まとめ 
生物育成の技術と私たちの生活について

授業内容を振り返りながらまとめる。 

予習：授業の内容をまとめる 

復習：生物育成の技術でどのような授

業を展開するか考える。 

60 

120 

 

【テキスト】日本産業技術教育学会・技術教育分科会 編 「技術科教育概論」2018九州大学出版会 

「中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 技術・家庭編」文部科学省 

【参考書・参考資料等】栽培学 ―環境と持続的農業― 森田茂紀 ・大門弘幸 ・阿部淳 編著 

「教師のための実践的技術科教育論」 中薗政彦 著  青葉印刷 

【成績評価基準・方法】 実習・授業への参加態度，積極性など総合的に評価する。 

【実務経験内容】中学校教諭 教育カウンセラー 

 



 

教科番号 6646 
授業科目：情報とコンピュータ (含実習) 

(information and Computer (With practice)) 

時期 通年 （全）学科（２）年（２）単位  担当者：福永 知哉 

【授業の到達目標】 
 コンピュータの構成と機能の概要を理解し、操作ができる。情報を収集、判断・処理し発信できる。コンピュ
ータ利用に潜むリスクを理解し、対処することができる。プログラムの機能を知り、活用することができる。 

【授業の概要】 
 前期はコンピュータの歴史、種類、構造、機能等について学び、インネット、コンピュータウィルスさらに情
報の扱い方についても学ぶ。後期は Word、Excel、Power Point などのソフトについて基本操作を習得する。 

【授業要旨】  

回数 
題  目 授 業 内 容 学習課題(予習・復習) 

時間
(分) 

１ 
イントロダクシ
ョン 

授業の進め方、コンピュー
タの歴史 

テキストをすべて読む。 
60 
60 

２ 情報とは 情報の定義を考える 

テキスト p6～9 をまとめる。 
課題 1 誰にでもわかるように「情報」を説
明できるようにする。「世界で一番古い PC」
について調べよ。 

120 
120 

３ デジタルとは デジタルとアナログの違い 

テキスト p10～13 をまとめる。 
課題 2 誰にでもわかるように「アナログと
デジタルの違い」を説明できるようになる。
写真・映像のデジタル化について調べる。 

120 
120 

４ 情報の表現 
コード化について説明す
る。 

テキスト p14～17 をまとめる。 
課題 3 bit を説明できるようにする。文字
コードと bit 数について調べる。 

120 
120 

５ 論理回路 
AND 回路, OR 回路, NOT 回
路の動作 

テキスト p18～23 をまとめる。 
課題 4 進数についてまとめる。特に二進
数，八進数，十六進数について理解する。 

120 
120 

６ 論理回路２ 
足し算回路について、半加
算器、全加算器 

テキスト p24～27 をまとめる。 
課題 5 AND，OR 等の論理回路の名称，記号，
真理値表を理解し説明できるようにする。 

120 
120 

７ ハードウェア 
コンピュータのハードウェ
アについて説明する。 

テキスト p28～31 をまとめる。 
課題 6 PC の五大機能について，装置，役割
を説明できるようにする 

120 
120 

８ ソフトウェア 
コンピュータの動作の解説
と OS の役割，ファイルの役
割 

テキスト p32～45 をまとめる。 
課題 7 さまざまな OS について調べる。違
いや特徴について説明できるようにする。ま
た，ファイル，フォルダ，拡張子について調
べる。 

120 
120 

９ 1～8 回のまとめ PC を解体し，組み立てる。 
PC を解体し，五大装置について確認する。 
ディスカッションを行い理解を深める。 

120 
240 

10 
コンピュータネ
ットワークとイ
ンターネット 

コンピュータネットワーク
の仕組み。 

テキスト p46～49 をまとめる。 
課題 8 TCP/IP，プロバイダ，IP アドレス等
について調べ説明できるようにする。 

120 
120 

11 インターネット 
インターネットの仕組み、
Web が閲覧できる仕組み、電
子メールの仕組み 

テキスト p51 をまとめる。 
課題 9 Web，ブラウザ，さまざまなサーバー
について調べ，またメールの仕組みを理解し
説明できるようにする。 

120 
120 

12 
情報セキュリテ
ィ１ 

コンピュータウィルスの実
態 

テキスト p58～61 をまとめる。 
課題 10 個人情報の取り扱い，あり方，現
在，発生している問題点を調べ自分なりの対
応策を調べ説明できるようにする。 

120 
120 

13 
情報セキュリテ
ィ２ 

コンピュータウィルスへの
対処法 

テキスト p62～69 をまとめる。 
課題 11 コンピュータウィルスの対処法，
アンチウィルスソフトやスパムメール，フィ
ッシングなどについて調べる。 

120 
120 

14 
ソーシャルメデ
ィア 

SNS に潜む危険性と対処に
ついて 

テキスト p71～76 をまとめる。 
課題 12 SNS が受け入れられる理由につい

120 
120 



 

 

て自分の意見や友達の意見を調べまとめる。 

15 まとめと試験 
9～14 回までを復習し，ディ
スカッションを行い理解を
深める。 

9～14 回までの復習をし，情報セキュリティ
や SNS について考え，ディスカッションの準
備をする。またまとめる。 
 

120 
240 

16 
コンピュータの
基本操作 

起動、終了、ファイル保存な
どの基本動作について説明
する。 

外部 PC から moodle にアクセスできるよう
になる。 

60 
60 

17 Word (1) 
ワープロソフトの基本的な
扱いを説明し、文章の作成
を行う。 

moodle 課題 1 をダウンロードし回答したの
ち，アップロードする。 
復習課題 1-2 を回答し，アップロードする。 

120 
120 

18 Word (2) 
文字修飾、図形入力、罫線入
力等でより相手に見やすい
資料を作成する。 

moodle 課題 2 をダウンロードし回答したの
ち，アップロードする。 
復習課題 2-2 を回答し，アップロードする。 

120 
120 

19 Word (3) 
差し込み文章，あいさつ文，
はがき印刷等の使い方を学
ぶ。 

moodle 課題 3 をダウンロードし回答したの
ち，アップロードする。 
復習課題 3-2 を回答し，アップロードする。 

120 
120 

20 Word(4) 

第 17～19 回の知識を使い，
連絡文，企画書，算数・数学
の問題を作成しディスカッ
ションを行う。 

第 17～19 回のおさらいを行う。 
課題を 1 つ選びディスカッションの準備を
する。 

120 
240 

21 Excel (1) 
表計算ソフトの基本的な扱
いを説明する。 

moodle 課題 4 をダウンロードし回答したの
ち，アップロードする。 
復習課題 4-2 を回答し，アップロードする。 

120 
120 

22 Excel (2) 
表を作成し、合計、平均値な
どの関数を扱う。 

moodle 課題 5 をダウンロードし回答したの
ち，アップロードする。 
復習課題 5-2 を回答し，アップロードする。 

120 
120 

23 Excel (3) 
セルに任意の計算式を書き
込み計算をさせる。 

moodle 課題 6 をダウンロードし回答したの
ち，アップロードする。 
復習課題 6-2 を回答し，アップロードする。 

120 
120 

24 Excel (4) 

第 21～23回までの知識を使
い，座席表，成績表を作成
し，ディスカッションを行
う。 

第 21～23 回のおさらいを行う。 
課題を 1 つ選びディスカッションの準備を
する。 

120 
240 

25 PowerPoint (1) 
プレゼンテーションソフト
の基本的な扱いを説明す
る。 

moodle 課題 7 をダウンロードし回答したの
ち，アップロードする。 
復習課題 7-2 を回答し，アップロードする。 

120 
120 

26 PowerPoint (2) 
より見やすい、より魅力的
なプレゼン資料について考
え、作成する。 

moodle 課題 8 をダウンロードし回答したの
ち，アップロードする。 
復習課題 8-2 を回答し，アップロードする。 

120 
120 

27 PowerPoint (3) 
PowerPoint を使って自己紹
介等をし，ディスカッショ
ンを行い理解を深める。 

第 25～26 回のおさらい。 
自己紹介をするための準備を行う。 

120 
120 

28 Excel macro (1) 
Excel のマクロについて説
明する。 

moodle 課題 9 をダウンロードし回答したの
ち，アップロードする。 
復習課題 9-2 を回答し，アップロードする。 

120 
120 

29 Excel macro (2) 
“新しいマクロの記録”を
使ってマクロを作成し、ボ
タンに登録する。 

moodle課題10をダウンロードし回答したの
ち，アップロードする。 
復習課題 10-2 を回答し，アップロードする。 

120 
120 

30 総まとめ まとめ 第 1～30 回までの復習とテスト対策を行う。 
120 
240 

【テキスト】 
 「人類史上最強の相棒 コンピュータ」 比嘉 築 山田 猛矢 著 E3Factory 

【参考書・参考資料等】  適宜配布 

【成績評価基準・方法】 
  講義毎に行われる小テスト（30%），試験（50%），レポート&授業態度（ディスカッションでの積極性等）（20%）
で総合的な評価を行う。 

【実務経験内容】塾講師 



教科番号 ６５１９ 授業科目名 技術科教育法Ⅰ 

教員免許取得のための必修科目 中学校 技術 

開講時期 ３前 単位数 ２単位 担当教員名 倉元 賢一 担当形態 単独 

科  目 教科及び教科の指導法に関する科目（中学校 技術） 

施行規則に定める科目区分又は事項等 各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

【授業の到達目標及びテーマ】 

中学校「技術・家庭科」技術分野の指導に必要な基礎的な知識や技能について理解し，将来の中学校教員としての資質・能力を

身に付ける。 

【授業の概要】 

科学と技術の関連から技術教育の必要性を理解させ，技術の歴史と発展，教育改革と技術・家庭科教育の変遷から中学校学習指

導要領の「技術・家庭科」の内容について解説し理解を図る。 

【授業計画】 

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

1 
学習指導要領と技術科教

育における内容構成 

学習指導要領にもとづき技術科教育の内容構

成について解説する。 

予習：学習指導要領を読み概要を把握する。 

復習：技術科教育の内容をまとめる。 

30 

60 

2 技術科教育の目的と課題 
技術科教育の位置づけや目的，意義や課題につ

いて解説する。 

予習：教科書の P３～10 を読み概要を把握す

る。 

復習：技術科教育の課題をまとめる。 

30 

60 

3 技術科教育の系譜 技術科の変容と展開について解説する。 
予習：教科書P11～23を読み概要を把握する。 

復習：技術科の歴史についてまとめる。 

30 

60 

4 
子どもの発達と技術科教

育 

子どもの発達と技術科教育との関わりについ

て解説する。 

予習：教科書24～35を読み概要を把握する。 

復習：子どもの発達についてまとめる。 

30 

60 

5 教育課程の意義と編成 技術分野の教育課程について解説する。 
予習：教科書P57～61を読み概要を把握する。 

復習：技術科の教育課程の内容をまとめる。 

30 

60 

6 
技術科教育の教育課程の

展開 
技術科教育の教育課程の展開 

予習：P62～69を読み概要を把握する。 

復習：教育課程の編成についてまとめる。 

30 

60 

7 技術科教育の授業設計 
技術科教育の授業設計の意味，指導案作成の意

義，授業設計の留意点について解説する。 

予習：教科書 P95～102 を読み概要を把握す

る。 

復習：授業設計の留意点について考え，まとめ

る。 

30 

60 

8 技術科の授業分析 
技術科の授業分析の方法，授業観察の視点・対

象，学習活動の分析について概説する。 

予習：教科書P103～108を読み概要を把握す

る。 

復習：授業分析の方法についてまとめる。 

30 

60 

9 技術科の学習指導① 
技術科の学習指導の特徴，思考の枠組み，学習

過程，資質能力について概説する。 

予習：教科書P109～111を読み概要を把握す

る。 

復習：学習指導の方法についてまとめる。 

30 

60 

10 技術科の学習指導➁ 
技術科の学習指導について，指導前の準備・効

果的な指導・支援，授業改善について概説する。 

予習：教科書P112～116を読み概要を把握す

る。 

復習：効果的な学習指導や授業改善を考える。 

30 

60 

11 
教材・教具の役割と題材・

製作題材の選択の視点 

教材・教具の役割と効果，題材・製作題材の選

択の視点について解説する。 

予習：P117～122を読み概要を把握する。 

復習：教材・教具・題材についてまとめる。 

30 

60 

12 
技術科における題材選定

の実際① 

題材の選定について，特に A 材料と加工に関

する技術，B 生物育成の技術について概説す

る。 

予習：P153～167，P184～192 を読み概要を

把握する。 

復習：題材の選定についてまとめる。 

30 

60 

13 
技術科における題材選定

の実際➁ 

題材の設定について，特に C エネルギー変換

の技術，D情報の技術について概説する。 

予習：P169～183，P193～214 を読み概要を

把握する。 

復習：題材の選定についてまとめる。 

30 

60 

14 
情報社会における教材開

発と授業改善 

情報通信ネットワークの理解，プログラミング

による計測・制御，双方向性のあるコンテンツ

のプログラミングについて概説する。 

予習：情報通信ネットワークやプログラミング

について概要を把握する 

復習：プログラミングやネットワークの技術分

野での指導についてまとめる。 

30 

60 

15 技術科の安全管理と指導 
安全教育の意義や内容，指導と管理について解

説する。 

予習：P131～135を読み概要を把握する。 

復習：安全指導の重要性についてまとめる。 

30 

60 

 レポート    

【テキスト】日本産業技術教育学会・技術教育分科会 編 「技術科教育概論」2018 九州大学出版会 

【参考書・参考資料等】 「中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 技術・家庭編」文部科学省 

「教師のための実践的技術科教育論」 中薗政彦 著  青葉印刷 

【学生に対する評価】レポート，授業への参加態度，積極性など総合的に判断し評価する 

【実務経験内容】中学校教諭 教育カウンセラー 

 



教科番号 ６５２０ 授業科目名 技術科教育法Ⅱ 

教員免許取得のための必修科目 中学校 技術 

開講時期 ３後 単位数 ２単位 担当教員名 倉元 賢一 担当形態 単独 

科  目 教科及び教科の指導法に関する科目（中学校 技術） 

施行規則に定める科目区分又は事項等 各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

【授業の到達目標及びテーマ】 中学校「技術・家庭科」技術分野の指導に必要な基礎的・基本的な知識や技能について理

解し，将来の中学校技術科教員としての資質・能力を身に付ける。 

【授業の概要】 中学校学習指導要領の「技術・家庭科」の内容と学習指導について解説し，目標達成のための指導に必要

な基礎的・基本的な知識・技能と効果的な指導法（含む教育機器の活用）について解説する。 

【授業計画】 

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

1 技術による問題解決 
設計・製作から技術による問題解決への

転換について解説する。 

予習：学習指導要領を読み概要を把握する。 

復習：技術による問題解決について知識

の確立を図る。 

30 

60 

2 技術と他教科との関連① 
資質・能力の３つの柱との関連，他教科

との関連について概説する。 

予習：教科書P31～35を読み概要を把握

する。 

復習：技術科で身につけるべき資質・能

力について知識の確立を図る 

30 

60 

3 技術と他教科との関連➁ 

STEM教育の隆盛，諸問題と情報活用能

力の育成，現代的な諸問題に対応して求

められる資質・能力について解説する。 

予習：教科書P31～39を読み概要を把握

する。 

復習：現代的な諸問題と技術との関連に

ついて知識の確立を図る。 

30 

60 

4 
小学校との連携（ものづく

り・技術の教育について） 

学習指導要領にもとづき小学校におけ

るものづくり，技術の教育について解説

する。 

予習：教科書P40～44を読み概要を把握

する。 

復習：小学生に対する技術の教育につい

て知識の確立を図る。 

30 

60 

5 
高等学校との連携（普通教

科情報・専門教科情報） 

学習指導要領にもとづき高等学校にお

ける情報教育の意義と指導について解

説する。 

予習：教科書P44～48を読み概要を把握

する。 

復習：小・中・高の学びの連続性につい

てまとめる。 

30 

60 

6 
技術ガバナンスと技術イ

ノベーション 

技術教育を学んだ児童・生徒の姿，技術

イノベーションと技術ガバナンスの関

連性について概説する。 

予習：教科書P49～56を読み概要を把握

する。 

復習：技術教育におけるイノベーション

力とガバナンス力についてまとめる。 

30 

60 

7 情報の技術 

サイバーセキュリティと双方向性のあ

るコンテンツのプログラミングの内容

と課題について概説する。 

予習：双方向性のあるコンテンツの例と

その功罪をまとめる。 

復習：情報の技術の問題点についてまと

める。 

30 

60 

8 
A 材料と加工の技術の内

容と指導 

学習指導要領にもとづき A 材料と加工

の技術について解説する。 

予習：学習指導要領の材料と加工の技術

についてまとめる。 

復習：効果的な指導法を考える。 

30 

60 

9 
A 材料と加工の技術の具

体的指導例と指導案作成 

A材料と加工の技術の教材研究，教材選

定，指導案の作成。 

予習：指導案作成の準備をする。 

復習：指導の留意点と授業評価を考慮し

ながら指導案の修正を行う。 

30 

60 

10 
B 生物育成の技術の内容

と指導 

学習指導要領にもとづき B 生物育成の

技術について解説する。 

予習：学習指導要領の生物育成の技術に

ついてまとめる。 

復習：効果的な指導法を考える。 

30 

60 

11 
B 生物育成の技術の具体

的指導例と指導案作成 

B生物育成の技術の教材研究，教材選定，

指導案の作成。 

予習：指導案作成の準備をする。 

復習：指導の留意点と授業評価を考慮し

ながら指導案の修正を行う。 

30 

60 

12 
C エネルギー変換の技術

の内容と指導 

学習指導要領にもとづき C エネルギー

変換の技術について、解説する。 

予習：学習指導要領のエネルギー変換の

技術についてまとめる。 

復習：効果的な指導法を考える。 

30 

60 

13 
C エネルギー変換の具体

的指導例と指導案作成 

Cエネルギー変換の技術の教材研究，教

材選定，指導案の作成。 

予習：指導案作成の準備をする。 

復習：指導の留意点と授業評価を考慮し
30 

60 



ながら指導案の修正を行う。 

14 
D 情報の技術の内容と指

導 

学習指導要領にもとづき D 情報の技術

について、解説する。 

予習：学習指導要領の情報の技術につい

てまとめる。 

復習：効果的な指導法を考える。 

30 

60 

15 
D 情報の技術の具体的指

導例と指導案作成 

D情報の技術の教材研究，教材選定，指

導案の作成。 

予習：指導案作成の準備をする。 

復習：指導の留意点と授業評価を考慮し

ながら指導案の修正を行う。 

30 

60 

 レポート・指導案    

【テキスト】日本産業技術教育学会・技術教育分科会 編 「技術科教育概論」2018 九州大学出版会 

【参考書・参考資料等】「中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 技術・家庭編」文部科学省 

「教師のための実践的技術科教育論」 中薗政彦 著  青葉印刷 

【学生に対する評価】授業への参加の積極性，レポート（指導案作成等）で総合的に判断し評価する 

【実務経験内容】中学校教諭 教育カウンセラー 

 



教科番号 ６５２１ 授業科目名 技術科教育法Ⅲ 

教員免許取得のための必修科目 中学校 技術 

開講時期 ４前 単位数 ２単位 担当教員名 倉元 賢一 担当形態 単独 

科  目 教科及び教科の指導法に関する科目（中学校 技術） 

施行規則に定める科目区分又は事項等 各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

【授業の到達目標及びテーマ】  

中学校「技術・家庭科」技術分野の指導に必要な基礎的・基本的な知識や技能について理解し，将来の中学校技術科教員とし

ての資質・能力を身に付ける。 

【授業の概要】 

教育実習を前提に「技術・家庭科（技術分野）」の指導と評価の一体化について解説すると共にフローチャートを用いた指導

案を作成し，模擬授業と授業研究の演習を通して授業設計の基礎を身に付ける。 

【授業計画】 

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 
時間

(分) 

1 技術科の目標及び内容 技術分野の目標及び内容について解説する。 
予習：学習指導要領の目標の部分を読む。 

復習：目指す生徒像についてまとめる。 

30 

60 

2 技術科の指導計画 
指導計画の分類と作成，実際例，作成と運用の

留意点について解説する。 

予習：教科書P85～90を読む。 

復習：指導計画についてまとめる。 

30 

60 

3 技術科の学習評価 
観点別学習評価，問題解決的な学習における学

習評価について概説する。 

予習：教科書Ｐ123～Ｐ126を読む 

復習：技術科の学習評価についてまとめる。 

30 

60 

 

4 技術による問題解決 技術による問題解決の実際について概説する。 
予習：技術による問題解決について考える。 

復習：問題解決の授業の在り方をまとめる。 

30 

60 

5 問題解決実践例① 
A 材料と加工の技術，B 生物育成の技術，C エ

ネルギー変換の技術の問題解決の実践例につい

て解説する。 

予習：問題解決学習を用いる場面について考える。 

復習：実践例の有効性をまとめる。 

30 

 

60 

6 問題解決実践例➁ 
D 情報の技術での，双方向性のあるコンテンツ

のプログラミング，計測・制御のプログラミン

グの問題解決実践例について解説する。 

予習：問題解決学習を用いる場面について考える。 

復習：実践例の有効性をまとめる。 

30 

 

60 

7 学習評価の実際 
製作品，作物や生物，プログラミング，設計図，

活動，テスト，観察，ワークシート，パフォー

マンスによる評価について解説する。 

予習：教科書Ｐ128～130を読み，概要を把握する。 

復習：技術教育が目指す学習評価についてまとめ

る。 

30 

60 

8 
特別支援教育における

技術教育 

特別な支援を要する生徒への配慮について解説

する。 

予習：特別な支援の例を調べる。 

復習：具体的な支援方法について考えまとめる。 

30 

60 

 

9 
技術科教育への ICTの

活用 
技術科教育へのICTの活用について解説する。 

予習：技術の授業における ICTの利活用について

調べる。 

復習：ICTを使用した指導例についてまとめる。 

30 

60 

10 
A 材料と加工の技術の

教材・教具とその開発 

A 材料と加工の技術の具体的な教材の取り扱い

と教材研究・教材作成演習 

予習：材料と加工の技術の教材について調べる。 

復習：作成した教材の評価・改善を行う。 

30 

 

60 

11 
B 生物育成の技術の教

材・教具とその開発 

具体的な教材の取り扱いと教材研究・教材作成

演習 

予習：生物育成の技術の教材について調べる。 

復習：作成した教材の評価・改善を行う。 

30 

 

60 

12 
C エネルギー変換の教

材・教具とその開発 

具体的な教材の取り扱いと教材研究・教材作成

演習 

予習：エネルギー変換の教材について調べる。 

復習：作成した教材の評価・改善を行う。 

30 

60 

13 
D 情報の技術の教材・

教具とその開発 

具体的な教材の取り扱いと教材研究・教材作成

演習 

予習：情報の技術の教材について調べる。 

復習：作成した教材の評価・改善を行う。 

30 

60 

14 
プログラミング教育に

おける技術分野の役割 

プログラミング教育を専門に行う教科としての

位置づけとその指導の実際について解説する。 

予習：小・中・高で行われているプログラミング

教育について調べる。 

復習：双方向性のあるコンテンツのプログラミン

グの具体的な指導例を考案する。 

30 

60 

15 
教育実習の意義・まと

め 
技術科教育の意義・まとめ 

予習：講義全体を振り返り技術科教育の在り方に

ついてまとめる。 

復習：技術科の効果的な指導と評価，改善の在り

方についてまとめる。 

30 

60 

 レポート    

【テキスト】日本産業技術教育学会・技術教育分科会 編 「技術科教育概論」2018 九州大学出版会 

【参考書・参考資料等】 「中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 技術・家庭編」文部科学省 

中薗政彦 著「教師のための実践的技術科教育論」青葉印刷 

【学生に対する評価】レポート・学習指導案・模擬授業・授業への参加の積極性など総合的に判断し評価する。 

【実務経験内容】中学校教諭 教育カウンセラー 

 



教科番号 ６５５２ 授業科目名 技術科教育法Ⅳ 

教員免許取得のための必修科目 中学校 技術 

開講時期 ４後 単位数 ２単位 担当教員名 倉元 賢一 担当形態 単独 

科  目 教科及び教科の指導法に関する科目（中学校 技術） 

施行規則に定める科目区分又は事項等 各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

【授業の到達目標及びテーマ】 

中学校「技術・家庭科」技術分野の指導に必要な基礎的・基本的な知識や技能について理解し，将来の中学校技術科

教員としての資質・能力を身に付ける。 

【授業の概要】 

教育実習での経験を基に科学的根拠に基づいた教材研究を行い，指導方法改善に努める。中学校「技術・家庭科」の

現状と課題を理解し，施設・設備の充実の方法や教室環境づくり，学習訓練など教科経営について解説する。技術科教

育の中で道徳的な指導やキャリア教育としての技術科教育，これからの技術科教育について研究討議を通して考える。 

【授業計画】 

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

1 教育課程の評価 
教育課程の目的と意義，技術科の教

育課程の評価について概説する。 

予習：P70～74 を読み，教育課程の目的・意

義の概要を知る。 

復習：技術科における教育課程の評価と改善に

ついてまとめる。 

30 

 

60 

 

2 教育課程と行政 
教育法規，教育課程の編成と行政に

ついて概説する。 

予習：教科書 P76～P78 を読み，行政と教育

課程の関係の概要を知る。 

復習：開かれた教育課程の意味とその在り方に

ついてまとめる。 

30 

 

60 

 

3 
技術科固有の資質

と能力 

技術科で求められる資質・能力の在

り方と教育課程の編成について概説

する。 

予習：教科書P136～146を読み，技術科の資

質・能力の概要を知る。 

復習：技術科で求められる資質・能力の在り方

についてまとめる。 

30 

 

60 

 

4 
諸外国の技術科教

育 

諸外国の技術科教育について、概説

する。 

予習：教科書P215～248を読み，諸外国

の技術科教育の概要を知る。 

復習：諸外国と日本の技術科教育を比較を

まとめる。 

30 

 

60 

 

5 
環境・エネルギーと

技術① 

技術科教育における環境・エネルギ

ーについて概説する 

予習：環境・エネルギー教育の例を調べる。 

復習：技術科教育における環境エネルギー

教育の在り方についてまとめる。 

30 

60 

 

6 
環境・エネルギーと

技術➁ 

人間と自然の関係をめぐる子供の生

活概念とその根拠について概説す

る。 

予習：人間と自然の関係について調べる。 

復習：環境問題を対象にした技術教育につ

いてまとめる。 

30 

60 

 

7 
リスク概念と技術科

教育 

技術科教育におけるリスクアセスメ

ント及びリスク低減，リスク認知・

評価について概説する。 

予習：リスクとリスクアセスメントについ

て調べる。 

復習：リスクアセスメントを考慮した授業

の在り方についてまとめる。 

30 

 

60 

 

8 
技術分野の学習指導

要領の位置づけ 

見方・考え方，資質・能力，主体的

対話的で深い学び，カリキュラムマ

ネジメント，プログラミング教育に

ついて概説する。 

予習：学習指導要領における技術分野の見

方・考え方について概要を知る。 

復習：技術分野の学習指導要領についてま

とめる。 

30 

 

60 

 

9 年間指導計画作成 

年間指導計画作成の際に留意すべ

き，授業時間の配当，問題解決，社

会における技術の在り方について概

説する。 

予習：年間指導計画の作成例を調査する。 

復習：年間指導計画を評価し，改善する視

点についてまとめる。 

30 

60 

 

10 
技術による問題解

決 

生徒主体の「技術による問題解決」

の指導法について，演習を交えなが

ら概説する。 

予習：ものづくりと技術による問題解決の

違いについて調べる。 

復習：技術による問題解決の具体的な指導

法を考案する。 

30 

 

60 

 

11 統合的な問題解決 

現代社会で活用されている多くの技

術が，システム化されている実態に

対応するための指導法について概説

予習：統合的な問題解決がされている具体

例について調べる。 

復習：統合的な問題解決の題材設定につい

30 

 

60 



する。 てまとめる。  

12 技術観・労働観 
技術観・労働観を育てる教育目的と

到達目標について概説する。 

予習：技術観・労働観について調べる 

復習：技術観・労働観を育てるための授業

実践の在り方についてまとめる。 

30 

60 

 

13 
学習指導案の理解

と作成 

授業の設計図としての学習指導案の

在り方について概説し，模擬授業の

指導案を作成する。 

予習：学習指導案の役割について調べる。 

復習：技術分野の学習指導案作成の留意点

についてまとめる。 

30 

60 

 

14 
模擬授業とその評

価 

模擬授業を実施し，その評価と改善

を行う。 

予習：学習指導案の作成を行う。 

復習：模擬授業で指摘された箇所を改善

し，再評価する。 

30 

60 

 

15 まとめ 

講義全体を振り返り，これからの技

術科教育についてディスカッション

する。 

予習：講義全体を振り返り，技術科教育に

ついて自分なりの考えをまとめる。 

復習：ディスカッションで得られた知見を

もとに自分なりの指導観をまとめる。 

30 

 

60 

 

 レポート    

【テキスト】日本産業技術教育学会・技術教育分科会 編 「技術科教育概論」2018 九州大学出版会 

【参考書・参考資料等】 「中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 技術・家庭編」文部科学省 

「教師のための実践的技術科教育論」 中薗政彦 著  青葉印刷 

【学生に対する評価】 レポート・学習指導案，模擬授業，授業への参加態度などで総合的に判断し評価する。 

【実務経験内容】中学校教諭 教育カウンセラー 

 



教科番号 6522 授業科目名 工業科教育法Ⅰ（Teaching Theory of Technical Engineering I） 

教員免許取得のための必修科目／選択科目  必修科目（ 高校「工業」 ） 

開講時期 前 期 単位数 ２単位 担当教員名  大山 良一 担当形態 単 独 

科  目 教科及び教科の指導法に関する科目 

施行規則に定める科目区分又は事項等 各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

【授業の到達目標及びテーマ】 

 ・高校｢工業｣の教員に必要な教科｢工業｣の基礎的・基本的な知識と技術を習得する。 

・教科｢工業｣の目標と役割を理解し，学習指導や技術指導など実践的指導力を身につける。 

・教育課程や年間指導計画，学習指導案等について理解を深める。 

【授業の概要】 

 ・学習指導要領の教科「工業」の内容や学校をとりまく環境の変化，教育改革等について解説する。 

・情報機器及び教材の効果的な活用法を紹介する。 

・卒業生の体験談や学校現場の優れた実践事例などの情報を多く取り入れ理解の深化を図る。 

・工業教育への実践的指導力を涵養するため，模擬授業・授業研究を実施する。 

【授業計画】 

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 
オリエンテーショ

ン 

工業科教育法Ⅰの内容について要点を

確認。工業高校の現状を解説する。 

教師のあるべき姿について考察する 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 
工業教育の目的 

と役割 

技術立国日本を支えてきた工業高

校卒技術者の姿や｢ものづくりは

人づくり｣の意味について解説 

教師のあるべき姿について考察する 

授業の内容を復習する。 
３０ 

６０ 

３ 
望ましい工業教育

の在り方 

工業高校卒技術者を育成するため

に何が必要かについて解説 

教師のあるべき姿について考察する 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 
工業教育の変遷 

（その１） 

戦前の工業教育について 

｢明治～大正～昭和初期｣ 

明治～大正時代の日本の姿について 

授業の内容を復習する 

３０ 

６０ 

５ 
工業教育の変遷 

（その２） 

戦後の工業教育と教育改革，新制高校

発足から現在に至るまでの変遷 

戦後の日本の経済復興と｢工業高校

卒技術者の活躍｣についてまとめる 

３０ 

６０ 

６ 
教育関係法規 

と学習指導要領 

憲法・教育基本法・学校教育法など関係

法令と学習指導要領について解説する。 

提出課題のまとめ 

授業の内容を復習する 

３０ 

６０ 

７ 
学習指導要領と 

教科｢工業｣の規定 

教科「工業」に関する諸規定について

解説する。 

学習指導要領[工業]編の資料を一読 

諸規定について確認する 

６０ 

６０ 

８ 
学習指導要領の各

科目の内容 

「工業」の各科目の内容と目標につい

て解説する。 

学習指導要領「工業」偏の各科目の

内容を一読。内容・目標を確認する 

６０ 

６０ 

９ 
工業科の教育課程 

と学習指導 

教育課程編成と学習指導上の留意点に

ついて説明と前時の小テストの実施 

小テストへの準備。ＫＲ情報など学

習指導の要点を復習する 

６０ 

６０ 

10 
年間指導計画の編

成 

各学生の専門分野における年間指導計

画の編成について解説する。 

各学生の専門分野の年間指導計画に

ついて調べる。内容を確認する。 

６０ 

６０ 

11 
学習指導案作成 

（その１） 

学習指導案の形式と作成上の留意

点･･･導入・展開、作成演習 

学習指導案の意義について調べる 

課題「学習指導案の作成」について 

６０ 

１００ 

12 
学習指導案作成 

（その２） 
学習指導案作成演習･･･評価、課題 

課題「学習指導案の作成」について 

評価の要点を復習する。 

６０ 

６０ 

13 模擬授業 
マイクロティーチングと授業研究 

授業評価と討議 

模擬授業課題の説明の仕方について 

自分の模擬授業とその評価を省みる 

６０ 

６０ 

14 
「実習」「製図」 

「課題研究」の指導 

「ものづくり教育」の中心となる

実技的科目の指導上の留意点 

提出課題のまとめ 

授業の内容を復習する 

３０ 

６０ 

15 まとめ 
授業全体を振り返り要点を再確認

する 

配付資料の整理 

期末テストに備え授業の内容を復習 

６０ 

１００ 

 定期試験    

【テキスト】 テキストは特に定めない。毎時間，授業の骨子・内容に関するプリントを用意する。 

【参考書・参考資料等】 高等学校学習指導要領解説｢工業｣ 文部科学省 実教出版 

            「工業科教育法の研究」 改訂版 中村豊久他共著  実教出版 

【学生に対する評価】  [資料整理,課題提出,ノート取得状況]（３５％），[定期試験]（６５％） 

           で総合的な評価を行う。 

【実務経験内容】 高校教諭（校長） 

 



教科番号 6523 授業科目名 工業科教育法Ⅱ（Teaching Theory of Technical Engineering Ⅱ ） 

教員免許取得のための必修科目／選択科目 必修科目（ 高校「工業」 ） 

開講時期 後 期 単位数 ２単位 担当教員名 大山 良一 担当形態 単 独 

科  目 教科及び教科の指導法に関する科目 

施行規則に定める科目区分又は事項等 各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

【授業の到達目標及びテーマ】 

・法令や学習指導要領を踏まえ，工業科の教育課程と学習指導について理解を深める。 

・「工業科教育法Ⅰ」の学習内容に加え，工業高校の各種の教育活動について理解する。 

・工業高校における｢ものづくり教育｣の実践に必要な知識・技術について習得する。 

【授業の概要】 

  ・「工業科教育法Ⅰ」との関連を図り，工業教育に必要な基礎的・基本的事項や教育活動について解説する。 

・情報機器及び教材の効果的な活用法について紹介する。 

・各学科の科目で指導案の作成演習・模擬授業・授業研究を行い，実践的指導力の向上を図る。 

【授業計画】 

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 
オリエンテーショ
ン 

工業科教育法Ⅰの総括と教員採用試
験の現況等 

工業科教育法Ⅰの資料を復習する 

配付資料の学習内容を復習する 
３０ 

６０ 

２ 学校運営（その１） 
工業高校と教育行政機関について解説
する 

事前に配付した資料を読む 

配付資料の学習内容を復習する 

３０ 

６０ 

３ 学校運営（その２） 校務分掌と職員会議について解説する 
校務分掌・職員会議について調べ
る。学習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

４ 学校運営（その３） 
工業高校の PTA･学級経営について
その役割を説明する 

学級担任の任務について調べる 

学習内容を復習する 

６０ 

６０ 

５ 教師の研修体制 
初任者研修・経験者研修・自主研修等
について 

初任者研修の目的について調べ
る。学習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

６ 
工業高校における
進路指導の在り方 

工業高校における進路指導の在り方
と状況を解説する。 

新聞等で高校生向けの求人状況につ

いて調べる。授業の内容を復習する 

３０ 

６０ 

７ 
工業高校における
生徒指導の在り方 

生徒指導の在り方（いじめ、体罰）現
状と対応について学ぶ 

現状について調べる。 

討議内容を整理する。 

３０ 

６０ 

８ 
工業高校の教育改
革（その１） 

ドイツのマイスター制度とデュアル
システムを取り入れた工業教育につ
いて 

マイスター制度とは何か予習し
て望む。デュアルシステムの内容
について復習する。 

６０ 

６０ 

９ 
工業高校の教育改
革（その２） 

工業高校の活性化の取組(ものづくり競

技･資格取得等)を紹介する。 
ジュニアマイスター顕彰について
調べる。学習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 学習指導（その１） 
学習指導要領の趣旨を踏まえた学習
指導案を作成する 

工業科教育法Ⅰの資料を復習する。

提出課題の指導案を作成する。 
３０ 

６０ 

11 学習指導（その２） 
課題の指導案を基にした模擬授業と
その内容を全体で討議する 

授業の導入・展開の要点を復習す
る。学習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

12 学習指導（その３） 
課題の指導案を基にした模擬授業と
その内容を全体で討議する 

生徒の評価について調べる 

学習内容を復習する 

３０ 

６０ 

13 望ましい教師像 
工業教育をとおして倫理観を育む。また，

教師のあるべき姿について討議する 

工業教育に関する配付資料を読む。

討議内容を整理する。 

３０ 

６０ 

14 
工業高校における 

環境教育 

教科「工業」の目標に従い環境問題に
ついて説明する 

地球温暖化について調べる。課題｢環

境問題と工業教育の役割｣をまとめる 

３０ 

１００ 

15 まとめ 工業教育の基本事項について総括する 
これまでの配付資料の整理をする 

工業教育全般について復習する 

３０ 

６０ 

 定期試験    

【テキスト】 テキストは特に定めない。毎時間，授業の骨子・内容に関するプリントを用意する。 

【参考書・参考資料等】 高等学校学習指導要領解説 教科「工業」編 文部科学省 実教出版 

「工業科教育法の研究」 改訂版 中村豊久他共著  実教出版 

【学生に対する評価】 [資料整理,課題提出,ノート取得状況]（３５％），[定期試験]（６５％） 

           で総合的な評価を行う。 

【実務経験内容】 高校教諭（校長） 

 



教科番号 6721 授業科目： 総合演習Ⅰ（ Total Exercise Integrated Study Ⅰ ） 

開講時期 後期 （全）学科（４）年（２）単位   担当者： 竹下 俊一 

【授業の到達目標】 

 ・教員を目指す学生の教育現場での実践的な指導技術の向上を目標とする。 

【授業の概要】 

学校現場に取りまく現状と課題について、今日的、具体的な事例を通して学習する。また、学校現場の課題

に適切に対応できる実践的な指導力を身に付ける。また、アクティブラーニングについても積極的に取り入

れて実施していく。 

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間 

１ 教職総合演習の 

意義 

ガイダンス、大学における総合演 

習の位置づけ 

シラバスを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 求められる教師 

の資質・能力 

今後、特に求められる具体的な教 

師の資質・能力 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 教師と生徒 

 

カウンセリング・マインドと 生徒

への指導・援助のあり方 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 総合的な学習の 

時間の概説 

中学校、高等学校における総合的 

な学習の実際 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ 問題解決学習の 

意義と方法 

問題解決学習の理論と実際 プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ 自己表現と聴く 

技術 
話し方の基本と聴き方の技法 

演習問題を解説し発表する。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

７ 演習 １ バズ学習の理論と方法 プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

８ 演習 ２ バズ学習の実際と実践、グループ 

で話し合い、発表する。 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

３０ 

６０ 

９ ウエルビング法 ウエルビング法を生かした福祉学 

習の課題 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 演習 ３ 福祉学習の実際と実践、グループ 

で話し合い、発表する。 

プリントを読みまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

３０ 

６０ 

11 
ＫＪ法 ＫＪ法の理論と概略 

演習問題を解説し発表する。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

12 演習 ４ ＫＪ法の環境学習の実践、グルー 

プで話し合い、発表する。 

プリントを読みまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

３０ 

６０ 

13 ディベートの意 

義と方法 

ディベートの理論と方法 プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 演習 ５ ディベートの実際と実践、グルー 

プで話し合い、発表する。 

プリントを読みまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

３０ 

６０ 

15 まとめ・評価 学修の総括、理解度の評価 小テストの準備。  

ノートの整理とまとめ。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】 資料添付 

【参考書・参考資料等】 中学校学習指導要領、高等学校学習指導要領 

【成績評価基準・方法】 ノート取得状況＆受講態度（30%）、レポート（30%）、試験（40%）で総合的 な

評価を行う。 

【実務経験内容】 高校教諭 

 



教科番号 6722 授業科目： 総合演習Ⅱ（ Total Exercise Integrated Study Ⅱ ） 

開講時期 前期 （全）学科（４）年（２）単位   担当者： 竹下 俊一 

【授業の到達目標】 

 ・教員を目指す学生の教育現場での実践的な指導技術の向上を目標とする。 

【授業の概要】 

学校現場に取りまく現状と課題について、今日的、具体的な事例を通して学習する。また、学校現場の課

題に 適切に対応できる実践的な指導力を身に付ける。 

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間 

１ ガイダンス 総合演習応用の目的 シラバスを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 自己理解と他者

理解 

エゴグラムを活用した自己理 

解、他者紹介の手順 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 人間理解と人間

関係づくり １ 

構成的エンカウンターによる 

「人間関係づくり」 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 人間理解と人間

関係づくり ２ 

コミュニケーション能力の向 

上、保護者との関わり 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ グループ構成の

工夫 

討議のためのグループ構成、ディ

スカッションに対する心構え 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ 
テーマの選択 

興味・関心や問題意識について 

の討議 

演習問題を解説し発表する。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

７ 資料収集と調査 資料収集に当たっての工夫と 方

法、関連文献の調査 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

８ レポートの作成 レポートのアウトラインの作 

成、情報カードの活用 

テーマについて考えをまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ 発表のための討

議 

問題点や意見をまとめる プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 グループの発表

と意見交換 １ 

発表内容の検討、発表シートの 

作成 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 グループの発表

と意見交換 ２ 

発表における工夫、予想質問の 

検討 

演習問題を解説し発表する。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

12 教職科目の基礎

力練成 １ 

教育法規と教育課程のまとめ と

整理 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 教職科目の基礎

力練成 ２ 

生徒指導と教育相談のまとめ と

整理 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 教職科目の基礎

力練成 ３ 

教育心理と教育史のまとめと 整

理 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

15 まとめ・評価 学修の総括、理解度の評価 小テストの準備。  

ノートの整理とまとめ。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】 資料添付 

【参考書・参考資料等】 中学校学習指導要領、高等学校学習指導要領 

【成績評価基準・方法】 ノート取得状況＆レポート（30%）、小テスト（10%）、試験（60%）で総合的な

評価を行う。 

【実務経験内容】 高校教諭 

 



教科番号 4184 授業科目
開講時期 前期 担当者：

回数 授業内容 時間（分）

1
授業の概要、進め方について説
明

90

2 ソフトの特徴 90

3 ソフトの基本操作 90

4 2次元モデリング 90

5 2次元モデリング 90

6 2次元モデリングの課題作成 90

7 演習の成果をまとめ発表する 90

8 ３次元モデリング 90

9 ３次元モデリング 90

10 ３次元モデリング 90

11 ３次元モデリング 90

12 課題に合わせた演習 90

13 課題に合わせた演習 90

14 課題に合わせた演習 90

15 授業全体の総括 90

【テキスト】
【参考書・参考資料等】

【学生に対する評価】
【実務経験内容】

講義資料を配付する
適宜配布する
課題レポート
なし

【授業要旨】

：土木CAD演習（3D-CAD exercise）
本田　泰寛

【授業の到達目標】
・３次元CADソフトの役割や機能について学ぶ。
・演習を通じてソフトの基本的な使い方を身につける。

【授業の概要】
　土木分野の計画から維持管理のすべてにわたって３次元データの利活用が進められている。このような新しい時代のに
対応できる考え方や基本的な技術をみにつけるための演習を実施する。

環境エネルギー工学科　2年　２単位

学習課題（予習・復習）

講義

講義と演習

講義と演習

演習

演習

演習

発表及び発表内容内容に関す
るディスカッション

演習

演習

課題演習

演習

演習

演習

演習

演習

まとめ
講義内容に関するディスカッ
ションとまとめ

題目

ガイダンス

基本編

基本編

モデリング　基礎編

モデリング　基礎編

モデリング演習

成果発表

モデリング演習　応用
編
モデリング演習　応用
編
モデリング演習　応用
編
モデリング演習　応用
編

課題演習

課題演習



教科番号 4352 授業科目：

開講時期 前期 担当者：

回数 授業内容 時間（分）

1
交通の出現、道路・船舶・鉄道・航
空

60
30

2 交通機関の特性
60
30

3 道路交通、道路交通調査の分類
60
30

4 OD調査
60
30

5 速度調査、混雑度調査、整備率など
60
30

6 交通量の変動特性
60
30

7 演習 90

8 交通輸送量の将来推計の手法
60
30

9 道路交通量の将来推計の手法
60
30

10 総合交通輸送量のための将来推計
60
30

11
道路輸送システム、鉄道輸送システ
ム

60
30

12
海上輸送システム、航空輸送システ
ム

60
30

13
複合輸送システムの種類および期待
される役割

60
30

14
総合交通体系とは、都市交通計画と
都市道路交通施設

60
30

15 演習 90

交通工学（Traffic Engineering）

【授業の到達目標】各種交通システムの構成運用に関わる計画を行う側面と、交通各論 道路、鉄道、港湾、空港運輸工学の
関係出成り立っている。なかでも、道路交通が輸送容量、端末運送の面から見て交通の根幹といえる。よって道路交通を主
体とし交通工学の基本事項である交通体系、新交通システム等を理解する

【授業の概要】
道路交通を主体とし交通工学の基本事項である交通体系、新交通システムを理解した後、交通調査、交通需要推計、交通容
量を修得させる。最後に鉄道、港湾、空港の各交通の概要、技術的事項を中心に学習する。

環境エネルギー工学科　３年　２単位

【実務経験内容】

【テキスト】

【参考書・参考資料等】

【学生に対する評価】

【授業要旨】

題目

交通の歴史

交通機関の特性

道路交通調査の概要

道路交通調査(1)

道路交通調査(2)

道路交通調査(3)

まとめ①

交通需要予測(1)

交通需要予測(2)

講義
まとめと演習課題

交通需要推計(3)

交通システム(1)

交通システム(2)

複合交通システム

総合交通体系

岩元　泉

講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題

建設業（施工監督・一級土木施工管理士）

講義内容に関するディスカッ
ションとまとめ

学習課題（予習・復習）

講義資料を配付する

適宜配布する

出席状況(10%)､課題(10%)､試験(80%)で総合的な評価を 行う｡

まとめ②

講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題
講義内容に関するディスカッ
ションとまとめ
講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題
講義
まとめと演習課題



教科番号 4174 授業科目：
開講時期 前期 担当者：

回数 授業内容 時間（分）

1 全般説明
３０
６０

2
鉄と鋼の違い、設計手順、設計荷
重、作用と応力

３０
６０

3 鋼材の種類と分類
３０
６０

4 引張部材、細長比
３０
６０

5 圧縮部材、圧縮部材の設計
３０
６０

6 曲げ部材、曲げ＝圧縮＋引張り
３０
６０

7
・演習問題の解答・解説
・まとめ

１２０
６０

8 接合の定義、溶接、ボルト接合
３０
６０

9 溶接、ボルト接合
３０
６０

10 設計手順、設計条件、概略設計
３０
６０

11 主桁に関するちから、断面、連結
３０
６０

12 垂直補剛材、対傾構
３０
６０

13 横構の設計、支承の設計
３０
６０

14
・演習問題の解答・解説
・まとめ

１２０
６０

15 修学のまとめと総括
６０

１２０

【実務経験内容】

【テキスト】
【参考書・参考資料等】

【学生に対する評価】 レポートおよび試験
なし

橋梁工学（Bridge Engineering）

【授業の到達目標】
　景観学の理論や景観設計論について理解し、実践演習を通して景観デザインのスキルを習得する。

【授業の概要】　社会資本整備において、景観的機能向上に貢献できる人材育成の社会的ニーズが高まっている。景観デザ
イン論では具体的な学習フィールドを設定し、地域景観の分析力、参加型プロジェクトにおけるファシリテーション力や課
題解決力、景観設計におけるアイデアの抽出力を習得し、総合的な景観デザイン力を養う。

テキスト(第1章)を予習する。
授業の内容を復習する。
テキスト(第2章)を予習する。
授業の内容を復習する。

部材の接合（1）

部材の接合（2）

鋼構造の基礎(2)

部材（1）

【授業要旨】

橋梁計画・設計（1）

橋梁計画・設計（2）

橋梁計画・設計（3）

橋梁計画・設計（4）

8回～13回までのまと
め小テスト

テキスト(第3章)を予習する。
授業の内容を復習する。
テキスト(第3章)を予習する。
授業の内容を復習する。
テキスト(第4章)を予習する。
授業の内容を復習する。

テキスト(第4章)を予習する。
授業の内容を復習する。

テキスト(第4章)を予習する。
授業の内容を復習する。

テキスト(第2章)を予習する。
授業の内容を復習する。
テキスト(第2章)を予習する。
授業の内容を復習する。
小テストの準備をする。
演習問題を解き理解を深める。

環境エネルギー工学科　３年　２単位 本田　泰寛

学習課題（予習・復習）
テキスト(第全章)を予習する。
授業の内容を復習する
テキスト(第1章)を予習する。
授業の内容を復習する

題目

鋼構造物

鋼構造の基礎(1)

部材（2）

部材（3）

１回～６回までのまと
め小テスト

テキスト(第4章)を予習する。
授業の内容を復習する。
小テストの準備をする。
演習問題を解き理解を深める。
まとめ講義の準備
まとめと総括

絵とき鋼構造の設計　　　栗津清蔵、田島、徳山　　　Ohmsha
適宜配布する

まとめ



教科番号 4351 授業科目：

開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
60

30

2
60

30

3
60

30

4
60

30

5
60

30

6
60

30

7 90

8
60

30

9
60

30

10
60

30

11
60

30

12
60

30

13
60

30

14
60

30

15 90

【授業の要旨】

道路工学 （Road engineering）

　　環境エネルギー工学科　　　3年　　　　2単位 岩元　泉

【授業の到達目標】

交通の中の道路の有する多様な機能、各種交通実態調査の方法、将来の交通予測、道路整備の費用

等、道路計画に関わる要素を理解する。また、平面線形、縦断線形、交差部等の路線選定に関わる設計内容を理解する。

【授業の概要】公共の通路として、また、陸上の交通を担う重要な交通施設として道路、鉄道があり、経済・社会活

動を支える重要な基幹的社会資本でもある。我が国の道路状況は慢性的交通渋滞や狭幅員道路などの問題を依然として抱

え、近年の道路需要環境の増大に十分対処できているとはいえない。従って、構造、機能等の能率的・経済的対処を土質

工学、材料力学的基礎理論に基づき、アスファルト・コンクリート舗装へと展開する計画と設計に関する分野を学ぶ。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

生活と道路 道路の歴史、機能、経済
ﾃｷｽﾄを読みまとめる｡

授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

道路の種類・管理 道路の種類、管理、整備
ﾃｷｽﾄを読みまとめる｡

授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

道路の種類・管理 主要な道路施策、道路と情報
ﾃｷｽﾄを読みまとめる｡

授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

道路交通 道路交通、調査
ﾃｷｽﾄを読みまとめる｡

授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

道路設計 道路の構造基準、横断面の構成
ﾃｷｽﾄを読みまとめる｡

授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

道路設計 線形設計と視距
ﾃｷｽﾄを読みまとめる｡

授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

1～6回まとめ 演習問題
演習問題を解き理解を深める｡

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの内容をまとめる

舗装の設計
舗装の構造の変還、舗装の機能・性

能

ﾃｷｽﾄを読みまとめる｡

授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

舗装の設計 舗装設計の考え方
ﾃｷｽﾄを読みまとめる｡

授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

道路の施工 最近の道路施工技術
ﾃｷｽﾄを読みまとめる｡

授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

道路の施工
土工・路床・路盤の施工、アスファ

ルト舗装とコンクリート舗装

ﾃｷｽﾄを読みまとめる｡

授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

排水施設 道路と排水、道路の排水施設計画
ﾃｷｽﾄを読みまとめる｡

授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

道路の付属施設 安全・管理施設
ﾃｷｽﾄを読みまとめる｡

授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

維持修繕 道路の維持管理、舗装の修繕
ﾃｷｽﾄを読みまとめる｡

授業の内容を復習する｡小ﾃｽﾄ

8～14のまとめ 演習問題
演習問題を解き理解を深める｡

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの内容をまとめる

【実務経験内容】 建設業（施工監督・一級土木施工管理士）

【テキスト】 大学土木　道路工学　改訂3版　オーム社

【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布する｡

【学生に対する評価】 出席状況(10%)､課題(10%)､試験(80%)で総合的な評価を 行う｡



教科番号 4311 授業科目

開講時期 前期 担当者：

回数 時間（分）

1
３０

６０

2
３０

６０

3
３０

６０

4
３０

６０

5
３０

６０

6
３０

６０

7
１２０

６０

8
３０

６０

9
３０

６０

10
３０

６０

11
３０

６０

12
３０

６０

13
３０

６０

14
１２０

６０

15
６０

１２０

【授業の要旨】

：　河川工学　（River Engineering）

　　環境エネルギー工学科　　　3年　　　２単位 難波　礼治・寺村　淳

【授業の到達目標】

河川工学は、自然界と河川との密な関係を経験的に積み上げた土木工学の学問である。治水や水利の経験的技術を学び洪水

や渇水を防ぐ定量的な手法や方法を学ぶ。

【授業の概要】

太古の昔より積み重ねてきた経験則と物理法則が重要である。河川と社会との関わりよりスタートする。河川の治水と利水について学ぶ。さらに、河川

と近年の環境の在り方にも触れて、バランス感覚をもった河川工学の提案ができるように講義を進めたい。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

河川と社会（１） 文明と川
テキスト(第1章)を予習する。

授業の内容を復習する。

河川と社会（２） 地勢を見る、河川の管理
テキスト(第1章)を予習する。

授業の内容を復習する。

河川技術の基礎（１） 流出解析
テキスト(第2章)を予習する。

授業の内容を復習する。

河川技術の基礎（２） 計画高水の水理
テキスト(第2章)を予習する。

授業の内容を復習する。

川と治水（１） 水害の変遷、治水対策の変遷
テキスト(第3章)を予習する。

授業の内容を復習する。

川と治水（２） 治水対策の手法
テキスト(第3章)を予習する。

授業の内容を復習する。

１回～６回までの

まとめ小テスト

・演習問題の解答・解説

・まとめ

小テストの準備をする。

演習問題を解き理解を深める。

川と利水（１） 川の水利用
テキスト(第4章)を予習する。

授業の内容を復習する。

川と利水（２） ダム、貯水池の水質水理
テキスト(第4章)を予習する。

授業の内容を復習する。

川と環境（１） 河川環境とは
テキスト(第5章)を予習する。

授業の内容を復習する。

川と環境（２） 河川の水質
テキスト(第5章)を予習する。

授業の内容を復習する。

川と環境（３） 魚が住む川，植生のある川へ
テキスト(第5章)を予習する。

授業の内容を復習する。

川と環境（４） 多自然型川づくり
テキスト(第5章)を予習する。

授業の内容を復習する。

8回～13回までのま

とめ小テスト

・演習問題の解答・解説

・まとめ

小テストの準備をする。

演習問題を解き理解を深める。

まとめ 修学のまとめと総括
まとめ講義の準備

まとめと総括

【実務経験内容】 なし

【テキスト】 大学土木 　河川工学（改訂2版）　　　玉井 信行 編、浅枝 隆 著、他　　　Ohmsha

【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布する。

【学生に対する評価】 ノート取得状況と受講態度（30%）、レポート（10%）、試験（60%）で総合的な評価を行う。



教科番号 4360 授業科目

開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
３０

６０

2
３０

６０

3
３０

６０

4
３０

６０

5
３０

６０

6
３０

６０

7
１２０

６０

8
３０

６０

9
３０

６０

10
３０

６０

11
３０

６０

12
３０

６０

13
３０

６０

14
１２０

６０

15
６０

１２０

【授業の要旨】

：　鉄筋コンクリート工学　（Reinforced Concrete Engineering）

　　環境エネルギー工学科　　　３年　　　２単位 難波　礼治

【授業の到達目標】

許容応力度設計法の有効性と簡便性を理解する。さらに、構造材料の工学的特性をふまえた限界状態設計法を示しながら両

設計法について理解する。

【授業の概要】

土木構造物の大多数がコンクリートを鉄筋で補強した鉄筋コンクリート造を示す。鉄筋コンクリート造の構造体に種々の荷

重が作用した場合における内部に生じる応力状態や変形性状あるいは破壊について解説し、これらの計算手法を習得する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

序論
コンクリートとは

鉄筋コンクリートとは
コンクリートの特徴を予習、復習

鉄筋コンクリートの設計法
部材の応力計算上の仮定、鉄筋の許

容応力度

曲げ部材を予習

授業内容を復習

許容応力度設計法1
曲げモーメントを受ける部材1

単鉄筋長方形断面

設計法を予習

授業内容を復習

許容応力度設計法2
曲げモーメントと軸方向力を受ける

部材の断面算定

単鉄筋断面を予習

授業内容を復習

許容応力度設計法3
曲げモーメントを受ける部材2

複鉄筋長方形断面

複鉄筋断面を予習

授業内容を復習

許容応力度設計法4
曲げモーメントと軸方向力を受ける

部材の断面算定

部材断面算定を予習

授業内容を復習

１回～６回までの

まとめ小テスト

・演習問題の解答・解説

・まとめ

小テストの準備。

演習問題を解き理解を深める。

限界状態設計法1 曲げ部材の終局強度耐力の計算
曲げ部材を予習

授業内容を復習

限界状態設計法2 単鉄筋長方形断面
単鉄筋断面を予習

授業内容を復習

限界状態設計法3 複鉄筋長方形断面
複鉄筋断面を予習

授業内容を復習

限界状態設計法4
せん断力を受ける部材の終局限界状

態に対する検討

せん断力部材を予習

授業内容を復習

限界状態設計法5
せん断補強鉄筋を用いない部材のせ

ん断耐力

せん断補強筋を予習

授業内容を復習

限界状態設計法6
せん断補強鉄筋により受け持たれる

設計せん断耐力

せん断補強筋を予習

授業内容を復習

8回～13回までのま

とめ小テスト

・演習問題の解答・解説

・まとめ

小テストの準備。演習問題を解き理解を

深める。

まとめ 修学のまとめと総括
まとめ講義の準備

まとめと総括

【実務経験内容】 なし

【テキスト】 絵とき鉄筋コンクリートの設計　栗津清蔵　他、　オーム社　　　　　　その他配布プリント

【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布する。

【学生に対する評価】 ノート取得状況と受講態度（30%）、レポート（10%）、試験（60%）で総合的な評価を行う。



教科番号 4365 授業科目

開講時期 前期 担当者：

回数 時間（分）

1
６０

１２０

2
６０

１２０

3
６０

１２０

4
６０

１２０

5
６０

１２０

6
６０

１２０

7
６０

１２０

8
６０

１２０

9
６０

１２０

10
６０

１２０

11
６０

１２０

12
６０

１２０

13
６０

１２０

14
６０

１２０

15
６０

１２０

【実務経験内容】 なし

【テキスト】 実験指導書3冊より抜粋　　土木学会編、プリント配布

【参考書・参考資料等】 プリント配布、　土木学会編

【学生に対する評価】 レポート（80％）、取組み状況（20％）で総合評価を行う。

レイノルズ実験
流れ観測による層流・乱流の判定、

レイノルズ数計算

配布テキストを予習する。

授業の復習をする

開水路実験 開水路流速分布の計測
配布テキストを予習する。

授業の復習をする。

浮体安定実験
浮体のきっ水測定、浮体安定条件の

計算

配布テキストを予習する。

授業の復習をする

オリフィス流出実験
水位・流量測定、流量係数の計算、

グラフ作成

配布テキストを予習する。

授業の復習をする

土の締め固め試験
試料調整･採取･含水比測定､つき固め

試験

配布テキストを予習する。

授業の復習をする

静水圧の測定 傾斜マノメータによる圧力差の測定
配布テキストを予習する。

授業の復習をする

粒度試験(2) 浮ひょうによる沈降分析法
配布テキストを予習する。

授業の復習をする

液性限界試験､塑性限界
土の試料調整､採取､試験方法､含水比

測定

配布テキストを予習する。

授業の復習をする

土粒子の密度試験､含水比試験
試験方法､実験結果の整理､結果の利

用法

配布テキストを予習する。

授業の復習をする

粒度試験(1) ふるい残留資料の採取､ふるい分け
配布テキストを予習する。

授業の復習をする

骨材（細粗）物理実験
フルイ分け試験、比重試験、吸水率

試験

配布テキストを予習する。

授業の復習をする

コンクリート試験（２）
圧縮強度試験（配合設計による・AE

コンクリート）

配布テキストを予習する。

授業の復習をする

配合設計（AE コンクリート） 配合設計の手法と設計法・配合計算
配布テキストを予習する。

授業の復習をする

セメント物理実験
セメント物理的実験、試験供試体作

成

配布テキストを予習する。

授業の復習をする

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

コンクリート試験（１） 強度試験供試体作成
配布テキストを予習する。

授業の内容を復習する。

【授業の要旨】

：　土木実験　（Tests/Experiments - Civil Engineers  ）

　　環境エネルギー工学科　　　３年　　　２単位 難波　礼治・岩元　泉

【授業の到達目標】

（１）コンクリートの基本的な性質を体験し規格値を得る手法を修得する。

（２）土質に関する試験の目的・方法を理解し土の基本的性質を理解する。

（３）水理実験を行い、実際の水の流れやその挙動を観察して理論との比較を習得する。

【授業の概要】

コンクリート，土質、水理に関する基本的な試験や実験を行う。その試験・実験を小グループで体験し収集取得したデータの解析ならび

に科学的考察までを行う。得られた結果をもとに各分野における応用技術や問題解決の指針を示せる能力を育成する。



教科番号 4366 授業科目

開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
６０

１２０

2
６０

１２０

3
６０

１２０

4
６０

１２０

5
６０

１２０

6
６０

１２０

7
６０

１２０

8
６０

１２０

9
６０

１２０

10
６０

１２０

11
６０

１２０

12
６０

１２０

13
６０

１２０

14
６０

１２０

15
６０

１２０

【授業の要旨】

：　環境・エネルギー演習　（Tests/Experiments - Environment ・energy  ）

　　環境エネルギー工学科　　　３年　　　２単位 全教員

【授業の到達目標】

（１）環境に関するさらなる知見を習得し実験実習見学を通して課題設定や解決能力を育む。

（２）エネルギーにに関するさらなる知見を習得し実験実習見学を通して課題設定や解決能力を育む。

【授業の概要】

環境やエネルギーに関する基本的な試験や実験を行う。その試験・実験を小グループで体験し収集取得したデータの解析ならびに科学的

考察までを行う。得られた結果をもとに各分野における応用技術や問題解決の指針を示せる能力を育成する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

水の浄化実験（１） 水浄化の原理について
配布テキストを予習する。

授業の内容を復習する。

水の浄化実験（２）
無機系凝集剤を用いた汚水浄化の実

験

配布テキストを予習する。

授業の復習をする

水圏の環境調査（環境微

生物について）（１）

水圏における微生物の採取と顕微観

察

配布テキストを予習する。

授業の復習をする

水圏の環境調査（BOD・

COD）（２）

生物化学的酸素要求量や化学的酸素

要求量についての試験

配布テキストを予習する。

授業の復習をする

大地のポテンシャル（１） 地下水流動と井戸の仕組み
配布テキストを予習する。

授業の復習をする

大地のポテンシャル（２） 温泉の湧出と観測手法
配布テキストを予習する。

授業の復習をする

水力発電実験（1）
小型キッドを使用しての水力発電し

ついて実験・演習を行う（1）。

配布テキストを予習する。

授業の復習をする

水力発電実験（2）
小型キッドを使用しての水力発電し

ついて実験・演習を行う（2）。

配布テキストを予習する。

授業の復習をする

風力発電実験（１）
小型キッドを使用しての風力発電に

ついての実験・演習を行う（１）。

配布テキストを予習する。

授業の復習をする

風力発電実験（２）
小型キッドを使用しての風力発電に

ついての実験・演習を行う（２）。

配布テキストを予習する。

授業の復習をする

太陽光パネル発電実験（１）
小型キッドを使用しての太陽光発電

についての実験・演習を行う

（１）。

配布テキストを予習する。

授業の復習をする

太陽光パネル発電実験（２）
小型キッドを使用しての太陽光発電

についての実験・演習を行う

（２）。

配布テキストを予習する。

授業の復習をする

環境系施設実地見学
上下水道施設・浄化槽センター等に

訪問して実地学習を行う。

配布テキストを予習する。

授業の復習をする

エネルギー系施設実地見学
地熱発電所・風力発電所等に訪問し

て実地学習を行う。

配布テキストを予習する。

授業の復習をする

まとめ 修学のまとめと総括
まとめ講義の準備

まとめと総括

【実務経験内容】 なし

【テキスト】 プリント配布

【参考書・参考資料等】 プリント配布

【学生に対する評価】 授業態度（60％）、レポート（40％）で総合評価を行う。



教科番号 4312 授業科目

開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
30

60

2
30

60

3
30

60

4
30

60

5
30

60

6
30

60

7
120

60

8
30

60

9
30

60

10
30

60

11
30

60

12
30

60

13
30

60

14
120

60

15 90

【授業の要旨】

：　土木情報学 （Civil Engineering Informatics） 

　環境エネルギー工学科　３　年　2　単位 田中　龍児・寺村　淳

【授業の到達目標】

1.社会インフラの整備・運用・管理における情報通信技術を適用することの意義を説明できる。　2.計測・通信・制御、ビ

ジュアル情報処理、ソフトコンピューティングについて、技術の原理と適用方法について説明できる。3.土木情報学の応用

としてのCIMについて、その意義と適用範囲について説明できる。

【授業の概要】

　3次元計測や衛星測位等の計測技術、IoTや建設機械の制御に用いられる通信・制御技術、デジタル画像解析やVR/AR等の

ビジュアル情報処理、 人工知能に用いられるニューラルネットワークや最新のディープラーニング等のソフトコンピュー

ティングの基礎を学習する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

土木情報学とは 土木情報学とは何か
講　義

まとめと演習課題

計測・通信・制御
3次元計測や衛星を用いた位置計測

技術であるGNSS

講　義

まとめと演習課題

計測・通信・制御
IoTや建設機械の遠隔・自動制御を支

える無線通信技術と制御技術

講　義

まとめと演習課題

ビジュアル情報処

理

デジタル画像の解析やバーチャルリ

アリティ等の表現技術の基礎となる

ビジュアル情報処理の基礎

講　義

まとめと演習課題

ビジュアル情報処

理
ビジュアル情報処理続き

講　義

まとめと演習課題

ビジュアル情報処

理
ビジュアル情報処理続き

講　義

まとめと演習課題

１回～６回までのま
とめ

課題についてディスカッションを行

い、理解を深める。
ディスカッションとまとめ

ソフトコンピュー
ティング

人間の感覚に近い制御ができるファ

ジィ理論

講　義

まとめと演習課題

ソフトコンピュー
ティング

生物の遺伝子の仕組みを応用した遺

伝的アルゴリズム

講　義

まとめと演習課題

ソフトコンピュー
ティング

ニューラルネットワークとディープ

ラーニングの原理

講　義

まとめと演習課題

土木情報学の応用
CIMの概念、設計・計画段階におけ

る適用と効果について

講　義

まとめと演習課題

土木情報学の応用 土木情報学の応用続き
講　義

まとめと演習課題

土木情報学の応用 土木情報学の応用続き
講　義

まとめと演習課題

８回～１３回までの
まとめ

課題についてディスカッションを行

い、理解を深める。
ディスカッションとまとめ

まとめ まとめと総括 まとめと総括

【実務経験内容】 政府機関（GPS測量、GIS解析、測量アプリの開発等）

【テキスト】 土木情報学、土木情報学委員会　教育企画小委員会 (編集)

【参考書・参考資料等】 プリンと配布

【学生に対する評価】 定期試験（70%）、レポート(30%)に基づき総合的に評価する。



教科番号 4465 授業科目：

開講時期 前期

回数 授業内容 学習課題（予習・復習） 時間（分）

1 概論
講義

まとめと演習課題

60

30

2 地域の自然環境
講義

まとめと演習課題

60

30

3 地域の生態系
講義

まとめと演習課題

60

30

4 地域の歴史
講義

まとめと演習課題

60

30

5 地域の風土
講義

まとめと演習課題

60

30

6 地域の文化
講義

まとめと演習課題

60

30

7 地域の経済と産業
講義

まとめと演習課題

60

30

8 地域の都市環境
講義

まとめと演習課題

60

30

9 地域インフラづくり１
講義

まとめと演習課題

60

30

10 地域インフラづくり２
講義

まとめと演習課題

60

30

11 地域インフラづくり３
講義

まとめと演習課題

60

30

12 地域インフラづくり４
講義

まとめと演習課題

60

30

13 地域インフラづくり５
講義

まとめと演習課題

60

30

14 地域インフラづくり６
講義

まとめと演習課題

60

30

15 まとめ
講義内容に関するディスカッ

ションと
90

地域社会環境学（Regional Community Design）

　　　担当者：本田　泰寛

【授業の到達目標】

　地域社会における環境づくり、景観づくり、風景づくりの理論や実践例について理解する。地方の創

生に向けた地域の重要性、可能性、活性化潜在性について学ぶ。

【授業の概要】地域の少子高齢化に伴い、地域活性化に資する地域づくりが望まれている中でその理論や実践的な方法論を

学習した人材が求められている。地域社会環境学では、地域活性化の事例学習とともに地域づくりの基礎理論を学習し、地

域課題の発見力や課題解決力を養う。

【実務経験内容】

【テキスト】

【参考書・参考資料等】

【学生に対する評価】

【授業要旨】

題目

ガイダンス

地域づくり基礎理論①

地域づくり基礎理論②

地域づくり基礎理論③

なし

まとめ

環境エネルギー工学科　２年　２単位

講義資料を配付する

小林一郎監修・風景デザイン研究会著 風景のとらえ方・つくり方 共立出版

レポートと課題発表

地域づくり実践理論 ②

地域づくり実践理論 ③

地域づくり実践理論 ④

地域づくり実践理論 ⑤

地域づくり実践理論 ⑥

地域づくり基礎理論④

地域づくり基礎理論⑤

地域づくり基礎理論⑥

地域づくり基礎理論⑦

地域づくり実践理論 ①



教科番号 4470 授業科目

開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
60

30

2
60

30

3
60

30

4
60

30

5
60

30

6
60

30

7
60

30

8
60

30

9
60

30

10
60

30

11
60

30

12
60

30

13
60

30

14
60

30

15 90

【実務経験内容】 国内外研究機関、、国際機関

【テキスト】 逐条解説　環境影響評価法　ぎょうせい

【参考書・参考資料等】

【学生に対する評価】 理解度テスト（または宿題・課題）に40点、期末テストに60点を配分し、さらに出席率を係数として乗ずる。

限界 環境アセスメントの範囲

環境アセスメントとリスクアセスメントとの違いに

ついて検討

総合討論

総括 開発はいかにあるべきか 小論文作成

環境影響評価準備書
実例をもとに準備書の作成について理解

講義内容の復習と理解度テスト

環境影響評価報告書
実例をもとに報告書の作成について理解

講義内容の復習と理解度テスト

アセスメントの実施（3）
土壌調査法について学習

講義内容の復習と理解度テスト

環境影響評価準備書
実例をもとに準備書の作成について理解

講義内容の復習と理解度テスト

アセスメントの実施（1）
鳥類の調査法について学習

講義内容の復習と理解度テスト

アセスメントの実施（2）
水質調査法について学習

講義内容の復習と理解度テスト

環境影響評価方法書（1）
実例をもとに方法論の決定について理解

確認テスト

環境影響評価方法書（2）
実例をもとに方法論の決定について理解

確認テスト

環境影響評価法（3）
第1種事業と第2種事業について学習

講義内容の復習と理解度テスト

手続き 計画段階配慮書
実例をもとに戦略的環境影響評価について理解

確認テスト

法令 環境影響評価法（1）
環境影響評価法の制定の経緯について学習

講義内容の復習と理解度テスト

環境影響評価法（2）
環境影響評価法の内容を学習

講義内容の復習と理解度テスト

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

導入 開発の影響
太陽光発電施設の問題

講義内容の復習と理解度テスト

【授業の要旨】

：　環境アセスメント　（Environmental assessment）

　　環境エネルギー工学科　3年　2単位 村尾　智

【授業の到達目標】

環境アセスメントの実務について基礎的な部分を理解する。

【授業の概要】

まず、開発が引き起こす問題について学習させ、環境アセスメントの必要性を理解させる。ついで、九州大学跡地の再開発

を教材として、アセスメントの実務に触れる。必要に応じて環境調査手法や分析手法についても解説を行う。



教科番号 4477 授業科目

開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
３０

６０

2
３０

６０

3
３０

６０

4
３０

６０

5
３０

６０

6
３０

６０

7
１２０

６０

8
３０

６０

9
３０

６０

10
３０

６０

11
３０

６０

12
３０

６０

13
３０

６０

14
３０

６０

15
６０

１２０

【実務経験内容】 野田市環境部環境保全課

【テキスト】 ビオトープ管理士資格試験公式テキスト　日本能率協会マネジメントセンター

【参考書・参考資料等】 適宜紹介する

【学生に対する評価】 試験（60％）レポート等（40％）に出席率を乗じて算定する。総合得点が60点以上を合格とする。

〃 環境及び生態系に係る計画
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

事例研究 これまでの講義を総括する。
演習問題に関してグループディスカッ

ションでレポートをまとめる。

〃 種の保護・保全法
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

〃 公園及び都市計画
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

環境関連法 環境法の基礎及び条約と法
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

〃 環境法令体系
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

ビオトープ論 生態系サービスと暮らし
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

〃 生態系保全とSDGｓ
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

〃 土壌学の基礎
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

まとめと小テスト 中間試験
小テストの準備をする。

授業の内容を復習する。

〃 生態系を支える環境要因
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

〃 水の大循環と地形・地質
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

生態系と生態学 生態系の基本概念
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

〃 生物活動と種及び系統
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

ガイダンス ビオトープとは何か
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

【授業の要旨】

ビオトープ論　（Theory of Biotope）

環境エネルギー工学科　　１　年　　２　単位 高嶋　洋

【授業の到達目標】

　地球環境と生態系保全の中でのビオトープの位置づけと水辺・湿地・草地及び林地など地形と密接に関わる特徴を理解し

た上で、人が関わる環境での生態系の保全方法とこれによる国際的取り組みへの貢献の意義について理解する。

【授業の概要】

　基盤となる大地における生態系と地域環境の相互作用、人間活動の影響と保護、及びこれに関連する法律などを理解した

うえで、大地の成り立ちと水循環を通して生態系への配慮事項や都市構築を理解する。なお、本科目はビオトープ管理士試

験及び環境再生医の内容と合致し、その資格取得受験に役立つ。



教科番号 4480 授業科目

開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
３０

６０

2
３０

６０

3
３０

６０

4
３０

６０

5
３０

６０

6
３０

６０

7
３０

６０

8
３０

６０

9
１２０

６０

10
３０

６０

11
３０

６０

12
３０

６０

13
３０

６０

14
３０

６０

15
６０

１２０

【実務経験内容】 野田市環境部環境保全課及び土木部下水道課

環境微生物の生態 呼吸、炭素固定と増殖

中間とりまとめ これまでの復習

【テキスト】 配布プリント等

【参考書・参考資料等】 土の微生物学　服部　勉・宮下清貴　養賢堂　環境微生物学 久保 幹他著 化学同人

【学生に対する評価】 試験（60％）レポート等（40％）に出席率を乗じて算定する。総合得点が60点以上を合格とする。

環境浄化，改善，

修復②
地質汚染浄化と微生物

事前配布資料を読んでおく。

授業の内容を復習する。

まとめ これまでの講義を総括する。
演習問題に関してグループディスカッ

ションでレポートをまとめる。

有害物質の除去

と分解の原理
重金属、有機塩素化合物の分解

事前配布資料を読んでおく。

授業の内容を復習する。

環境浄化，改善，

修復①
バイオレメディエーション

事前配布資料を読んでおく。

授業の内容を復習する。

環境微生物の解析
群衆構造を知る

環境微生物の同定と解析

事前配布資料を読んでおく。

授業の内容を復習する。

汚濁物質の除去

と分解の原理
BODの改善、悪臭の除去

事前配布資料を読んでおく。

授業の内容を復習する。

演習問題の実施

レポートの作成

物質循環と微生物 微生物と物質循環

事前配布資料を読んでおく。

授業の内容を復習する。

〃 窒素循環と微生物

事前配布資料を読んでおく。

授業の内容を復習する。

事前配布資料を読んでおく。

授業の内容を復習する。

事前配布資料を読んでおく。

授業の内容を復習する。

〃 リン循環と微生物

事前配布資料を読んでおく。

授業の内容を復習する。

〃 鉄の循環と微生物

環境微生物とは
微生物の分類

環境変化と環境微生物

事前配布資料を読んでおく。

授業の内容を復習する。

環境微生物の役割 炭素循環と環境微生物
事前配布資料を読んでおく。

授業の内容を復習する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

ガイダンス 地球上の物質循環と微生物
事前配布資料を読んでおく。

授業の内容を復習する。

【授業の要旨】

：　環境微生物学　（Environmental Microorganism ）

環境エネルギー工学科　　２　年　　２　単位 高嶋　洋

【授業の到達目標】

　微生物の活性にかかる原理を理解し、微生物の地球環境改変能力と影響について理解する。そのうえで、微生物の働きと

これを利用した浄化技術、並びに利用することによる地球環境への影響など、利用とリスクについて考える。

【授業の概要】

　地球環境や物質循環の観点から，環境微生物がどのような機能を有し，どのような役割を果たしているのかを解説する。

また，環境修復など社会的要請とこれに利用される環境微生物の働きと環境への影響について考える。



教科番号 4313 授業科目

開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1

30

30

30

2
60

30

3

30

30

30

4
60

30

5
60

30

6
60

30

7
60

30

8
60

30

9
60

30

10
60

30

11
60

30

12
60

30

13
60

30

14
60

30

15
60

30

【授業の要旨】

：　資源利用論　（Natural Resource Management）

　　環境エネルギー工学科　3年　2単位 村尾　智

【授業の到達目標】

鉱物資源の利用について現状を理解するとともに、資源に依存する現代社会の持続可能性について考察を深める。

【授業の概要】

教科書に従って、1章ずつ読み進めるが、章ごとに副教材を使って議論するとともに、適宜、受講生の小論文提出を求める。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

成長の限界 環境問題

環境問題の概要把握

教材による研究

講義内容の復習と理解度テスト

貧困
貧困の諸相について研究

復習と課題提出

持続可能な発展

HDIについて研究

MDGsについて研究

SDGsについて研究

問題の伏線 化学の発展

教科書序論：人類の素材利用が天然資源から合成物

へと広がってきたことを理解する。

講義内容の復習と理解度テスト

開発に伴う課題

需要の変遷

教科書第1章：技術の発達により非金属から金属へ

需要が広がったことを理解する。

講義内容の復習と理解度テスト

需要の変遷

教科書第1章：技術の発達により非金属から金属へ

需要が広がったことを理解する。

講義内容の復習と理解度テスト

資源の価値とは

教科書第2章：資源の価値は工業利用だけではない

事、人間の感情まで考慮すべきことを学ぶ。

講義内容の復習と理解度テスト

経済発展（1）

教科書第3章：鉱物資源と経済発展について研究す

る。

講義内容の復習と理解度テスト

経済発展（2）
独自教材により零細及び小規模採掘について研究

講義内容の復習と理解度テスト

消費のあり方
教科書第4章：現代社会の過剰な消費について議論

講義内容の復習と理解度テスト

ガバナンス
教科書第5章：資源保有国の貧困について議論

講義内容の復習と確認テスト

環境汚染と事故
教科書第6章：資源産業の負の側面を学習

講義内容の復習と確認テスト

【実務経験内容】 国内外研究機関、、国際機関

【テキスト】 サリーム・アリ著（村尾智訳）「鉱物の人類史」青土社

【参考書・参考資料等】 上野英信著「地の底の笑い話」、同「追われゆく鉱夫たち」、川原一之著「口伝亜砒焼き谷」、全て岩波新書。

【学生に対する評価】 理解度テスト（または宿題・課題）に40点、期末テストに60点を配分し、さらに出席率を係数として乗ずる。

教科書第9章の読み込み

まとめの小論文

循環社会
教科書第7章の読み込み

理解度テスト

生態系
教科書第8章の読み込み

理解度テスト

総括 資源利用と環境保護、社会の発展



教科番号 4367 授業科目

開講時期 前期 担当者：

回数 時間（分）

1
３０

６０

2
３０

６０

3
３０

６０

4
３０

６０

5
３０

６０

6
３０

６０

7
１２０

６０

8
３０

６０

9
３０

６０

10
３０

６０

11
３０

６０

12
３０

６０

13
３０

６０

14
３０

６０

15
６０

１２０

【授業の要旨】

：　水環境工学（上下水道工学）（Water Environmental Enginneering）

環境エネルギー工学科　　2　年　　２　単位 高嶋　洋

【授業の到達目標】

　水循環と水質化学の基礎的事項及び上下水道に係る環境衛生工学の基礎とその重要性を理解し、実生活に生かす能力を習

得する。併せて地形勾配の意味を理解し、管路技術の基礎を習得する。

【授業の概要】

　水循環の中にある人々の暮らしを考え、その保全の重要性と水科学の基礎知識から得られる方法論を理解する。そのうえ

で社会システムとして構築された上水、下水システムを理解し、都市構築に必要な制度のあり方と個々のシステムの特性か

ら考えられる社会への適用性を考える。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

水環境問題の概要 水文学と水環境問題
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

水の基礎科学 水の基礎科学（ｐH,溶解、ppm）
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

〃
水の基礎科学（酸塩基、酸化還元電

位）

テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

〃 生体に係る水と毒性
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

水循環と環境 水の大循環と水資源
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

〃 水道水源と地下水マネジメント
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

まとめと小テスト 中間試験
小テストの準備をする。

授業の内容を復習する。

水質関連法と基準 公害問題と水
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

〃 環境基本法と水質基準
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

〃 水質汚濁防止法、水道法、下水道法
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

都市と水 上水道及び下水道概論
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

上下水道システム 上水道システムの概要と計画
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

水処理プロセス 浄水処理と下水処理プロセス
テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

集落排水と浄化槽
地域排水、集落排水と浄化槽の持続

可能性

テキストを読んでおく。

授業の内容を復習する。

まとめ これまでの講義を総括する。
演習問題に関してグループディスカッ

ションでレポートをまとめる。

【実務経験内容】 野田市環境部環境保全課及び土木部下水道課

【テキスト】 よくわかる水環境と水質　武田育郎著　オーム社

【参考書・参考資料等】 （大学土木）水環境工学　松尾友矩編、田中省三ほか著　オーム社

【学生に対する評価】 試験（60％）レポート等（40％）に出席率を乗じて算定する。総合得点が60点以上を合格とする。



教科番号

開講時期

回数 授業内容 時間（分）

1 景観デザイン概論
60

30

2 橋梁景観・構造デザイン
60

30

3 道路・街路景観など
60

30

4 河川景観、港湾景観など
60

30

5 公園、緑地デザインなど
60

30

6
土木遺産・歴史的土木構造物とま

ちづくり

60

30

7 対象地の把握
60

30

8 現地調査フィールドワーク
60

30

9
対象地の課題抽出とディスカッ

ション

60

30

10 基本コンセプトの立案
60

30

11 提案のとりまとめ
60

30

12 提案のとりまとめ
60

30

13 プレゼン資料作成
60

30

14
成果プレゼン

ディスカッション

60

30

15
成果プレゼン

ディスカッション

60

30

授業科目：景観デザイン論（Landscape Design）

【授業の到達目標】

景観学の理論や景観設計論について理解し、実践演習を通して景観デザインのスキルを習得する。

【授業の概要】　社会資本整備において、景観的機能向上に貢献できる人材育成の社会的ニーズが高まっている。景観デザイ

ン論では具体的な学習フィールドを設定し、地域景観の分析力、参加型プロジェクトにおけるファシリテーション力や課題

解決力、景観設計におけるアイデアの抽出力を習得し、総合的な景観デザイン力を養う。

4677

前期

題目

ガイダンス

景観デザイン理論①

景観デザイン理論②

景観デザイン理論③

景観デザイン理論④

景観デザイン理論⑤

グループ演習①

グループ演習②

グループ演習③

グループ演習④

グループ演習⑤

グループ演習⑥

グループ演習⑦

グループ演習⑧

グループ演習⑨

小林一郎監修・風景デザイン研究会著 風景のとらえ方・つくり方 共立出版

篠原修　景観用語辞典、彰国社

レポートおよび試験

なし【実務経験内容】

【テキスト】

【参考書・参考資料等】

【学生に対する評価】

準備

内容の復習

準備

内容の復習

準備

内容の復習

講義

まとめと演習課題

準備

内容の復習

準備

内容の復習

準備

内容の復習

準備

内容の復習

学習課題（予習・復習）

環境エネルギー工学科　３年　２単位 担当者：本田　泰寛

準備

内容の復習

準備

内容の復習

講義

まとめと演習課題

講義

まとめと演習課題

講義

まとめと演習課題

講義

まとめと演習課題

講義

まとめと演習課題

【授業要旨】



教科番号 4459 授業科目

開講時期 前期 担当者：

回数 時間（分）

1
60

30

2
60

30

3
60

30

4
60

30

5
60

30

6
60

30

7
60

30

8
60

30

9
60

30

10
60

30

11
60

30

12
60

30

13
60

30

14
60

30

15
60

30

【授業の要旨】

：　緑地環境工学（Green Tract Environmental Engineering）

　環境エネルギー工学科　3　年　2　単位 寺村　淳

【授業の到達目標】

　緑地のもつ多くの環境機能について知識を深め、基礎的な緑化自然再生技術を取得することを目標とする。

【授業の概要】

　水と緑の生態系は古代文化文明の発祥の源となり、多様な生物の生育、生存に大きく関わっている。これらは人々の精神的な癒しの場であると同時

に、生活に欠かせない多くの産物の生産源であり、新たな医薬に貢献する資源の宝庫としでも重要なものである。緑地環境工学では自然の価値と役割、

緑地の環境機能、土木事業と環境、都市計画や農村計画と緑地など、生活と緑の関わりと環境の保全について学習する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

生態系の概要
生態系の概要と環境緑化の考之方，

種の保存や生態系に関する法との関
　概要の理解

自然の価値と役割
文化文明や精神的財産、生産の場と

しての物質的財産や環境的財産
自然の価値と役割の理解

生物多様性と保全生

態学

生物多様性とは、野生生物を絶滅に

追い込む原因
生物多様性と保全生態学の理解

環境緑化工学の基礎

1

生物多様性のあり方と植物群落の分

類と序列化
環境緑化工学の基礎 の理解

環境緑化工学の基礎

2

植物群落の遷移と維持機能はどの様

になっているか
環境緑化工学の基礎 の理解

緑地の環境機能 1
生態系の構造とその意味、温暖化と

緑地機能
緑地の環境機能の理解

緑地の環境機能 2
斜面防災と緑地機能植生による表面

侵食防止、緑による土地保全効果
緑地の環境機能の理解

ミティゲーション
土木工事に伴う環境への負荷と保全

めための回避、最小化、修復等
ミティゲーションの理解

農村計画
農村の自然環境、農村整備事業、水

田圃場整備と生態系、農村における
農村計画の理解

農村計画・施工
農村の自然環境、水田と水辺環境の

生態系に配慮した施工と工法
農村計画・施工の理解

里山
里山の自然環境、里山の生態系、里

山のしくみ
里山の理解

森林計画 森林の計画、樹林設計、森林再生 森林計画の理解

緑化と自然再生の評

価法

生態系評価と環境ポテンシャル評

価、自然再生の評価法
緑化と自然再生の評価法の理解

緑化と自然再生技術

1

植栽基盤と林の構成、法面緑化と地

山緑化、都市緑化
緑化と自然再生技術 の理解

緑化と自然再生技術

2

屋上緑化と壁面緑化その方法と効

用、乾燥地の緑化
緑化と自然再生技術 の理解

【実務経験内容】 環境系コンサルタント・造園

【テキスト】 配布プリント

【参考書・参考資料等】 環境緑地学入門―理論と実際　鈴木伸一他著　コロナ社、緑地環境学　小林裕志他著，他別途適宜紹介する。

【学生に対する評価】 レポートおよび発表４０％，定期試験６０％



教科番号 4368 授業科目

開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
60

30

2
60

30

3
60

30

4
60

30

5
60

30

6
60

30

7
60

30

8
60

30

9
60

30

10
60

30

11
60

30

12
30

60

【授業の要旨】

グリーンインフラ概論

　環境エネルギー工学科　2　年　2　単位 寺村　淳

【授業の到達目標】

近年，世界的に注目され，持続可能な社会の基盤となることが求められ，国土交通省が今後の大きな柱として提示するグリーンインフラについて，その

概論と国内外の取り組みについて学び，自らの未来のまちづくりにどの様に活用できるかを提案できることを目標とする．

【授業の概要】

　新しい概念であるグリーンインフラは自然資源を活用し，ハード・ソフトをうまく組み合わせることで社会の基盤となるインフラのこ

とを指し，多様な取り組みが世界各国で行われている．日本の江戸時代などの伝統的な技術の中にはまさにグリーンインフラと言えるも

のもあり，世界でも注目されている．

　この様な背景から多様なグリーンインフラの事例を学び，自分たちの生活にどの様に活用できるかを考え提案する．

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

ガイダンス・グリーンインフ

ラとは
グリーンインフラの定義，総論

講　義

ディスカッション

グリーンインフラの仕組みと

歴史・社会の発展とインフラ

グリーンインフラがうまれた背景

インフラの役割

講　義

ディスカッション

持続可能な社会の基盤となる

グリーンインフラ

なぜ持続可能な社会が必要なのか

持続可能な社会を支えるためのインフ

ラとは

講　義

ディスカッション

自然と共生した社会を担うグ

リーンインフラ

自然と共生する社会とは

・環境問題・災害・エネルギー資源

講　義

ディスカッション

グリーンインフラを支えるク

リーンエネルギー①
バイオマス・風力・地熱

講　義

ディスカッション

グリーンインフラを支えるク

リーンエネルギー②
小水力・水素・新エネルギー

講　義

ディスカッション

グリーンインフラ

世界の旅①
ヨーロッパの事例

講　義

ディスカッション

グリーンインフラ

世界の旅②
北米・南米の事例

講　義

ディスカッション

グリーンインフラ

世界の旅③
アジアの事例

講　義

ディスカッション

グリーンインフラ

日本の旅①

日本の動向（国土交通省・環境省～草

の根まで），九州

講　義

ディスカッション

グリーンインフラ

日本の旅②

皇居・町田・琵琶湖・阿蘇・福岡・あ

まみず利用など

講　義

ディスカッション

グループワーク：これからの

社会とグリーンインフラ①
20年後の未来像を想像しよう グループワーク



13 90

14 90

15 90

グループワーク：これからの

社会とグリーンインフラ②

自分たちの想像する社会にグリーンイ

ンフラはどのような役割を果たせるか

提案

グループワーク

グループワーク：これからの

社会とグリーンインフラ③

自分たちの想像するグリーンインフラ

社会を絵にしよう
グループワーク

グループワーク：これからの

社会とグリーンインフラ④
発表会 グループワーク発表会

【実務経験内容】 新エネルギー事業，都市計画，地域計画

【テキスト】 プリント配布

【参考書・参考資料等】

決定版! グリーンインフラ：グリーンインフラ研究会：日経BP

グリーンインフラによる都市景観の創造―金沢からの「問い」：菊地直樹他：公人の友社

エコロジカル・デモクラシー:まちづくりと生態的多様性をつなぐデザイン：ランドルフ・T・へスター，土肥真人：鹿島出

版会

グリーンインフラ技術レポート2020：総合地球環境学研究所Eco-DRRプロジェクト

【学生に対する評価】 出席30%，中間試験30%，デザイン案発表40%



教科番号 4369 授業科目

開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
60

30

2
60

30

3
60

30

4
60

30

5
60

30

6
60

30

7
60

30

8
60

30

9
60

30

10
30

60

11
30

60

12
30

60

13 90

14 90

15 90

【授業の要旨】

環境エネルギーと社会インフラ

　環境エネルギー工学科　　3　年　　2　単位 高嶋　洋・寺村　淳

【授業の到達目標】

現在の人間社会の基盤には電力網等のエネルギーネットワークがあり，都市から地域まで，人間の営みには電気など様々な

エネルギーが利用されている．一方で石油資源の枯渇や二酸化炭素排出の問題を背景に持続可能なエネルギー資源の活用が

求められている．本講義では，これからの社会基盤の根底を担う環境エネルギーについて，その仕組みと社会での役割を理

解し，自ら提案できるまでを目標とする．

【授業の概要】

近年，TOYOTAが未来都市構想を発表し実装へ動き出すなど，新しい都市像が各地で描かれている．この未来都市の基盤と

なるエネルギー源は基本的に環境に配慮した持続可能なエネルギーを想定している．ここでは，これからの社会の基盤とな

る環境エネルギーの可能性を学び，自ら環境エネルギーを基盤とした街づくりを提案してみる．

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

ガイダンス・環境エネル

ギーとは

環境エネルギーの概要，授業の進め

方

講　義

振り返りと相互解説

世界と日本のエネルギー事

情と社会基盤

世界のエネルギー事情と，社会との

関係性について

講　義

振り返りと相互解説

新しいエネルギー開発の可

能性①

バイオマス・太陽光・水素エネル

ギーについて

講　義

振り返りと相互解説

新しいエネルギー開発の可

能性②
小水力・風力・その他について

講　義

振り返りと相互解説

カーボンニュートラルとエ

ネルギー社会①
脱炭素社会とは

講　義

振り返りと相互解説

カーボンニュートラルとエ

ネルギー社会②
脱炭素の実践と可能性

講　義

振り返りと相互解説

循環型社会とクリーンエネ

ルギー

持続可能な社会を支えるクリーンエ

ネルギの現状とこれから

講　義

振り返りと相互解説

分散型社会とクリーンエネ

ルギー

近未来志向における分散型社会にお

けるグリーンエネルギーへの期待

講　義

振り返りと相互解説

交通・運輸とクリーンエネ

ルギー

新しいモビリティとクリーンエネル

ギーの可能性

講　義

振り返りと相互解説

中間試験 これまでの講義の振り返り
試　験

答え合わせと解説

環境エネルギー都市をデザ

インしようGW1

環境エネルギー都市の可能性（フラ

イブルクからTOYOTAまで）

講　義

グループワーク

環境エネルギー都市をデザ

インしようGW2

霧島市のポテンシャル（地域のエネ

ルギー資源埋蔵量）

講　義

グループワーク

環境エネルギー都市をデザ

インしようGW3

霧島のエネルギー資源を活用した未

来都市をデザインする①
グループワーク

環境エネルギー都市をデザ

インしようGW4

霧島のエネルギー資源を活用した未

来都市をデザインする②
グループワーク

環境エネルギー都市をデザ

インしようGW5
デザイン案発表会 グループワーク発表会

【実務経験内容】 野田市環境部環境保全課，土木部下水道課，土木部管理課

【テキスト】 プリント配布

【参考書・参考資料等】 プリント配布

【学生に対する評価】 出席30%，中間試験30%，デザイン案発表40%



教科番号 新設 授業科目

開講時期 前期 担当者：

回数 時間（分）

1
60

30

2
60

30

3
60

30

4
60

30

5
60

30

6
60

30

7
60

30

8
60

30

9
60

30

10
60

30

11
60

30

12
60

30

13 90

14 90

15 90

【授業の要旨】

：地球環境とエネルギー（Energy and global environment）

　　環境エネルギー工学科　4年　　2単位 村尾　智

【授業の到達目標】

環境とエネルギーに関する国際動向を理解する。

【授業の概要】

エネルギー利用を持続するとともに環境を保全するため、国際社会が取り組んできた歩みを概観するとともに、国際条約の

具体例を取り上げて、今後の社会があるべき姿を探る。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

環境の危機 沈黙の春（1962年）①
レイチェル・カーソンの著書について講義

小テストによる定着

国連人間環境会議（1972年）
1972年の会議について講義

小テストによる定着

モントリオール条約（1987年）
オゾン層破壊物質に関する条約について講義

小テストによる定着

沈黙の春（1962年）②
レイチェル・カーソンの著書について講義

小テストによる定着

ジャレット・ハーディンの論文を解説する。

小テストによる定着
コモンズの悲劇（1968年）①

コモンズの悲劇（1968年）②
ジャレット・ハーディンの論文を解説する。

小テストによる定着

持続可能な開発（1987年）

国連環境と開発に関する世界委員会（ブルントラン

ト委員会）が出した考え方について講義

小テストによる定着

成長の限界（1972年）①
ローマクラブの指摘について講義

小テストによる定着

成長の限界（1972年）②
ローマクラブの指摘について講義

小テストによる定着

危機に立ち向かう国際社会

地球サミット（1992年）①
環境と開発に関する国際連合会議について講義

小テストによる定着

地球サミット（1992年）②
環境と開発に関する国際連合会議について講義

小テストによる定着

京都議定書（1997年）

地球温暖化防止京都会議（COP3）で採択された議

定書について講義

資料による研究

国連ミレニアム・サミット

（2000年）

SDGsについて講義

小テストによる定着

持続可能な開発に関する世界首

脳会議（2002年）

WSSDについて講義

小テストによる定着

国連サミット（2015年）
「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に記

載された国際目標SDGsについて解説する。

【実務経験内容】 商社、官公庁、国際機関。

【テキスト】

【参考書・参考資料等】 ①レイチェル・カーソン（1962）沈黙の春;②ローマクラブ（1972）成長の限界;③ブルントラント委員会（1987）我ら共有の未来;④Garrett Hardin (1968) The Tragedy of the Commons, Science Vol. 162, p. 1243-1248.

【学生に対する評価】 授業のたびに出す課題に40点、期末テストに60点を配分し、さらに出席率を係数として乗ずる。



教科番号 4371 授業科目

開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
３０

６０

2
３０

６０

3
３０

６０

4
３０

６０

5
３０

６０

6
３０

６０

7
１２０

６０

8
３０

６０

9
１２０

６０

10
３０

６０

11
３０

６０

12
３０

６０

13
３０

６０

14
１２０

６０

15
６０

１２０

【授業の要旨】

：　キャリアデザイン演習　（Career Education）

　　環境エネルギー工学科　　　3年　　　２単位 難波　礼治

【授業の到達目標】

近い将来、社会人となる学生たちに改めて自然環境工学科の専門知識・技能習得の意義を理解させることに勤めたい。本学の校訓は「個性の進展」とい

う言葉が掲げられている。自己の個性を理解し主体的に己自身の進路を開拓する能力や態度を育成し、就職活動に向けての心構え・物的備えについて具

体的に学ぶ。

【授業の概要】

卒業と同時に社会人となるが、それまでの進路は自分自身で決めなくてはならない。そして、就職活動を皮切りに自ら考え主体性を持ち行動できること

が必要となる。講義では働くことのへの気構えを育成し、自分自身の進路を切り開くちからを育成する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

ガイダンス
講義の概説（前年度の就職・進学の

報告）

社会情勢に関して予習する。

授業の内容を復習する。

学科での修学の意義
自然環境工学科で学んだ学問の魅力

ややりがい

学科での学びの意義を考える。

授業の内容を復習する。

就活・進学のタイムスケジュールの作成

就活・進学に関する報告書をもとに

就活スケジュールを作成する。

自身の進路について考える。

授業の内容を復習する。

知へのステップ後半
聴くこと・メモをすること・まとめ

ること・データを整理すること

専門分野について予習する。

授業の内容を復習する。

知へのステップ前半
話すこと・表現すること・情報を探

索すること・履歴書に記述すること

職種について予習する。

授業の内容を復習する。

前回の講話を聴いてのレポート レポートの作成と発表
レポート作成の準備をする。

授業の内容を復習する。

１回～６回までの

まとめ

これまでに学んだことをディスカッ

ションし理解を深める。

レポートにディスカッション内容をまと

め整理する。

内定取得者からの講話
４年生からの講話とそれを聞いての

レポート作成

職種について予習する。

授業の内容を復習する。

内定取得者からの講話
４年生からの講話とそれを聞いての

レポート作成

職種について予習する。

授業の内容を復習する。

講話事前学習
予定されている講話の分野学習を行

う

専門分野について予習する。

授業の内容を復習する。

企業人からの講話
職種の紹介，働くことの喜びや苦悩

についての講話

職種について予習する。

授業の内容を復習する。

前回の講話を聴いてのレポート レポートの作成と発表
レポート作成の準備をする。

授業の内容を復習する。

就職活動へ向けた準備
本学就職支援室の訪問と就職厚生部

からのアドバイス

これまでのレポートを整理する。

授業の内容を復習する。

８回～１３回まで

のまとめ

職業観ついてディスカッションし理

解を深める。

これまでのレポートを整理する。

授業の内容を復習する。

まとめ 修学のまとめと総括
まとめ講義の準備

まとめと総括

【実務経験内容】 なし

【テキスト】 知へのステップ　　学習技術研究会　くろしお出版

【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布する。

【学生に対する評価】 ノート取得状況と受講態度（60%）、レポート（40%で総合的な評価を行う。



教科番号 4372 授業科目

開講時期 通年 担当者：

回数 時間（分）

1
60
30

2
60
30

3
60
30

4
30
60

5 90

6 90

7 90

8 90

9 90

10 90

11 90

12 90

13 90

14 90

15 90

【実務経験内容】 土木・公務員等

【テキスト】 プリント配布

【参考書・参考資料等】 随時紹介する

【学生に対する評価】 地域貢献活動への参加（ポイント）100%

ふりかえり
参加した地域貢献活動についての振り返
りと共有

グループワーク（ワールドカ
フェ）

地域貢献活動への参加地域貢献活動への参加

ポイント制として，10ポイント貯
めることを条件とする
目安：一時間：1ポイント
　　　半日：3ポイント
　　　1日：5ポイント

主催者のサインと，活動レポート
の提出によってポイントを付与す
る。

ボランティアへの参加
の手順

地域貢献活動への参加の仕方，アポ，参
加，レポート等

講　義
調べ学習

フィールドワーク入門 地域に入るマナー，意味，意義について
講　義
ディスカッション

リスクマネジメント 安全・社会的ルール・健康管理等
講　義
ディスカッション

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

ガイダンス・地域貢献
とは

地域貢献とは，ボランティアとは何か
講　義
ディスカッション

【授業の要旨】

フィールドワーク演習　（ Field Work ）

　環境エネルギー工学科　 2　年　2　単位 寺村　淳・本田　泰寛
【授業の到達目標】
地域貢献活動に積極的に参加し社会との関係性を高め、各々の視野を広げてもらいたい．前期より開講するが，講義の趣旨
から後期より参加する学生に対しても同様の手続（講義１～４）を受講した後、地域貢献活動に参加できる．前期後期を通
じて柔軟に広く学生を受け入れる．地域の課題や地域進展についての見識も深めてもらいたい．
【授業の概要】
大学生が社会に出る最後の学びの場であること，土木の本質が社会の基盤となることであることから，
ボランティア活動や社会貢献活動などに参加することによって，多様な価値観，世代と交流することで，社会との接点を持
ち豊かな社会人生活への準備とする．
地域ボランティア活動，環境保全活動，地域づくり活動などに参加し，社会活動について学ぶ．



教科番号 4951 授業科目

開講時期 前期 担当者：

回数 時間（分）

1
３０

６０

2
３０

６０

3
３０

６０

4
３０

６０

5
３０

６０

6
３０

６０

7
１２０

６０

8
３０

６０

9
３０

６０

10
３０

６０

11
３０

６０

12
３０

６０

13
３０

６０

14
１２０

６０

15
６０

１２０

【実務経験内容】 学科教員他シラバス参照

【テキスト】 プリント、その他

【参考書・参考資料等】 適宜配布する。

【学生に対する評価】 ノート取得状況と受講態度（７０%）レポート（３０%）で総合的な評価を行う。

研究の進め方

（２）
論文の書き方を学ぶ

資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

まとめ まとめと総括
これまでの内容をまとめておく。

ディスカッションを整理する。

解析方法（４） 統計的検定について学ぶ
資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

研究の進め方

（１）
実験計画法を学ぶ

資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

解析方法（２） サンプリングの方法を学ぶ
資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

解析方法（３） 相関を知る方法を学ぶ
資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

中間まとめ
ディスカッションを通じ理

解を深める。

これまでの内容をまとめておく。

ディスカッションを整理する。

解析方法（１） 要因の整理方法を学ぶ
資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

文献を読む（１） 既存文献の読み方を学ぶ
資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

文献を読む（２） 既存特許の読み方を学ぶ
資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

文献検索（２） 既存の学術文献の検索方法を学ぶ
資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

文献検索（３） 既存特許の検索方法を学ぶ
資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

卒業研究のテーマを決める 教員と相談して研究テーマを決める
資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

文献検索（１） 既存の学術文献の検索方法を学ぶ
資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

オリエンテーション 卒業研究にあたっての諸注意
資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

【授業の要旨】

：　特別ゼミⅠ	（Seminar for graduatestudyⅠ ）

　　環境エネルギー工学科　　　4年　　　２単位 全教員

【授業の到達目標】

研究テーマの選定，文献調査，実験計画がひとりでできるようになること。

【授業の概要】

４年間の集大成である卒業研究にあたって，アクティブラーニング手法を積極的に取り入れて

必要となる基本的なスキルを身につける。



教科番号 4952 授業科目

開講時期 後期 担当者：

回数 時間（分）

1
３０

６０

2
３０

６０

3
３０

６０

4
３０

６０

5
３０

６０

6
３０

６０

7
１２０

６０

8
３０

６０

9
３０

６０

10
３０

６０

11
３０

６０

12
３０

６０

13
３０

６０

14
１２０

６０

15
６０

１２０

【授業の要旨】

：　特別ゼミⅡ	（Seminar for graduatestudyⅡ ）

　　環境エネルギー工学科　　　4年　　　２単位 全教員

【授業の到達目標】

文献を読む力をつけ，論文を執筆する方法と発表に際してのプレゼンテーション方法を理解し実行する。

【授業の概要】

各研究室の研究分野またはそれに近い内容について，テキストを（なるべく全員で同じものを）決めて輪読しま

す。

題目 授業内容 学習課題（予習・復習）

オリエンテーション
ゼミ開催にあたっての諸注意と進め

方

資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

文献輪読（１）
文献を読み，内容を発表する。聞き

理解する。

資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

文献輪読（２）
文献を読み，内容を発表する。聞き

理解する。

資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

文献輪読（３）
文献を読み，内容を発表する。聞き

理解する。

資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

文献輪読（４）
文献を読み，内容を発表する。聞き

理解する。

資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

文献輪読（５）
文献を読み，内容を発表する。聞き

理解する。

資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

文献輪読（６）
文献を読み，内容を発表する。聞き

理解する。

資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

中間まとめ
文献を読み，内容を発表に

ついて論議する。

これまでの内容をまとめておく。

ディスカッションを整理する。

卒業研究のまとめ方（１） 要因の整理方法を学ぶ
資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

卒業研究のまとめ方（２） サンプリングの方法を学ぶ
資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

卒業研究のまとめ方（３） 相関を知る方法を学ぶ
資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

卒業研究のまとめ方（４） 統計的検定について学ぶ
資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

卒業研究のまとめ方（５） 実験計画法を学ぶ
資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

卒業研究のまとめ方（６） 論文の書き方を学ぶ
資料を読みまとめる。

授業の内容を復習する。

まとめ まとめと総括
これまでの内容をまとめておく。

ディスカッションを整理する。

【実務経験内容】 学科教員他シラバス参照

【テキスト】 プリント、その他

【参考書・参考資料等】 適宜配布する。

【学生に対する評価】 受講態度（７０%）、発表（３０%）で総合的な評価を行う。



教科番号 4999 授業科目

開講時期 通年 担当者：

連番

1

2

3

4

5

6

7

【授業の要旨】

：　卒業研究	(Graduation Thesis)

　　環境エネルギー工学科　　　4年　　　４単位 全教員

【授業の到達目標】

３年次までに習得した知識を基に、学生自らが特定の具体的課題に対して主体的に取り組み、最終的にその成果を 卒業研究または卒業設

計の形で提出し、全学年学生，卒業研究実施者並びに指導教員の全員出席のもとで発表して、全教員による審査を受ける。

【授業の概要】

指導教員のもとで卒業研究テーマに沿って計画的に調査・レポート・本文執筆を行う。

指導教員

村尾　智

卒研テーマ

・休廃止鉱山の環境管理

・鉱物中の微量成分

・国際環境協力

・エシカルジュエリー

・UAV による遠隔計測技術の開発

・UAV 空撮による防災ダム点検に関する研究

・樹木下の測量法に関する研究

・ＧＩＳビジュアライゼーションに関する研究

・RTK-GNSS の精度に関する研究

・粒子法による表面張力と濡れ性のポテンシャルモデルの検討

・粒子法の並列計算モデル（OpenMp と CUDA）の比較

・音に関する調査・研究

・機能性ポーラスコンクリートの作製

・地形モデルを利用した山ケ野金山遺構の復元

・地質に着目した農業用水隧道の開削技術に関する研究

・3 次元 CAD を用いた歴史的橋梁の復元に関する研究

・土木遺産の保存・活用における 3 次元CAD の利活用に関する研究

・山ケ野金山に残る土木遺産に関する調査研究

・河川生態系と地形・土地利用履歴の関係性に関する研究

・自然環境と災害史を活用した防災に関する研究

・災害履歴を活用した防災土地利用の在り方に関する研究

・水の土木遺産記録におけるUAV・3Dスキャンの活用に関する研究

・鹿児島第一高校テニスコートの改修計画

・スポーツターフにおける床土（鹿児島県産）についての検討

・霧島市検校川の魚道・堰についての調査

・火山砂利を用いたコンクリート強度に関する研究

高嶋　洋

・都市開発と人工地層の発達過程

・人工地層と水害リスク

・地下水利用と温泉

・温泉湧出地の地形発達

田中 龍児

難波　礼治

本田 泰寛

寺島　淳

岩 元 泉

【実務経験内容】 学科教員他シラバス参照

【テキスト】 プリント、その他

【参考書・参考資料等】 適宜配布する。

【学生に対する評価】 卒論への取り組み姿勢、卒論内容、中間発表会、本発表会、総合評価


